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本作品は、縦書き表示での閲覧を推奨いたします。横書き表示にした際には、表示が一部くずれる恐れがあります。




また、画面が小さい端末の場合、文字サイズの拡大等により稀まれに体裁に違和感が生じることがあります。その際は、通常の文字サイズにお戻しのうえお読みください。
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口絵・本文イラスト／ゆーげん
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[image: 第１話　あまのいわと？]





　台車ワゴンの車輪がカラカラと回る音が廊下に響いています。

　上に載せられた料理が皿からこぼれてしまわないように気をつけつつも、私は少し早めの歩調を意識して台車を押していました。

　お部屋に運ぶ際には、埃ほこり避よけを兼ねて釣鐘蓋クロツシユを被かぶせてはいますが……料理は皿に盛りつけたその瞬間から刻々と冷め始めてしまいます。急いで急ぎすぎるということはないでしょう。

　以前、シンイチ様は『熱々をふうふう言いながら食べるの、美お味いしいよね』とおっしゃっていたので、これまでも主菜に焼き物や揚げ物がある場合には、あらかじめ皿を湯で温めておいたうえ、お出しする機を見計らうようにしてきました。

「……シンイチ様」

　ほどなくして私は、目的の部屋の扉に辿たどり着きました。

　何度も見慣れた、いえ、通い慣れたシンイチ様の──旦那様のお部屋です。

　ですが私は、扉を叩たたく手が躊ちゆう躇ちよに震えるのを感じました。もちろん、そのまま部屋の前で迷っていても料理が冷めてしまうばかりで、何も良いことはありません。私は一つ深呼吸をしてから、扉を叩き、声を出してシンイチ様をお呼びしました。

「シンイチ様、ミュセルです。夕食をお持ちしました」

　シンイチ様は扉の向こうにいらっしゃるはずです。私の声も聞こえているはずです。

　部屋の中から漏れてくる音を聞き逃すまいと耳を澄ませていると、中で気配が動くのを感じました。エルフ譲りの私の耳は、シンイチ様が扉の方に歩み寄られるその足音もちゃんと聞き取ることができました。

　今日こそは、お顔を見せてくださるでしょうか。

　そんな微かすかな期待を胸に私は待ちます。

　けれど──

「──あっ」

　扉は開かれることなく、代わりに床との隙間からするりと一枚の紙が滑り出てきました。

　私は床に膝をついてその紙片を拾い上げます。そこには短い一文がニホン語で書き記されていました。学がないので、エルダントの言葉は読み書きできない私ですが、シンイチ様に教えていただいたおかげで、ひらがなは不自由なく読むことができます。




『そこにおいといてください。おねがいします』




　紙には見覚えのあるシンイチ様の筆跡で、そう書かれていました。すべてひらがななのは、私が読みやすいようにと、ご配慮くださったからでしょう。

「あ……あのっ……！」

　私は紙片を握りしめて、思わず声を上げます。

　しかし続けるべき言葉が分からず、そのまま口ごもってしまいました。いまさら、言い訳してもみっともないだけでしょう。私としてはシンイチ様のお怒りが解けるまで、待ち続けるしかないのです。

　私は溜ため息いきを一つつくと、台車ワゴンを扉の脇の壁に寄せました。

「扉の横に置いておきますね」

　私はそう声をお掛けしますが、やはり返事はありません。

「シンイチ様……」

　私は厨ちゆう房ぼうに向けて、元来た廊下を戻り始めました。

　歩きながら改めて右手の紙を広げて見つめます。この紙を戴くのはもう何枚目でしょうか。朝と昼と晩で一日に三枚ずつ。シンイチ様はもう何日も、お部屋に引きこもっておられます。お食事をお持ちしてもこうやって紙が一枚出てくるだけで、お顔を見ることはおろか、お声を聞くことも叶かないません。

　とても寂しい気持ちで一杯です。

　そしてそれ以上に、シンイチ様のお身体が心配でした──あんな乱暴をしておいて何をいまさら、と呆あきれられてしまうかもしれませんが。

「シンイチ様……」

　呟つぶやきがぽろぽろと唇からこぼれて、床に落ちます。私は──頭の後ろからのしかかる陰鬱な気持ちにうなだれて、薄暗い廊下を歩くのでした。
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　扉に耳を当てて、様子を窺うかがう。

　僕はミュセルが──食事を持ってきてくれたメイドのミュセル・フォアランの足音が離れていくのを確認し、念のためにと、それからゆっくり十を数えて扉を開いた。

　薄暗い廊下の右と左に目を向けるも、人影はなし。

　代わりにミュセルが言った通り、扉の脇には壁にぴったりと付けるような感じで、配膳用の台車ワゴンが置かれていた。洋食でよく高級料理を運ぶ際に使う、半球状の金属蓋──クロッシュというらしい──を持ち上げてみると、丁寧に一皿にまとめられた夕食があった。

　僕は台車ごとこれを部屋の中に引き込んで扉に鍵を掛けると、料理の皿と銀のナイフ、フォーク、スプーンを机の上に移す。

　机付属の椅子に座って──両手を合わせる。

「いただきます」

　そう呟いてから僕は、ミュセルが運んできてくれた夕食を食べ始めた。

　嗚あ呼あ……美お味いしい。

　相変わらずミュセルは料理上手だ。さすがにちょっと冷めてきているけれども、元が相当に高いレベルなので十分に美味だった。皆でわいわい言いながら食べるのももちろん、美味しいのだけれど、一人でしみじみ嚙かみ締めるのも悪くない。

　……そうだ。

　僕はここ一週間、部屋で独り、食事をとっている。というより、真夜中に皆が寝静まったのを待って風呂と便所に出掛ける以外は、まったく部屋から出ていない状態だ。

　もともとは、あちこち打撲やら筋肉痛やらで身動きがとれない状態だったからなのだけど、それはもうとっくに治っている。

　僕は、自発的にこの部屋に引きこもっているのだ。

　理由は……まあ十日ばかり前の騒動である。

　ミュセル・フォアラン。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世。

　エルビア・ハーナイマン。

　この三人の女の子達による僕──すなわち加か納のう慎しん一いちの争奪戦。というか、ぶっちゃけた言い方をすると三角関係、もとい、四角関係の修羅場だ。別に僕が誰かに手を出しちゃったわけでもないので、こういう言い方が正しいかどうかは、よく分からないのだけれど。

　エルダント城の倉庫の奥深くから見つかったという『禁忌の鎧よろい』を偶然、身につけてしまった彼女らは、本音がダダ漏れになっちゃったうえ、僕を取り合ってガチのバトルを繰り広げることになった。

　でもって、それを止めようとして僕も『禁忌の鎧』を装着して彼女らの間に割って入ったのだけれども──やっぱりいろいろと、身も蓋もない本音がダダ漏れになったというか、余計なことまでぺらぺらと喋しやべってしまい、怒った彼女らに袋ふくろ叩だたきにされてしまったのである。

　その際に負った怪我が治るまで、僕は自宅療養することになった。

　もちろん、殴られたといってもやっぱり『禁忌の鎧』の上からなので、あちこち青あお痣あざはできたものの、二日ばかりすると普通に動けるようにはなった。むしろ、二日間寝込むことになったのは、超兵器たる『禁忌の鎧』を着て調子に乗り、無理な動きをした結果、僕の身体が、あちこちひどい筋肉痛を訴えていたからであって、ミュセル達に殴られたからではなかったりする。まあ、あの実質的に戦闘強化服である『禁忌の鎧』に直で、手加減なしにぶん殴られていたら、僕みたいな平凡な一般人は、青痣どころか一発で爆発四散してただろう。

　それはともかく。

　自宅療養ということで、僕は学校も仕事も休み、部屋に留まり、漫画を読んだり携帯ゲーム機で遊んだりしながら時間を潰し、ミュセルの運んできてくれる食事を食べる、という生活をすることになった。

　でもって……とりあえずは回復に専念するということで、お見舞いも一律に断ることになった。神聖エルダント帝国の皇帝たるペトラルカのお見舞いを断る以上、他の人のお見舞いを受け入れるわけにもいかないからだ。

　要するに合法的な（？）自宅警備員生活である。

　これが、なんだか思った以上に快適で。

　そもそも、ペトラルカのお見舞いを断ったのも、療養に何か具体的な差し障りがあるから、というよりも、実際には僕が落ち着けないからだ。

　女の子三人に好意を寄せられて。

　その中の誰か一人を選ぶこともできなくて。

　そのうえで身勝手な本音を漏らしたうえで、彼女らを怒らせて。

　そんな後で『やあ、お見舞いありがとう』なんて笑顔で彼女らと顔を合わせられるほど、僕の心臓に剛毛は生えていない。

　いろいろと気まずすぎる。

『禁忌の鎧よろい』騒動直後の反応を見る限り……三人揃そろって僕をぶん殴ってすっきりしたせいか、ミュセル、ペトラルカ、エルビアの三人は揉もめ事ごとなんかなかったかのように仲良くなっていたし、僕に対してまだ怒っているという感じでもないらしい。けれど……とにかく僕としては、彼女らと非常に顔を合わせづらくなっていたのである。

「はああ……」

　思い出すだけで溜ため息いきが出る。

　しかも──問題は、それだけでもなくて。

　学校の生徒であるロイクやロミルダが、どうもお見舞いに来てくれた際、『禁忌の鎧』にまつわるドタバタを一通り美み埜の里りさんか光流ヒカルさんから聞いてしまったらしい。そして伝言ゲーム方式で詳細が抜けたり増えたりした結果、やたら面白おかしく生徒の間にくだんの修羅場の話が伝わっているらしいのだ。

　これでは……とても学校に行けない。

　行けばきっと、皆が僕を指差してひそひそ話をしたり、笑ったりするに違いないのだ。

　そんなの僕には耐えられない。せっかく、この異世界に転生──もとい、派遣されていろいろやり直していたというのに、これではまた、笑いものだ。

　どうして僕がこんな目に遭わなければいけないのか！　…………いや、まあ、理由は痛いくらいに分かってるけれどもね。

　ともかく、僕はこの異世界においても、再び引きこもりになった。

　いや、前に一度引きこもってるから三み度たびかな。どうでもいいけど。

「…………」

　僕は食事を口にしつつも、その皿の向こう──机の上の液晶画面に目を向けた。

　パソコンのディスプレイ上一杯に広がっているのは、ギャルゲーのインターフェイス画面だ。可愛らしい二次元の女の子がじっとこちらに、円つぶらな瞳を向けている。

　可愛い。実に可愛い。

　女の子のすぐ下には文字表示欄テキストウインドウが開いていて、カーソルを点滅させつつ僕の選択を待っている。ここしばらく忙しくて積みゲーになっていた一本なのだけれど、いざやり始めてみるとヒロイン達が実に愛らしくて萌もえる。

　素晴らしい。

「ああ、ハルカたん……」

　僕は椅子の上で身をよじりながらうっとりと呟つぶやく。

　僕の中では久々のヒット、ドストライクの萌えキャラだった。

　清せい楚そ可か憐れん、大人しくて一いち途ず、むしろ最近では稀き少しようになってきた正統派ヒロインでありながら、あえて黒髪ロングではなく、ツインテールになっているさじ加減も絶妙だけれど、料理上手でお洗濯好きな家庭的雰囲気に加え、時折見せるドジっ娘こぶりも親しみが持てて、これがもう──…………………

「…………」

　……なんか既視感があるけど、まあ、それはそれ。

「とにかく、攻略してしまうのが惜しいくらいだよ！　アニメ化とかしないのかなあ、このゲーム。もしくは続編とかスピンアウトとか。あ、でもハルカたんが出ないスピンアウトとか意味ないし！」

　……実を言えば。

　僕は、この引きこもり生活を目一杯満喫していた。

　ミュセル達と顔を合わせるのが恥ずかしいとか怖いとか、学校で僕がどんなふうに噂うわさされているのか考えるだけでも心が痛いとか……まあ発端はいろいろあるのだけれど。

　いざ引きこもり始めると、ハマるというか、むしろ懐かしいというか、いろいろ快適すぎて抜け出せないのだ。

　もともと忙しくて積みまくっていたゲームやら本やらＤＶＤがあるので、暇を持て余すこともまったくない。食事も三食きっちりとミュセルが運んできてくれるし、本当に至れり尽くせりである。さすがに風呂は前述の通り、皆が寝静まった時間に入りに行かなければならないけれど、それ以外は自分の部屋に閉じこもっていてもなんの不都合もない。

「ペットボトルの使い方も思い出したしね！」

　人によってはド顰ひん蹙しゆくを買いそうな台詞せりふを口にしても、突っ込んでくる者はいない。

　この部屋には僕だけしかいないのだ。たとえベッドに寝転びながら食事をしようが、全裸でギャルゲーをしようが、咎とがめてくる者はいない。ディスプレイの中のヒロインも、僕がマウスをクリックするまでは、いつまでもただ笑顔で待っていてくれる。

　なんという解放感！　なんという自由さ！

　僕はミュセルの持ってきてくれた夕食を迅速に食べ終わると、『ごちそうさま』と両手を合わせてから皿を台車ワゴンの上に戻し、いそいそとパソコンのマウスに手を伸ばしてギャルゲーを再開する。

「うふふふふふふふふ」

　独りで笑い声を漏らしながら僕はヒロインの攻略に取りかかる。

　この際、正直に言おう。

　引きこもり生活って、最高だねッ……！
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　長く重い吐息を耳にして──私は顔を上げました。

　見れば、ミノリ様が少し物もの憂うい表情を浮かべて食卓に頰ほお杖づえをついておられます。

「あの、ミノリ様、お口に合いませんでしたか？」

「え？」

　ミノリ様は眼鏡の下で不思議そうに瞬きされた後、私がお尋ねした意味を理解されたみたいで、慌てて首を振られました。

「ないない、そんなことあるわけないじゃない。いつも通りミュセルの料理は最高」

　苦笑しながらそうおっしゃってくださいます。

　コガヌマ・ミノリ様。

　シンイチ様の護衛役でジエータイという組織のお一人です。ジエータイというのはニッポンの軍隊らしいのですが、そういう理解で良いのかと尋ねると、いつもミノリ様は首を振って『違うということにしておいて』と苦笑なされます。よく分かりませんが。

　それはさておき……

「でも溜ため息いきを……」

「美み埜の里りさんの溜め息の理由なんて、一つしかないでしょう」

　そうおっしゃるのは、同じく食卓についておられるヒカル様──アヤサキヒカル様でした。

　ヒカル様はシンイチ様同様、エルダント帝国にニッポンのオタク文化を広めにいらっしゃったお方です。もともとはシンイチ様の代わり、という形で選ばれたようなのですが、今ではすっかりシンイチ様の部下、というよりお仲間になっておられます。

　白い陶器のカップに口を付け、長い黒髪をほんの少しだけ揺らしながら、ゆったりとお茶を飲むそのお姿は、所作が美しく、気品に溢あふれるうえ、女である私の目から見てさえ色っぽさを感じてしまいます。私にはとても真似ができません。この方の麗うるわしいお姿を見ていると、男性であられることが、何かの間違いではないかとさえ思えてきます。

「シンイチ様……ですか？」

　いつの間にか空になってたカップに食後のお茶の二杯目を注ぎながらお尋ねすると、ミノリ様はもう一度長々と溜め息をつきながらおっしゃいました。

「他に何があるっていうの」

「……申し訳ございません」

　私は身を折って謝罪しました。

　シンイチ様が部屋から出てこられないのは、私の責任です。

　しかし──ミノリ様もヒカル様も苦笑して首を振ってくださいます。

「なんでミュセルが謝るの」

「ミュセルの責任じゃないでしょう」

「でもそれは──」

　と──言いかけて。

　そこで私は食堂に続く廊下を歩く足音に気付きました。

　エルフの耳は無意味に長いわけではなく、他の種族に比べると聴覚が優れているといいます。私は混ハ血ー児フですが、それでもこの屋敷の中ではいちばん耳が良いようです。食堂の真ん中でお喋しやべりしていても、近づいてくる誰かの足音を聞き取ることができるくらいに。

　人数は三人分。足音の細かな違いでそれが誰のものなのかもおおよそ分かります。

「まったく反応がなかったぞ」

　そう言って食堂に入ってこられたのは……銀の長い髪がとてもお美しい、少し小柄な女性でした。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世陛下。

　この神聖エルダント帝国の皇帝たる女性です。本来であれば私のような立場の者は口をきくどころか、同席することさえ許されないような雲の上のお方なのですが、いろいろあって、私のことを気に掛けてくださり、とても良くしてくださっています。

「本当に、中にシンイチはいるのか？」

　そしてそのすぐ後ろに並んで食堂に足を踏み入れられたのは、陛下と同じく銀の髪をした、美しい殿方です。ガリウス・エン・コルドバル卿きよう──陛下の従兄いとこであらせられ、近この衛え騎士団を含め、この国の軍を統轄支配されるお方です。

　さらに──

「でもシンイチ様の匂いはしてたっすよ！」

　そう言いながら食堂に入ってきたのは、エルビア・ハーナイマンさんです。

　彼女が備える獣ケモノ耳と尻尾は、半獣人族の一種──すなわちウェアウルフであることを示しています。もともとはバハイラムという隣国の密偵スパイだったのですが、こちらもいろいろあって、今ではもうこの屋敷の一員です。もうそのことは陛下もコルドバル卿も疑っておられないようで──だからこそ、平然と一緒に歩くことができるのでしょう。

　陛下。そしてエルビアさん。

　私は、このお二人とシンイチ様を巡って……戦いました。

　今思い返しても震えが来そうになります。

　エルビアさんはともかく、神聖エルダント帝国の臣民たる私が、尊き皇帝陛下と『戦う』など、あってはならないことです。首を刎はねられてもおかしくはなかったのですが、寛大な陛下はそのことについては『お咎とがめなし』と早々に宣言してくださいました。

『あの「禁忌の鎧よろい」に振り回されていたのじゃろうしな。妾わらわも含め』

　陛下はそうおっしゃいました。

　問題の『禁忌の鎧』は私達の心の奥に眠っている『本音』を引き出してしまいます。

　ですが、誰しも本音をそのままずけずけと他人に伝えることには慣れていませんし、伝えられることにも慣れていません。だから、ついつい混乱して、動揺して、本音どころか売り言葉に買い言葉のような、後先考えない勢いだけの言葉や行動が表に出てしまう──そんな問題が、あの『禁忌の鎧』にはあるようでした。

　いわば、強いお酒に酔っ払ってしまうようなものです。そう考えると、あれが禁忌として封じられていたのも当然だと言えるでしょう。

「慎しん一いち君にも困ったものねぇ」

　ミノリ様は溜ため息いきをつかれます。

「せっかく、陛下やガリウスさんが様子を見に来てくれたっていうのに……」

「返事がないのは、中で倒れたりしているからではないか？　大丈夫なのか？」

「さきほど、ミュセルが夕食を持っていったときには、普通に返事の『手紙』を出してきたみたいですけどね……」

　そう言ってミノリ様がつまんで陛下達の方にお見せになるのは、『そこにおいといてください。おねがいします』と書かれた紙片でした。

　私が食事をお持ちするたびにこの紙が出てくるので、シンイチ様が中で倒れておられるということはないと思います。しかし、もう一週間以上私達はシンイチ様のお顔を拝見していません。『手紙』を書く程度はできても、調子を崩しておられるということはあり得ます。そう考えると私は気が気ではありませんでした。

「たぶん、大丈夫でしょう」

　とおっしゃるのはヒカル様です。

「どうせ寝てるか、積つん読どくになってた本の塔でも崩しに掛かってるんだと思いますよ」

「──どうぞ」

　私は陛下とコルドバル卿きよう、そしてエルビアさんの前に改めて準備したお茶のカップを置いて行きます。ちなみにコルドバル卿には熱々を、陛下とエルビアさんには少し淹いれてから冷ましておいたものをお出ししています。エルビアさんはもちろん、陛下もコルドバル卿も何度もこの屋敷においでになっているので、それぞれのお好みの温度はだいたい覚えました。

「でもある意味で重症よね」

　ミノリ様が苦笑を深めながら、そうおっしゃいました。

「まあ……トラウマになるのも分からないではないけど」

　ちらりとミノリ様の視線がこちらを向いたのに気付いて、私は思わず俯うつむいてしまいました。『禁忌の鎧よろい』騒動の顚てん末まつについてはミノリ様も現場にいらっしゃったので、シンイチ様が部屋に引きこもってしまわれた原因については察しが付いておられるのでしょう。

　やはり私のせいなのでしょう。

　あのときは気が昂たかぶってしまったというか、今思い返しても不思議なくらいに興奮していて、陛下と一緒になってシンイチ様に手を上げるなどというご無礼を働いてしまいました。実際にはシンイチ様を直じかに殴ったのではなく、シンイチ様を取り込んでいた『禁忌の鎧』を叩たたいて壊してシンイチ様から引き剝はがしたわけですが……

　陛下はともかく、メイドである私や、お抱え絵師であるエルビアさんに、まさか主あるじであるご自分が殴られるなどとは、シンイチ様も思われなかったでしょうから──相当、衝撃を受けられたのだと思います。

「あの……私……」

「やっぱりアタシのせいっすかね……」

　とエルビアさんも尻尾を力なく下げてそう言いました。

　しかし──

「あれは慎しん一いちさんが悪いんですよ」

　ヒカル様が涼しげな表情でそうおっしゃいます。

「ヘタレで優柔不断な彼が悪いのです。エルビアもミュセルも気に病む必要はありませんよ、正直、私でも殴りたくなったくらいですし」

「はぁ……」

　私とエルビアさんは顔を見合わせます。

　ヒカル様は一口お茶を飲んで喉を湿してから、「でも」と続けられました。

「それはそれとして、このままの状態にしておいて良いというわけでもないでしょう」

「仕事してもらわないと困るしね」

　とミノリ様も腕を組んでそうおっしゃいます。

「彼の場合、今までが忙しすぎたから、これも休暇の一種、くらいに考えて放置してたわけだけど……さすがにね。部屋にこもったまま、顔も見せない、喋しやべらないってのは何かと不都合だし……」

「まるで天あまの岩いわ戸とですね」

　ヒカル様は呆あきれの滲にじむ口調でそうおっしゃいます。

「男女逆ですけど」

「アマノイワト？　なんすか、それ」

　エルビアさんがヒカル様にそう尋ねます。

　私はもちろんですが、陛下も、コルドバル卿きようも、初めて聞く言葉であるようで、説明を促すように、お目をヒカル様に向けられました。

「日本の神話です。ある神様が、乱暴なことをされて怒ってしまい、部屋に引きこもったままどうにもこうにも出てこなくなるという」

「……それは、まさに今のシンイチじゃな」

　カップを手に、陛下が唇を尖とがらせてそうおっしゃいます。

「慎しん一いち君は経験者だから余計に面倒なのよね。引きこもることに関して、変に手際が良いというか。慎一君の両親は、チェーンソウで扉を壊して、彼の引きこもり生活をやめさせたらしいけど……さすがにねえ」

　そうおっしゃってミノリ様は、肩を竦すくめられました。

「この屋敷は、それぞれの部屋に魔法の鍵も掛かってるし」

　ミノリ様の言葉通り、この屋敷の部屋にはそれぞれ魔法が掛けられており、鍵がないと何があっても開きません。私は各部屋の予備の鍵を預かってはいるのですが、内側から普通の鍵も掛けられてしまっていれば、結局は開けられないのです。

　強引な手段としては、魔法の鍵を開けたうえで、扉や壁ごと壊してシンイチ様の部屋に入る、ということは可能なのでしょうが……そうするとますますシンイチ様のお気持ちを傷つけてしまうような気がして、躊ちゆう躇ちよしてしまいます。

「仮に扉を壊して強行突入したとしても、根本的な解決にはなりませんね」

　私の内心を見透かされたかのように、ヒカル様がそうおっしゃいます。

「自分から出てくるように仕向けるしかないわね。本当、天岩戸だわ」

　ミノリ様も特に名案はないらしく、それから少し唸うなっておいででしたが。

「──あ」

　ぽん、と手を叩たたくように合わせてミノリ様はおっしゃいました。

「押して駄目なら引いてみな、ってやつよ」

「というと？」

「ガリウスさんを慎一君の部屋に突入させるのはどう？」

「私か？」

　コルドバル卿きようが驚いたように目を瞬かせてお尋ねになります。

「それなら慎一君も慌てて出てきてくれるんじゃないかしら！」

　何やらミノリ様はとても嬉うれしそうです。そしてコルドバル卿も何故か喜んでおられるようで……何やら、まんざらでもない、といったお表か情おで「なるほど、なるほど」と頷うなずいておられます。

「いやそれは……別の扉を開くことになりません？」

「それはそれで！」

「ただでさえ女性不信みたいな状態で引きこもっているのに、それはいくらなんでもまずいというか……」

　とヒカル様が苦笑しておっしゃいます。

「それにまず、中に入ることが難しいんですから」

「扉壊すか、通気ダクトから侵入するのは？」

「こんな中世風の屋敷に通気ダクトなんてないですよ。扉壊すのも却下です。一時的に外に連れ出せても、またすぐに引きこもりますよ」

「ちぇーっ」

　ミノリ様は若干、不満がおありのようでしたが、それ以上強引に、コルドバル卿きように強行突入していただく策を推おされるようなことも、ありませんでした。

「まあ、前にこっちで引きこもったときほどは、深刻じゃないとは思うけれど」

　というミノリ様のお言葉に、ヒカル様が首を傾かしげられました。

「あれ、前にも彼が引きこもったことあったんですか？　こっちで？」

「そっか、そのときは光流ヒカル君いなかったもんね」

　そのときのことは、私も覚えています。

　あれはシンイチ様がエルダントに来られて……少し経たった頃のことでした。シンイチ様はご自分がニッポンから差し向けられた『侵略者』なのだとおっしゃって、たいそう、そのことについて悩まれていたようでした。

　ヒカル様がエルダントにお越しになるよりも、ずいぶんと前のことです。

「まあ、慎一君が怖がってるのは、ミュセル、陛下、エルビアだけだろうから……どうしても彼と話さなきゃならない用件があったら私が連絡係をするのも手だけれど。でも扉越しに口先だけで説得してても、たぶん埒らちがあかないのよね」

「ずっと扉の前にいるわけにも、いきませんしね」

「せめて電話くらいできたらいいんだけど、こっちには電話なんてな……あっ」

　何か思いつかれたようで、ミノリ様はぽんと両手を打ち合わされました。

「電話は無理だけど、無線ＬＡＮはあるわよね」

「そういえば試験的にこの屋敷と学校の方に導入したんでしたね。パソコンのバックアップをとる程度にしか使ってませんけど」

「あれでメッセンジャー使えば、電話代わりにはなるかも」

「なるほど……」

　頷うなずき合うミノリ様とヒカル様。

　ただどうも、お二人が話しておられるのは、ニッポンの道具か何かのことらしく……今ひとつ『ムセンらん』や『めっせんじゃー』という言葉の意味が分からず、私とエルビアさん、そして陛下とコルドバル卿は、目を瞬かせて顔を見合わせました。
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　茜あかね色いろの空の下──彼女は潤んだ瞳で僕のことを見上げていた。

『あの……あのね』

　意を決した様子で話し掛けてくる彼女の頰ほおが、赤く染まって見えるのは、夕ゆう陽ひのせいなのか、それとも。

『これで最後かもしれないから、勇気を出して言うね』

　ほほう。いったい何を？

　僕は胸がどきどきするのを意識しながら慎重に続きを待った。

　すると彼女はわずかに目を伏せて──

『私……私ね、ずっとね、シンイチ君のことが……』

「よっしゃ、キタアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアアッ!!」

　僕は左手の拳を右手の掌に打ち付けながら思わず叫んでいた。

　スピーカーから聞こえてくる恥ずかしげな声、ディスプレイの向こうで紅潮してゆく顔、告白の羞恥に戸惑う少女の姿は、とてもいじらしく……

　おお、攻略完了ッ!!

　面倒くさい分岐を一つずつ潰し、こまめにセーブしてきた僕の努力が、今、ここに実を結んだのだっ……！

　これでこのギャルゲーの転入生ルートはクリアしたも同然である。幼おさな馴な染じみと後輩は真っ先に攻略済みだし、残るは最難関と言われる先輩ルートのみ。どうやら先輩とのエンディングに辿たどり着つくためには、先に転入生を攻略したうえで、次のプレイでは転入生を振っておかなければいけないらしいが。

　要するにハーレムプレイができない仕様になっているのだ。

　うん。いかんね。ハーレムプレイは。女の子に対する誠意がない。うんうん。

　なんかいろいろ、胸の奥が痛い気がするけど気にしないッ！

「ああ、引きこもり最高……二次元最高……！」

　僕は胸元で両方の拳を握りしめて、恍こう惚こつの溜ため息いきをついた。

　最近は何かと忙しくてじっくりギャルゲーをやり込む時間もあまり取れなかった。おかげで僕の部屋には日本から取り寄せたのは良いものの、パッケージの封すら切っていないギャルゲーが十本以上積み上げられている。

　せっかくなので、これを開封してやり始めたわけだけど、これがもう楽しいのなんの。

「殴ってこないしね！　たいていは分岐するだけだから、ヒロイン同士が顔合わせて修羅場になることもないし！」

　なんて素晴らしいんだ！　二次元最高！

　画面向こうの彼女の告白に萌もえまくっていた僕だったが、ここは百戦錬磨のギャルゲーマーとしてまずは頭を冷やすことにした。このまま進めれば確実にキスシーンに雪な崩だれ込むだろうが、この美お味いしい場面を後から『想い出』モードで繰り返し堪たん能のうするためには、この辺りでいったん、セーブしておく必要がある。

　僕はシステム画面を呼び出していったん、セーブ。

　そして──気付いた。

　ディスプレイの端、ゲームのウインドウの外側で、何かを通知するかのように、アイコンが点滅している。

「なんだこれ？」

　まさかウイルスでもないだろう──と僕はそのアイコンをクリックする。

　するとゲームのウインドウとは別に、新たなウインドウが開かれる。

　縦長のそれは、メッセンジャーのものだった。一対一でチャットするためのアプリケーションだ。もともとこのパソコンのＯＳには標準装備されているものなので、アプリそのものの存在は不思議でもなんでもないが、インターネットに繫つながっていない僕のパソコンでは意味がないからと、使う機会もないままに放置していた。

　それがどうして今頃……？

　見れば、誰かから呼び掛けられたようなのだけれど。

「──あ」

　アカウント名は『Minori_K』……

「美み埜の里りさん？」

　そういえば少し前に、この屋敷と、それから学校には無線ＬＡＮが設置されていたのだ。

　超空間通路を経由すると、やたらノイズが混入しやすいうえに、ウイルス感染や情報漏ろう洩えいの危険性もあるということで、この異世界から日本に直接ネットワーク回線が繫げられることはない。的まと場ばさん──異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉と日本政府との連絡役とも言うべきお役人が、しょっちゅう、こっちとあっちを行き来しているのも、それがいちばん確実、というか堅実な連絡手段だからである。

　しかし、これはあくまで超空間通路の特性というか問題だ。

　異なる世界間を移動せず、ごくごく限られた範囲内──特にエルダント領内でネットワーク通信を行う分には問題ないだろうということで、以前から試験的に回線工事が行われていたのである。学校関係の書類を転送したり、資料を保存したりするのに便利だし、何より３ＴＳのようなネットワーク対応ゲーム機の機能を使ってみたいという生徒達の要望もあった。

　まあ、ネットワークなんて言っても、きちんと光ファイバー回線を引いているのは屋敷と学校、それに自衛隊の駐屯地の三地点の間だけで、それぞれ建物内では、サーバーと無線ＬＡＮのアクセスポイントが設置されているだけなんだけども。

　当然、メッセンジャーも少し前から使える状態だったわけだけれど、普段、屋敷の中で顔を合わせているから活用する機会がなかったのだ。

「まあ今は僕が引きこもってるからね……」

　メッセージのウインドウを開いてみると、『いい加減出てきたら？』という短い一文が表示される。ただそれだけの文字なのだけど、なんとなく、呆あきれの表情で美埜里さんがキーボードを叩たたいている様子が、脳裏に浮かんだ。

『嫌です』

　対して僕は端的にそう返事する。

　何度か『Minori_Kがタイピングしています』という表示が点滅した後、次の一文が表示された。どうやら美埜里さん、僕がメッセンジャーに気付いて反応するまで、パソコンの前で待っていてくれたらしい。

『みんな心配してるよ』

『噓うそだッ！』

　とりあえず鉈なた持った白いワンピース少女の画像を添えて、返事してみる。

『どうせみんな、僕が部屋から出たら指差して笑うんだ！』

『そんなことしないわよ』

『なら、みんなで僕を殴るんだ！　父さんにも殴られたことないのに！』

　とりあえず某機動戦士の画像も添えてみたりして。

『えっ、お父さんに殴られたことないの？』

『ネタに素すで返さないでください』

『私、どっちかっていうと無印の元祖よりＷとか種の方が』

　ああ、まあ腐女子だしね。

『ちなみに母さんになら何度もあります（妹にも何度か）』

『陛下にも出会い頭に殴られてたもんね。慎しん一いち君は女の子に殴られやすい体質なんだよ』

『体質！』

『もしくは運命』

『なにそれ絶望しか感じない』

　……などと。

　意味があるんだかないんだかよく分からない会話を回線越しに少ししてから、

『とりあえず僕は、部屋から出ませんから！　絶対に！』

　締めくくるようにそう打つと──少し間を置いてから次の一文が表示された。

『しょうがないわね』

　そして美み埜の里りさんのログイン状態を示すアイコンが『退席中』に変わった。

　どうやら諦めてくれたらしい。

「ふっ……」

　僕は目を閉じて口の端に笑みを浮かべる。

「勝った！」

　いや、何にどう勝ったのか僕にもよく分からないけども。

「……そんじゃ、続き続き」

　僕は改めてデータのセーブを確認すると、ギャルゲーの転入生ルート攻略を再開した。
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　ミノリ様は溜ため息いきをついて、のーとぱそこんから手を離されました。

　私達は食堂から居間へと移り……さきほど、ミノリ様達のお話に出てきた『めっせんじゃー』を使って、シンイチ様に話し掛けるという方法を試していたのですが。

「どうなったのだ？」

「ダメね、説得失敗」

　ソファから御おん身みを乗り出して尋ねられる陛下に、ミノリ様は首を振ってそうお答えになります。とたん、陛下も明らかに気落ちされた様子で溜ため息いきをおつきになりました。やはり陛下もシンイチ様が引きこもっておられることに、責任を感じておられるようです。

「まあこれくらいで出てくるのであれば、苦労はしませんよね」

　対して──ヒカル様は、平然となさっておられます。

　おそらくこうなることを予想しておいでだったのでしょう。お茶を一口飲んでから、涼しげなお顔でヒカル様はおっしゃいました。

「けれどメッセンジャーを使うのは、いい考えだと思います。ワンクッションあるというか、文字ベースでの意思疎通コミユニケーシヨンは、かえって本音を引き出しやすいものですし」

「そういうものかしらね」

「諦めずに繰り返し慎しん一いちさんに話しかけていきましょう」

「ニッポンの道具は便利なんすねー」

　エルビアさんは物珍しそうに、ミノリ様が部屋からお持ちになったのーとぱそこんを見つめています。彼女もぱそこんそのものは何度か触ったことがあるはずですが、こういう使い方をしているのを見るのは初めてだったようです。かくいう私も、この、めっせんじゃー、が使われているのを見るのは初めてでしたが。

「まあ、最低限の連絡はこれでとれるとして」

　ソファに身を沈めながらミノリ様は溜め息をつかれました。

「ここからどうするかね。次の段階」

「引きこもり対策って定番のものがないそうですからね」

　とヒカル様も若干、お困りのようです。

　このお二方が何も思いつけない、とおっしゃるのならば、もう私達には打つ手がありません。私も思わず溜め息を漏らし──

「あの、ヒカル様」

　ふとあることを思いついてヒカル様に尋ねてみることにしました。

「アマノイワト、とやらのお話なのですが、そのお話の中の神様は、結局ずっと引きこもったままなのですか？」

「いえ、最後は出て来ますよ、もちろん」

　とヒカル様は苦笑して教えてくださいました。

「確か、神様が閉じこもっている岩の前で、他の者が楽しく宴会をするんです。その楽しそうな声を聞いて、思わず神様は外に出てしまう──」

　そこまでおっしゃって、ヒカル様は何かお気付きになったのか……その殿方とは思えないくらいに細い顎に指を添えて、首を傾かしげられました。

「そうですね、天あまの岩いわ戸とに見たてるなら、その方法を試すべきでしょう」

「その方法とは？」

「どんちゃん騒ぎですよ」

　コルドバル卿きように尋ねられた、ヒカル様は、人差し指を一本立ててそうおっしゃいました。

「慎しん一いち君も参加したくなるような賑にぎやかな様子を見せるってことね、なるほど」

　ミノリ様もすぐに納得されたようで、大きく頷うなずかれます。

「賑やかなこと……」

「というかそのまんま宴会っすよ！」

　と片手を挙げて言うのはエルビアさんです。

「みんなで飲んだり食べたりするっすよ！　たくさん！」

「いや、食事は普通にいつもしてるでしょ。宴会と言えば、やっぱり酒さか盛もりだけど、まさか未こ成ど年もにお酒飲ませるわけにもいかないし……」

「未成年？　誰かおるか？」

　とミノリ様の言葉に周囲を見回してお尋ねになるのは陛下です。

　私も、エルビアさんも、首を振ります。

「いや、陛下もミュセルもエルビアも……って、そうか、エルダントだものね」

　とミノリ様は肩を竦すくめられました。

　ちなみに神聖エルダント帝国において、成人とみなされるのは、おおむね十六歳からです。つまり私も陛下もエルビアさんも成人ですし、エルダントの基準を適用して良いのならば、ミノリ様はもちろん、ヒカル様も立派な大人です。

「一応、ニッポンでは二十歳で成人するまでは、お酒は飲んではいけない決まりなんですよ。まあここはエルダントなので厳密に守るべきかどうか分かりませんけど」

　ヒカル様がそう説明してくださいます。

「酒などなくとも宴うたげはできよう」

　陛下がソファからお立ちになってそうおっしゃいました。

「妾わらわとガリウスに任せよ。国を挙げての大宴会を──」

「いえ、さすがにそこまでは」

　とミノリ様が首を振られました。

「何より、ただ規模が大きくても仕方ありません。慎しん一いち君に見せつけるのが目的ですけど、慎一君の部屋の前って、廊下ですし」

　確かにシンイチ様を『こっちは楽しいですよ、いらっしゃいませんか？』とお誘いするのが目的なのですから、屋敷から離れたところで宴を催しても意味がありません。このお屋敷は帝都の郊外にありますから、お城を中心に帝都でお祭り騒ぎをしていても、ここまでその賑やかさは届かないでしょう。

「まあ、必ずしも廊下でないとってわけでも、ないでしょうけれど」

「私がメッセンジャーで楽しそうにしてる様子を中継すれば良いことだろうけどね」

　とヒカル様とミノリ様が、お二人で頷き合っておられます。

「それにしても無線ＬＡＮの電波が届く範囲だろうから、この屋敷の敷地内か、学校か、駐屯地周辺ってことになるけれど」

「場所はそれでいいとして、内容は？」

　とミノリ様が首を傾かしげられました。

「ただご飯食べてるだけじゃ、いつもの夕食と一緒だよね？」

「宴会……宴会といえば歌と踊りでしょうか。日本神話の天あまの岩いわ戸とでは、ウズメが確か」

「…………」

「…………」

　ミノリ様とヒカル様はしばし揃そろって空中を見上げておられましたが。

　ややあって、やはり揃って溜ため息いきをつかれました。

「な、なんじゃ、どうした？」

「あー……いえ、その」

「裸踊りなんですよね」

　とヒカル様がおっしゃいました。

「裸踊りっすか？」

「アマノウズメという女神様が、裸踊りをして座を盛り上げたんですよ。厳密には素っ裸じゃないみたいですけど、まあ際どいところは全部見せる感じで」

　エルビアさんの問いに、ヒカル様がお答えになります。

「面白おかしい感じで踊って、皆が大笑いするから、なんだろうなって少し岩戸を開いて様子を見たところを、アメノタヂカラオ……まあ、力自慢の神様が無理矢理引っ張り出した、ということになっています」

「じゃあシンイチ様の部屋の前で、服脱いで踊ればいいんすね？」

　さっそく──とばかりに歩き出そうとしたエルビアさんを、ミノリ様が手を摑つかんで止められました。

「それもまずいから」

「そうなんすか？」

「ミュセル、陛下、エルビアにタコ殴りにされたトラウマで慎しん一いち君は引きこもってるんだし……エルビアが裸踊りして効果があるかどうか、怪しいでしょ」

「あっさり出てきそうな気もしますけどね」

　とヒカル様が苦笑されます。

　エルビアさんはしばらく、きょとんとした様子で目を瞬かせていましたが。

「じゃあミノリ様が踊るとか？」

「なんでそうなるの!?」

「アタシでもミュセルでも陛下でもない誰かが裸踊りすればいいんじゃないすか？」

「確かに理屈は通るけど嫌です。さすがに」

　きっぱりとミノリ様はそうおっしゃいました。

「じゃあコルドバル卿きようとか？」

「……！」

　はっとした様子で目を見開かれるミノリ様。

「それよ！」

「やめてください」

　と溜ため息いきをついて首を振られるのはヒカル様です。

「別の意味で出てこなくなりますから。コルドバル卿もその気にならないでください」

「むう、そうか」

　コルドバル卿のお顔が何故か残念そうに見えるのは気のせいでしょうか。

「本当に天あまの岩いわ戸とを模倣する必要もないでしょうけど」

　そうおっしゃってから、改めてヒカル様は腕組みなさいました。

「とにかく外で何か慎一さんの興味を引くものがあれば良いんですから、別に廊下である必要もないし、裸踊りでなくてもいいはずなんですよ」

「まあそうね」

　とミノリ様が頷うなずかれます。

「意固地に向こうを向いている者を振り向かせる。音。もしくは──匂い」

　ヒカル様が首を傾かしげて考え込んでおられます。

「でもいつもの食事じゃ駄目だし、何か特別で、分かりやすい……」

「特別で、楽しかったといったら、あれっすよね。シンイチ様の家で食べたお肉！」

　ふとエルビアさんがそんなことを言い出しました。

「あ……焼き肉ね」

「妾わらわはまたヤキニクが食べたいぞ！」

　ミノリ様の言葉に、陛下も身を乗り出しておっしゃいました。

　ヤキニク。要するに肉料理なのですが、私がお作りするものといちばん違うのは、厨ちゆう房ぼうで作り、盛りつけ、お出しするのではなく、食卓に熱した鉄板を置いて、その上で焼きながら食べていくという点です。

　味付けはソースや、事前の下ごしらえに頼るうえ、焼き加減もそれぞれ食べる人のやり方に頼るので、味を一定にするのが難しく、ある意味で普通の肉料理よりも難しい一面もありますが……細かいことを気にしなければ、皆が調理人であり、皆が食べる人になれるという、面白い方式です。

「あ、そっか」

　ミノリ様は何か思いつかれたのか、独り頷いておられます。

「慎しん一いち君の部屋も、窓はあるわけだから──別に廊下でやる必要はないわよね」

「おお、ヤキニクをするのじゃな？」

　陛下はミノリ様の言葉にお目を輝かせ、身を乗り出されます。

　ニッポンで慎一様のご家族とヤキニクをご一緒したときのことが、とても良い思い出として陛下のお心に残っているのでしょう。私もあのときのことを思い出すと、それだけでとても楽しい気持ちになれます。

　これならば、あるいは、シンイチ様も──

「まあ、焼き肉とはちょっと違うんだけどね」

　とミノリ様は肩を竦すくめておっしゃいます。

「みんなで賑にぎやかにできて、食堂じゃなくて庭でできることといったら、あれよ」

　拳から人差し指を一本立てて、ミノリ様は得意げな笑顔を浮かべられました。

「野外料理の定番、バーベキューよ！」
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　何か庭先から声が聞こえてくる。

　わいわいと賑やかな──楽しそうな声だ。カーテンは閉め切っているというのに、それを越えて、ベッドに寝転び漫画を読んでいた僕のところまで届いてくる。

　そして少し遅れて届く……なんだか香ばしくて良い匂い。

「これは……」

　この屋敷は、エルダントの基準で言えばとてもしっかりとした作りの立派な屋敷なのだけれど、やはり気密性という意味では現代日本の家屋に劣る。特に窓を開けていなくても、外の匂いが入り込んでくることがたまにあるのだ。

　しかし……

「…………」

　僕はふと身を起こす。

　すると付けっぱなしになっていたパソコンの液晶画面に、メッセンジャーの通知が瞬いているのが見えた。

　たぶん……また美み埜の里りさんだ。

　何度言われても、僕はこの部屋から出る気はないのに。とはいえ無視してしまうのもちょっと悪い気がして、僕は漫画を片手にベッドから降りると、パソコンの置いてある机に歩み寄った。

　マウスを操作してメッセンジャーの画面を表示。

　すると──

『バーベキューなう☆』

「…………」

　僕は半眼でその一文を眺めた。

　どうやら美埜里さんは皆と外でバーベキューをしているらしい。香ばしくて良い匂いの元はこれだろう。僕は特に返事を打ち込むこともなかったのだけれど、お構いなしに美埜里さんは画像を送ってきた。

　おそらく彼女がスマートフォンのカメラで撮影したものだろう。焚たき火びの横に石を積んで『足』にし、上に鉄板を、さらにその上に食材を並べて、加熱している様子がメッセンジャーの付属ウインドウに映し出されている。

　その周りには楽しそうに笑いながら、焼けたお肉や野菜を食べているミュセル、ペトラルカ、エルビア、ガリウス、そして光流ヒカルさんの姿がある。

　肉と野菜をせっせと鉄板に並べていくミュセル。

　それらが焼けるのを嬉うれしそうに見つめているペトラルカ。

　肉を美お味いしそうにばくばく頰ほお張ばっているエルビア。

　彼女らを少し離れた場所で見守っているガリウス。

　その隣には焼き野菜をお箸で食べている光流さん。

　…………

　確かに、見事なくらいにバーベキューの図だった。

　しかも、続けて送られてきた写真には、エルフのロイクやドワーフのロミルダ……学校の生徒の姿もあった。バーベキューなら人数は多い方が良いと、美埜里さんか、光流さんが呼んだのだろう。いつも喧けん嘩かばかりしているロイクとロミルダは、しかしバーベキューの魅力に気を取られているのか、揃そろって笑顔で肉を頰張っている。

　いやもう本当に絵に描いたようなバーベキューの風景である。

　その写真に被かぶるようにして──

『楽しいよ。慎しん一いち君も来たら？』

　と美埜里さんからさらにメッセージが送られてきた。

　添えられている写真には美埜里さんが写っている。どうも自撮り棒で撮ったらしいけど、そんなのいつの間に手に入れてたんだろう。

「…………」

　ふと僕は窓辺に歩み寄って、カーテンの隙間から外を眺める。

　すると──

「……あ」

　何やら両手を掲げているミュセルとロイクの姿が見えた。

　どうやら魔法を使っているらしい。焚たき火びに風を送り込んでいるのかとも思ったけれど、どうも違う……というか、二人共、僕の部屋の方向いてるし。

　なるほど。

　要するに風の魔法を弱い力で掛けながら、バーベキューの匂いを僕の部屋に届くようにしているのだ。あるいは、わいわいがやがやと皆で愉たのしんでいる声も、一緒に風が運んできているのかもしれない。

　僕が、皆の声と香ばしい匂いに釣られて、出てくるように。

「…‥ふふ」

　ふと僕の唇から、笑みが漏れた。

「ふふふふふ…………」

　ひとしきり意識して低い声で笑った後──

「甘いッ！　甘すぎますよ美み埜の里りさんッ！」

　びしりと音がするような仕草で僕はパソコンのディスプレイを指差して言った。

「あまりにも浅慮と言わざるを得ない！」

　僕はそして素早くキーボードに指を走らせる。

「バーベキュー!?　それはリア充の象徴のようなイベント！　しかもイケメン二人を囲む女達など！　所詮、彼女らはすいーつ（笑）！　引きこもりでキモオタな僕の気持ちなど分からないのだあッ！」

　僕はそう吼ほえながら『嫌です。行きません』と打ち込み、さらに高らかに、ターンッ！　と、ことさらに音を立ててエンターキーを打つ。

　何か妙な達成感があった。

「はーっはっはっは！　勝った！」

　やはり何にどう勝ったのかはよく分からないが勝ったのだ。たぶん。

　僕はそのまま再びベッドに身を投げ出すと、漫画の続きを読み始めた。
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　ばーべきゅーはヤキニク同様に楽しく、時間はあっという間に過ぎました。

　気付けば空は、うっすらと夕暮れの色に染まりつつあります。

　もう用意してあった食材はすべてなくなり、ロミルダ様らも「よく分かりませんけど、楽しかったです。ごちそうさまでした！」と言い残され、笑顔でお帰りになりました。ちなみにロイク様はミノリ様ともっとお話するために残るとおっしゃいましたが、ロミルダ様が襟首を摑つかんで引きずっていかれました。

　とにかく、お二人共、急なお誘いにもかかわらず、すぐに駆けつけてくださり、十分に楽しんでいただけたようです。

　お二人を門のところまでお見送りしてから、私は屋敷の庭に戻ってミノリ様と後片付けを始めました。鉄板を下ろし、石組みを崩して、燃え残りの炭に念のためにと水を掛けておきます。食器はまとめて台車ワゴンに積んで後で屋敷の中に運ぶことにしました。

「いい考えだと思ったんだけどなー」

　食器を台車に置きながらミノリ様が溜ため息いきをつかれます。

「アタシは楽しかったっすよ！」

「妾わらわもじゃ！」

　そんなミノリ様を慰めようと思われたのか……エルビアさんと陛下が、笑顔でそう声をお掛けになりました。

　けれど──

「私達だけが楽しんでも意味ないですからね」

　苦笑しながらそうおっしゃるのは、ヒカル様です。

　そう。ばーべきゅーは楽しかったのですが、もともとの目的──シンイチ様に自ら外に出てきていただくことは叶かないませんでした。ミノリ様が、例のめっせんじゃーでいろいろと呼び掛けられていたようですし、私とロイク様で風の魔法を使い、ばーべきゅーの匂いをシンイチ様のお部屋に送ったりもしたのですが、シンイチ様はとうとうお姿を見せてはくださいませんでした。

　庭に面した窓も、カーテンが閉めきられたままです。

「天あまの岩いわ戸と作戦も失敗となると、次はどうしましょうか」

「慎しん一いち君がこれだけ手て強ごわいとは思わなかったわ」

　腕組みをしてミノリ様もシンイチ様のお部屋を見上げられます。

「手強いというか、意固地というか……」

「正直な話、次と言っても何も思いつかないのよね」

「本当に裸踊りでもします？」

「さすがにそれは勘弁」

　とミノリ様は苦笑されました。

　そこに──

「……申し訳ないのだが」

　不意に、コルドバル卿きようが声を掛けてこられました。

「さすがにこちらとしても、いつまでも付き合っていられない。私と陛下はいったん城に戻らせてもらう」

「……すみません」

　とミノリ様が頭をお下げになります。

　しかしコルドバル卿きようは微笑と共に首を左右にお振りになりました。

「いや。私個人としてはとことん付き合いたい気持ちもあるのだが──」

「……妾わらわはまだ帰りとうない」

　と陛下が少し頰ほおを膨らませておっしゃいます。

「シンイチが出てくるまでは──」

「陛下、城で問題が持ち上がったのをお忘れですか」

　コルドバル卿が、やや語気を強めてそうおっしゃいました。

　陛下もその『問題』のことは分かっておいでのようで、不服そうに唇を尖とがらせたりもなさいましたが、それ以上、異を唱えるようなことはなさいませんでした。

　ただ──

「問題とは？」

　ヒカル様が首を傾かしげながらコルドバル卿にそうお尋ねになります。

　コルドバル卿はその秀麗なお顔を少しだけ歪ゆがめると──溜ため息いきをつくような声でおっしゃいました。

「城下で流は行やり病やまいが出てな」

「流行り病……ですか？」

「城勤めの者にも何人かこの病に倒れる者が出てきた。過去に例のない病らしく、御典医達の薬が効かない。対処に困っているのだ。すぐ死ぬような病ではないようなのだが、高熱が出てな……体力のない年寄りや幼子は危ない」

「それは……」

　城下町の方では大変なことになっているようです。

「そうとは知らずに……そんなときにすみません」

　とミノリ様が恐縮した様子で頭を下げられました。

「いや。状況を確認して指示を出せばまた来る。シンイチを頼むぞ」

　陛下はそうおっしゃると──コルドバル卿と共に、屋敷の外に待たせてあった羽車に乗り、同じく屋敷の外で待っておられた近この衛え騎士の方々と共に、城へと戻って行かれたのでした。
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　──僕達は周囲を敵に囲まれていた。

　逃げ道はない。

　互いに背中を合わせるようにして、僕達は迎撃態勢を整える。

　次の瞬間、剣牙獣サーベルビーストは──狼おおかみに似た闇色の獣は、そこだけが血のように赤い瞳で僕達を睨にらみ、先端が顎からはみ出るほどに大きな牙を剝むいて襲いかかってきた。

　僕は長柄戦斧ハルバードを振り上げ、そのうちの一頭に狙いを定めて──攻撃。

　会心の一撃クリテイカルヒツト。

　長柄戦斧の直撃を受けた怪物は、短い悲鳴を残して死滅した。所詮は人造の不自然な獣、死ねば骸むくろさえ残さない。僕はただ剣牙獣サーベルビーストが完全に消えたことを確認して、次の敵に狙いを定める──つもりだった。

　だが、次の瞬間、剣牙獣が復活する。

　いや、違う、先の一頭が死滅した瞬間、滑り込むようにして別の一頭がその位置に入り、油断した僕に襲いかかってきたのだ。

　僕は咄とつ嗟さに迎撃を試みるけれど──間に合わない。

　やられる……！

　そう覚悟した瞬間、しかし新たな剣牙獣もまた死滅していた。

　真横から旋回してきた巨大な鉄てつ槌ついの一撃を食らった結果である。




幻げん影えい刹せつ那な『悪い、ガルガイガー。助かった』




　僕はとりあえずそう礼を言う。

　巨大な鉄槌の持ち主は、僕のパーティ・メンバーであるガルガイガーだった。小柄な少女なのだが、自分の身の丈以上に巨大で、自分の体重の何倍もある鉄槌を操り、一撃必殺に特化した攻撃を繰り出してくる。

　ガルガイガーはしかし、僕の言葉には応じず、黙々とその鉄槌で他の怪物達を叩たたき潰していく。

　その後ろでは、格闘家のヤキニクと、剣士のキョーヤが見事な連携を示して戦っている。素早い動きで相手の視線を翻弄し、動きを封じたところで、キョーヤの剣撃が致命的な一撃を送り込む……かと思いきや、次の相手にはキョーヤが剣撃を繰り返している間にヤキニクが気を練って、キョーヤ越しに気の砲弾を撃ち出して相手を吹き飛ばすのだ。




美み優ゆう『せつなさま、かいふくを』

幻影刹那『助かる』




　僕らがその背中で囲んで守っていた回復役の僧侶──美優が、僕に回復の魔法を掛けてくれる。僕の半分近くまで減っていた体Ｈ力Ｐが瞬時に全快した。

　こいつらを倒せばもうボスは目の前だ。

　しかし一体ずつちまちま倒していては、いつか、力尽きる。




†漆しつ黒こくノ堕だ天てん使し†『皆さん、準備が整いました』




　美み優ゆうと同じく僕らが守っていた魔法使い──†漆しつ黒こくノ堕だ天てん使し†が、合図してきた。僕達はその強力無比な範囲攻撃に巻き込まれないよう、素早く彼の背後へと回り込む。

　そして──




†漆黒ノ堕天使†『永劫凍結猛襲嵐エターナルフオースブリザード!!』




　発動する、氷系最大呪文である禁断の魔法。

　絶大な威力を誇るが、扱える者は少ない。

　一瞬で相手の周囲の大気ごと氷結させる。相手は死ぬ。

　…………

　まあ、その、実際、僕達を囲んでいた剣牙獣サーベルビーストはまとめて死滅していた。

　凄いな、永劫凍結猛襲嵐エターナルフオースブリザード。漢字表記覚えるだけでも面倒くさいだけある。




幻げん影えい刹せつ那な『やった！　ありがとう、これもみんなのおかげだよ』

美優『やりましたね、しんいちさま』




　その文字がディスプレイに表示された瞬間、僕は短く呻うめいた。

　そして──




幻影刹那『はい！　ミュセルダウト！』

美優『あっ、す、すみません』




　慌てたように表示される謝罪の文字。画面のそれを見て、僕は溜ため息いきをつきながら、パソコンの横に置いていた飲み物に手を伸ばし、一口分だけ喉を湿らせる。

　それから僕は改めてキーボードを叩たたいた。




幻影刹那『げんじつのわだいはきんし！　それがネトゲでのやくそく！』

†漆黒ノ堕天使†『だからといって慎しん一いちさん、幻影刹那とか……中二病すぎます（笑）』

幻影刹那『黒歴史ノートから発掘してきたみたいな魔法使ってる人に言われたくないよ！　だいたい、光流ヒカルさんこそ、†漆黒ノ堕天使†ってｗｗｗｗｗ』

†漆黒ノ堕天使†『馬鹿にしないでいただけます？　貴方あなたよりいい名前だと思いますけど！』

キョーヤ『まあまあ二人とも。ネット上で喧けん嘩かしないの』

ガルガイガー『わらわはゆうしゃじゃ！　ゆうしゃのなかのおうじゃ！　ぼくらの』

幻影刹那『おっとガルガイガー、そこまでだ』




　そういえば、先月、新しくお勧めのアニメを尋ねられて、ＤＶＤ貸したっけか。

　どうやらペトラルカ、順調にハマってくれているらしい。




ヤキニク『にく！　すき！』

美み優ゆう『わたしはニッポンのなまえにしてみたくて。みのりさまにたのみました』

キョーヤ『ちなみに私はコスプレのときに使ってる名前だよー』




　そういや美み埜の里りさんのコスプレは男装専門だっけ。

　使っているアバターも男性キャラである。




幻げん影えい刹せつ那な『とりあえず現実の話題は禁止！』




　そうこうしながらもエルダント帝国初、僕達の屋敷限定ネットゲーム──というかＭＭＯＲＰＧは続いていた。

　僕が引きこもり生活を始めてすでに十四日目。

　美埜里さんは毎日、というか頻繁にメッセンジャーで僕に話し掛けてきていたが、ネット回線越し、文字テキストによる『会話』なら、僕が応じると思ったのか、他の皆も同じ手段で話し掛けてくるようになった。

　画面越しの無機質な文字になると、なんとなく抵抗感も少なくて……チャット越しであれば僕は、少しずつ返事をするようになった。

　特にミュセル達が、ひらがなで時間をかけながら、つっかえつっかえ文字を送ってくるのは、キーボードに不慣れな彼女らが戸惑いつつも頑張る姿が目に見えるようで、応じずに放っておくのはどうにも心が痛む。

　でも、やっぱり直接顔を合わせるのは、どうにも気まずくて。

　ぽつぽつと僕が彼女らに返事を返しているのをどう思ったのか、美埜里さんと光流ヒカルさんが突然、僕をネットゲームに誘ってきた。この屋敷のサーバーに専用ソフトを入れて、簡単なＭＭＯＲＰＧを立ち上げたらしい。

『部屋から出ないでも遊べるでしょ』

　と美埜里さんは言ってきた。確かにその通り。

　ギャルゲーもめぼしいものは一通り攻略して少し飽きが来ていたこともあり、僕は美埜里さんらの誘いに乗ることにした。ネトゲなら、まあ、顔を合わせずに遊べるし、アバターという緩衝材がある分だけ、気まずさも減る。ネット人格という言葉もあるくらいで、キャラを動かしている間は別人になりきることだってできるからだ。

　まあ、そういうわけで。

　僕は久しぶりにネトゲに耽たん溺できすることになった。

　何しろ、エルダントに──異世界に来てからというもの、ネットゲームだけは完全にご無沙汰だったのだ。いざやり始めるとやっぱり面白い。

　ただし、僕は美み埜の里りさん達に一つ条件を出した。

　現実の話題を持ち込まないこと。

　別の人格になりきって遊ぶこと。

　条件出しとか、我ながら何様!?　とも思ったけれど、意外にすんなりと美埜里さん達はこれを了承してくれた。まあ、実際にネットゲーム、それもＭＭＯＲＰＧをがっつり楽しむつもりなら、ロールプレイはやっておいて損はないわけで。




キョーヤ（美埜里さん）『さて、ボス戦よ。準備はいい？』




　戦士役の美埜里さんの発言。少しして返事のチャットが表示される。




美み優ゆう（ミュセル）『はい！』

ガルガイガー（ペトラルカ）『いつでもよい』

ヤキニク（エルビア）『にく！』




　ミュセル達エルダント勢は基本的に短いひらがなだけの文になる。

　ミュセルとペトラルカはある程度、漢字仮名交じり文を読めるし、多少は書くこともできるのだけど──さすがにキーボードを使って自由自在に、日本語を打てるかというとかなり心こころ許もとない。おそらく、人差し指でいちいちキーを確認しつつ、なんとか日本語を入力しているのだろう。

「…………」

　これは彼女らが僕のことを気遣ってしてくれている努力なわけで──なんだか申し訳ない気持ちになってくる。元はといえば僕が鈍くてはっきりしないから、彼女らにタコ殴りにされることになったわけだし。

「いやいやいやいや」

　僕は首を振って気持ちを切り替える。

　とりあえず今はボス戦に集中するのだ。




幻げん影えい刹せつ那な（僕）『いくぞ！』




　３Ｄで描かれる地平線の彼方かなたに現れた影を目指して僕は──僕のアバター幻影刹那は駆け出す。自分のアバターを見下ろす視点に設定しているので、幻影刹那のすぐ隣や横に、ヤキニク（エルビア）とガルガイガー（ペトラルカ）、それにキョーヤ（美埜里さん）も走っているのが見えた。たぶん、少し遅れて後衛の美優（ミュセル）と†漆しつ黒こくノ堕だ天てん使し†（光流ヒカルさん）も付いてきているだろう。




幻げん影えい刹せつ那な（僕）『はああああッ！』




　幻影刹那（僕）がまず出会い頭の一撃を叩たたき込む。

　ドラゴンが僕に狙いを定めて攻撃の態勢に入ったその瞬間を見計らって、ヤキニク（エルビア）が前に飛び出して牽けん制せい、ドラゴンの憎悪ヘイトがそちらに向いたのをさらに見計らい、キョーヤ（美み埜の里りさん）とガルガイガー（ペトラルカ）が左右から同時攻撃。

　ドラゴンは尻尾と前脚を振り回して攻撃してくる。

　軽く掠かすめるだけで体力の一割が削られるのが分かった。美み優ゆう（ミュセル）が回復の魔法を掛けてくれるといっても、ドラゴンの攻撃は単純な尻尾の振り回しだけでも範囲攻撃相当なので、一人ずつ回復していくといずれ追いつかなくなるのは目に見えている。

　さすがにボスキャラ、やはり簡単には狩らせてくれそうにない。

　それはさておき──




ガルガイガー（ペトラルカ）『ゆうしゃのなにかけてきさまをたおす！　ごるでぃあすはんまあ！』




　ペトラルカってばノリノリである。

　以前の、映画撮影のときも率先して役を演じてたし、皇帝陛下という肩書を忘れて別人になりきるのは、彼女にとって楽しい遊び、というかストレス解消になっているのかもしれない。映画自体は封印作品というか、黒歴史化してるけれども。

　まあいろいろなりきって楽しんでいるという意味では、ミュセルも同じだろう。わざわざ日本人ぽく名前を、しかも漢字で付けているわけだし。

　対してエルビアは──なんなのヤキニクって。

　彼女のことだから「名前はなんでもいいっすよー。……あ。じゃあ好きな食べ物にしとくっす！」とか言いながらアバターに名前付けたに違いない。なんだか目に浮かぶようだった。




ヤキニク（エルビア）「にく！　すき！　うまい！」




　他に言うことはないのか。

　まあ、エルビアらしいっちゃらしいけどさ。

　しかし……さすがにボスキャラ、攻撃はきっちり当たっているのだけれど、体力が半端ないのでなかなか倒れてくれない。ミュセルが頑張って回復魔法を掛けてくれているけれど、回復する量より、削られていく量の方がわずかに多いので、じりじりと僕ら、前衛の体力残量が減っていく。

　早く光流ヒカルさんの魔法攻撃で流れを変えたい。

　大威力の魔法攻撃ならば、ボス相手に一撃必殺とまではいかないものの、尻尾なり角つのなり腕なりを潰してくれるので、相手の攻撃力が大きく落ちるはずだった。

　しかし……

「何やってんの、光流さん──もとい†漆しつ黒こくノ堕だ天てん使し†は」

　魔法使いなのに、攻撃魔法どころか、支援魔法の一つも使ってくれない。

　というか……これ、さっきからまったくアバター動いてないように見えるけど。呪文詠唱もしてないんじゃないの？

　僕は咄とつ嗟さに攻撃を半自動に設定して、マウスから手を離し、キーボードに指を走らせた。




幻げん影えい刹せつ那な（僕）『†漆黒ノ堕天使†、支援魔法で、防御力や攻撃力上げて』




　そう要請するも、光流さんからの返事はないし、アバターも動く様子がない。

　ラグった？　いや、でもそれこそ十人も繫つないでいないネットゲームで、トラフィックが圧迫されるなんてこともないだろうし。

　どうしたんだろう？

　いずれにせよ、このままでは確実にパーティは全滅する。




幻影刹那（僕）『いったん撤退！　緊急離脱、〈天てん使しの羽は根ね〉使って！』




　ドラゴンが魔法を放とうとしているのを見て、僕はそう皆に伝えた。

　ボスキャラの攻撃は基本的に全部範囲攻撃だけど、魔法になるともう完全にマップ兵器というか、画面上にまんべんなく破壊力が降り注ぐので逃げ場もなく、一発で全滅する可能性が高い。

　僕は咄とつ嗟さにアイテムを使って空間転移ワープ。

　拠点である街の広場に戻ってきた。

「危なかった……」

　画面の風景が平穏な街のそれに変化したのを確認し、僕は溜ため息いきをつく。

　すぐに僕を追うようにして、美み優ゆう（ミュセル）、ヤキニク（エルビア）、そしてガルガイガー（ペトラルカ）とキョーヤ（美み埜の里りさん）も転移してきた。

　しかし……

「あれ？」

　†漆黒ノ堕天使†（光流さん）だけが戻ってこない。

　いや、それどころか──

「……あ」

　†漆しつ黒こくノ堕だ天てん使し†（光流ヒカルさん）が戻ってきた。

　ただし半透明の魂だけの状態──つまり死亡状態で。

　どうやらあのまま動くことなく、なんの対応もしないまま、ドラゴンの魔法を直じかに喰くらって死んだらしい。拠点に戻ってきたのもアイテムを使ったわけじゃなくて、単に死亡したので最後にセーブした拠点でアバターが再生されただけのことだ。

「あーあ……」

　何をやってるんだか。




幻げん影えい刹せつ那な（僕）『†漆黒ノ堕天使†、どうしたの？』




　僕はそう話し掛けてみるものの、やはり光流さんから返事が返ってくる様子がない。

　ついさっきまで、すぐに反応があったのに。




キョーヤ（美み埜の里りさん）『回線切れたのかな？』

幻影刹那（僕）『でもそしたら、僕達のもおかしくなるんじゃないですか？』




　サーバーやネットワークの回線そのものに何か不調が生じたのなら、僕達のアバターも影響を受けるはずだ。むしろ一斉にゲームもチャットも使えなくなるだろう。となると、これは光流さんの使っているパソコンの方に問題があるのか。




ヤキニク（エルビア）『どうしちかね』

美み優ゆう（ミュセル）『わたし、ようす、みてきます。かぎ、あります』




　明らかにタイプミスしているエルビアと、素すに戻ってそう告げてくるミュセル。

　そのまま僕らの返事を待たずに、席を離れたのだろう──ミュセルのアバターもその場に棒立ち状態でいっさい動かなくなった。




幻影刹那（僕）『どうしたんだろうね』

ガルガイガー（ペトラルカ）『うむ』




　文字を打って、画面を見つめて──僕は動きを止める。

　…………

　困った。話題がない。

　お互いの顔が見えない状態の今、話題がなくなって喋しやべらなくなってしまうと、相手が画面の向こうにいるのかいないのか、分からない。ただでさえ待ちぼうけの状態でアバターも動かないし、ペトラルカ達はキーボードの操作に不慣れだから、自分から話題を振って雑談してくることはない。

　どうにも手持ち無沙汰で気まずい──というかなんだか寂しい。

　話題、話題……。




幻げん影えい刹せつ那な（僕）『そういえばガルガイガー、ここにきてていいの？』




　思い返せば今日は朝から、ペトラルカは屋敷でネトゲに参加している。

　城にいなくていいんだろうか。むしろまた勝手に城を抜け出していたりして。

　自分から現実の話題禁止と言っておいてなんだけど、この際、仕方ない。ミュセルが戻ってくるまでロールプレイはお預けだ。




ガルガイガー（ペトラルカ）『わたしはゆうしゃ。たたかうことはとうぜんである』




　うん、まあロールプレイとしては正しいんだけども。




幻影刹那（僕）『ほんにんのはなしだよ。ペトラルカの』

ガルガイガー（ペトラルカ）『む？　げんじつのわだいはきんしではなかったのか？』

幻影刹那（僕）『今だけなしで』




　しかし……ひらがなだけの文章というのは長くなると、とたんに読みづらくなるな。




僕『そもそもペトラルカ、こっちに遊びに来てていいの？　ガリウスに怒られない？』

ペトラルカ『ガリウスはわらわをきにしているばあいではない。じょうかでみょうな、はやりやまいがはっせいして、そのたいおうに、おわれておる』

僕『そうなんだ。流は行やり病やまいってどんなの？　ていうか大丈夫なの？』

ペトラルカ『まだしにんはでていないので、だいじょうぶ』

エルビア『こわい』




　と、ここでエルビアも会話に参加してきてくれる。

　やっぱりミュセルやペトラルカ以上にキーボードが、というか日本語が苦手なので、漢字変換以前に、単語のぶつ切りだけども。




美み埜の里りさん『死人が、まだ出てない、ってところがむしろ怖いわね』

僕『やめてくださいよ』




　まるでこれからが本番で、ばたばた人が死んでいくみたいな言い方である。




僕『いったいどんな病気なの？』




　僕は不安になってペトラルカにそう尋ねる。

　しかし…………

　…………

　…………




僕『ペトラルカ？』




　……あれ？

　頑張って長い文章を打っているんだろうと、その文章が打ち出されるのを待っていたのだけれど……いつまで経たってもペトラルカからの反応がない。

　どうしたんだ？




美み埜の里りさん『ねえ、ミュセル遅くない？』




　さらに美埜里さんがそんなことを指摘する。

　そういえばミュセルがゲームから離れてもう五分くらいになる。光流ヒカルさんの部屋に行って戻るだけならば十分すぎる時間だ。

　何かあったのだろうか。

　いや。仮に光流さんが急に体調を崩したとかで倒れていたとしても、それはそれでミュセルは大慌てで美埜里さんやエルビアを呼びに来るだろう。なんにしてもずっと戻ってこないのは、おかしい。




エルビア『へいか　むごん』




　うん。そうなんだよね。

　そうなんだけど──なんだこれ。




美埜里さん『そういえば思ったんだけど』

僕『はい』

美埜里さん『お城に対してここって風下よね。空気感染するような伝染病の類いだとしたら、ここまで来る可能性もあるのかも』

僕『……脅かさないでくださいよ』




　そうキーボードを打ちつつ、でも──と僕は考える。

　伝染病。まあ基本的に空気感染するといっても病原菌が何キロも離れたところまで飛んでくるとは考えにくい。

　確か何かの映画で見たことがあるのだけれど、空気感染、というのは病原菌が積極的に空中を飛んでくるというより、単に、寿命が延びて、感染者の体内から出てもしばらく生きていられるだけ、ということらしい。会話や呼吸の際に感染者の身体から飛んだ唾液の飛沫しぶき、あるいは汗といった体液が、空中を漂っているから感染するのであって、それらがいつまでも空中を漂っているとは──ましてやその状態で病原菌が長々と生きているとは考えにくいのだ。

　要するに、空気中で爆発的に繁殖して広がるようなことはないだろう。たぶん。

　しかし……

　ペトラルカは今朝、帝城からやってきた。

　帝城とその周辺では流は行やり病やまいが発生している。

　そして伝染病にはたいてい、潜伏期間というものがあって。

「まさか……」

　もしペトラルカが、あるいはそのお付きの近この衛え騎士が、発症前の保菌者キヤリアだったとしたら？　まさしく運搬者キヤリアとして病原菌をこの屋敷に持ち込んでしまった可能性は？

「いやいや、そんな……」

　考えすぎだ、と僕は首を横に振る。




僕『さすがにそれは考えすぎですよ』

エルビア『そうすね』




　…………

　…………

　……あれ？




僕『美み埜の里りさん？』




　美埜里さんのタイピングは、僕と同じくらいに速かったはずだ。それなのに今は、待っても待っても返事が来ない。というよりまるで反応がない。キョーヤという名のアバターも立ち尽くしたままだ。

　…………

　おいおいおいおいおいおい!?




僕『ちょっと、美み埜の里りさん？　驚かさないでくださいよ。どうしたんですか？』

　急いで文字を打ち込むけれど、やっぱり返事はなくて。

　待って、本当にどうなってるんだ？




エルビア『みのりさま　どうした』




　いや、こっちが聞きたいくらいで。




エルビア『みんな　かえらない　どうして』

僕『僕にも分からないよ。エルビアは何か知らない？』

エルビア『わかるない』




　微妙におかしなエルビアの反応が、むしろ彼女の不安を表しているようだった。

　どういうことなんだろう。

　…………

　……待てよ？

　僕はある可能性に気付いて眉を顰ひそめた。

　この二週間ほど、僕はずっと部屋にこもっていた。扉も窓も閉め切っていて、誰とも物理的には接触していない。もちろん、ペトラルカとも──だ。

　だけど他の皆は？

　もしペトラルカが、あるいはガリウスや近この衛え騎士が、くだんの伝染病の保菌者キヤリアだったとして。

　屋敷の皆が顔を合わせている際に、感染したということは考えられないか？　特にペトラルカやガリウスは食事をしたり、お茶を飲んだりしたこともあるみたいだから、そのときならば、より感染の可能性は……高くな……る…………？

　屋敷の住人でゲームから脱落した順番は、光流ヒカルさん、ミュセル、美埜里さん、だ。

　そして最後に残ったのは僕とエルビア。

　これって……部屋から出ていない僕を除くと、体力のない方から並んだ順番なんじゃないだろうか？

　光流さんは男だけれども、女装するためかとにかく華きや奢しやで、とても体力がある方には見えなかった。一方でミュセルは家事で普段から体力を使っているし、昔、軍にいたということもあって意外と頑健だ。

　ということは……




僕『エルビアは大丈夫？』




　急に不安になって僕は尋ねる。




エルビア『はい。あｔｓ』

僕『エルビア？』




　何、今の？

　それから少し間を置いて──




エルビア『ｄあいｊｂ』




　日本語になっていない文字の羅列が、送られてくる。

　キーボードの打ち損ないみたいだけど……でも、これは。




僕『エルビア!?』

エルビア『だいｊ』




　大丈夫、と打とうとして、間違って途中で送信してしまった──って感じだけれども。

　訂正された言葉が、しばらく待っても表示されない。




僕『……エルビア？』




　呼びかける。

　……返事は、ない。




僕『？』




　一文字送信してみるが、誰も反応しない。画面の中では、アバターがその場から動かず立っているだけだ。中途半端にリアルなそれは、呼吸するモーションを続けていて、それが妙に生々しいというか……生きているのに生きてない、そんな妙な状態に見えて、気持ちが悪い。

　まさか、本当に……？

　僕が焦りを覚え始めると──ふと、思い出したようにエルビアからのメッセージが送られてきた。




エルビア『　かゆ　うま　　』




　そして今度こそそれを最後にエルビアからの反応も途絶えた。

　僕はただ呆ぼう然ぜんと画面を見つめる。

　アバターは全員揃そろっているけれど、文字通りそれは抜け殻だ。

「そんな……」

　伝染病が、この屋敷の中にも蔓まん延えんした？

　皆それに罹かかって、倒れてしまった？

　もしそうなら……これって凄く大変な事態なんじゃないだろうか。どういう病気か分からないけれども、ここは異世界だ。どんな変な、あるいは怖い病気があったっておかしくはない。もし急を要するような──急いで適切な処置をしないと、命に関わるような病気だったら？

　まずい。これはまずい。

　僕は咄とつ嗟さに立ち上がって扉の方に向かう。

　扉に手を掛けて──しかしそこで僕は凍り付いた。

　僕が今こうやって健康でいられるのは、部屋から一歩も出ずにいて、その病原菌に触れていないからだ。だがこの部屋から出たら、どうなる？　この屋敷の人間全員が罹ってしまうような、感染力の強い病原菌だ。僕もその病気に罹ってしまうかもしれない。

　安全を考えるなら、僕はこのまま引きこもっているべきではないか？

「でも……」

　じゃあ僕はこのまま何もせず、皆を見捨てるのか？

　熱で魘うなされているのかもしれない。痛みがあるのかもしれない。苦しいのかもしれない。

　ミュセル。ペトラルカ。エルビア。美み埜の里りさん。光流ヒカルさん。

　引きこもっている僕を心配して、なんとか外に出てくるようにと、バーベキューをしたり、ネットゲームを立ち上げてみたりしてくれた人達。

　引きこもる僕に甲か斐い甲が斐いしく食事を運び続けてくれたミュセル。

　性格はきついけど子供のように無邪気で愛らしい面を見せてくれたペトラルカ。

　大おお雑ざつ把ぱでいろいろポカも多いけど、おおらかな性格で僕を癒やしてくれたエルビア。

　なんだかんだ言っていつも僕を守ってくれている美埜里さん。

　そして──

「…………」

　えーと。

　まあ、その、光流さんは…………悪い人じゃないんだ、とりあえず。たぶん。

　とにかく僕の脳裏には、まるで走馬灯のように、次々と皆の笑顔が浮かぶ（光流さんの挑発的な笑みを含む）。

　皆が苦しんでいるかもしれない、と考えると辛つらい。とても辛い。

「覚悟を決めろ、加か納のう慎しん一いち」

　僕は──拳を握りしめ、自分に、そう言い聞かせる。

　皆を助けるのはお前だ。助けられるのはお前だけなんだ。病気を怖がって皆を見捨てれば、お前は一生、卑ひ怯きよう者もの、臆病者と自分を責めることになるぞ……！

　…………

「──なーんてね」

　扉に手を掛けながら僕は呟つぶやいた。

　熱血主人公ごっこは、正直、あんまり性しように合わない。

「どうせここで引きこもってても、ミュセルがご飯持って来てくれないと僕は詰むし」

　それならば今出て行っても、何日か後に出て行っても、同じだ。いや、餓うえてろくに身動きがとれなくなってからじゃ、遅い。まだ体力がある今のうちに行動を起こすべきだろう。

　今なら、まだ彼女達に（ついでに光流ヒカルさんに）対してできることがあるかもしれない。

　僕は意を決して扉を開け、屋敷の廊下を歩き始めた。
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　廊下は──静まり返っていた。

　僕達の住む屋敷は、そこそこ広い。僕達が住んでもなお、まだ使っていない部屋が幾つか余っているくらいだ。日本にある４ＬＤＫの僕の実家と比べてもたぶん、何倍もでかい。

　けれど……そんな大きな屋敷でありながら、閑散とした雰囲気を感じたことはない。そこかしこに人の気配というものがあって、耳を澄ませば誰かが屋敷の中のどこかにいるのを感じ取れるくらいに、生活感のようなものが漂っていたものだ。皆が寝静まった夜中にこっそりお風呂に入るときでも、それは感じることができた。

　なのに──

「…………」

　今、廊下には完全に人の気配がない。

　まるで廃屋の中を歩いているかのような気分だった。一応、電気の照明に加えて、要所にはランプの灯りも点ともっているので、暗闇というわけではないのだけれど、不自然なくらいに静かで、肌寒ささえ感じてしまう。

　こんな屋敷……初めてだ。

「…………」

　思わず僕は生唾を吞のみ込んだ。

　深夜お風呂へ行く以外で部屋を出るのは、そういえば、ずいぶん久しぶりだ。

　右を見て。左を見て。それから僕は後ろ手に扉を閉めると、まず、光流さんの部屋に向かうことにした。光流さんが最初に音信不通になったから、光流さんの部屋は僕の部屋のすぐ近くだから、という理由もあるけれど──何より僕が最初に光流ヒカルさんの部屋を選んだのは、ミュセルが向かっていたはずだから、だ。

　ミュセルは各部屋の予備の鍵を、まとめて管理している。

　光流さんが中から──僕が引きこもっていたときと同様に──改めて鍵を掛けているのでもない限り、ミュセルは彼の部屋に入れるはずである。もし光流さんの部屋でミュセルが発病して、二人揃そろって倒れていたとしたら……少なくとも光流さんの部屋の扉は開いたままになっているだろう。

　ミュセルと合流することができれば、他の部屋の鍵も手に入れることができる。

　──などと。

　理詰めで自分の行動を補強しておかないと、なんだか怖い。一歩間違えば、後で『あのときああすれば良かった』とか、激しく後悔しそうな気がするからだ。まあ、いちいち後悔するくらいなら、そもそも『引きこもるな』とか言われそうだけども。

　ともあれ……

「…………」

　歩きながら僕はつい呼吸を抑えてしまう。

　静かすぎる屋敷の中では、自分の呼吸の音が妙に大きく感じられるのと──もしこの屋敷の中に空気感染するような病原菌が蔓まん延えんしているのだとしたら、あまり大きく深く息をしない方がいいかも、と思ったからだ。





[image: ]





　とりあえず僕は、部屋にあったティッシュを口元に当てている。

　確かティッシュってもともとは、第一次大戦当時、ガスマスクのフィルターとして大量生産されたものが、戦後に民生品に転用された、なんて話を聞いたことがあるからだ。病原菌に対してどこまで通用するのかは怪しいものだけれども。

　ほどなくして僕は、光流ヒカルさんの部屋の前に辿たどり着つく。

　扉は──少し壁から浮くような感じで、開いているのが分かった。

　鍵は掛かっていない。

「ミュセル？　光流さん？」

　まずは声を掛けて二人の名を呼んでみる。

　でも反応がない。

　僕は意を決して扉に手を掛ける。若干の躊ちゆう躇ちよを覚えたのはやっぱり怖いからだ。扉を開いて最悪の光景を目にすることになったら──と思うと。けれどよくよく考えてみると、そもそも『最悪』とはどういう状況を指すのか。

　ミュセルと光流さんが倒れているだけなら、むしろ早めに発見できて良かったと喜ぶべきだろうし……まさかいきなり二人共死んでる、なんてことはないだろう。

　ないと、思いたい。

「…………」

　僕は扉を開いて部屋の中を覗のぞき込む。

「え……？」

　部屋の中には──誰の姿もなかった。

　クローゼットやミシン、ベッド、机など、部屋のものはそのまま。机上には光流さんが使っていたであろうノートパソコンが、勝手にスリープモードの状態で起動されていて、その隣には飲みかけらしいお茶のカップもあるけれど、光流さん本人の姿はどこにも見当たらない。

　そして、ここに来たはずのミュセルの姿も、だ。

　ひょっとして、光流さんは何かの急な理由で部屋を出たのか？　そしていざ来てみたけれども光流さんがいないので、ミュセルも彼を探して別の場所へ行った？

　しかし……

「いったい、何が……？」

　怪け訝げんに思いながらも、僕はもう一度部屋の中を見回し、ワードローブや机の下にも光流さんやミュセルが隠れていないことを確認すると、廊下に出た。

　次に向かうのは──ミュセルの部屋だ。

　彼女の部屋は下の階である。

　僕はこんなときに限って、ぎしりぎしりと意味ありげに軋きしむ階段を気味悪く思いつつも、一階に降りると、ミュセルの部屋へと急ぐ。ひょっとしたら、ミュセルは倒れた光流さんを手当てしようと自分の部屋に運んだのかもしれない。そしてそのまま自分も気分が悪くなって倒れてしまったとか。

　辿たどり着ついたミュセルの部屋の扉も……壁から少しの隙間を生じて開いていた。

「ミュセル！」

　僕は不吉な予感に急せかされて今度は躊ちゆう躇ちよなく彼女の部屋に飛び込んだ。

　しかし……

「……あれ」

　やっぱり誰もいない。

　部屋の机の上には、彼女が使っていたらしいノートパソコンが二台、やっぱり電源が入ったまま放置されている。

　え？　二台？　どうして二台も？

　と考えてから、僕は気付いた。

　もう一台はペトラルカ用だ。画面を確認したけれど間違いない。左側のノートパソコンではアバター『ガルガイガー』が、右側のノートパソコンでは『美み優ゆう』が、それぞれゲーム用のウインドウの真ん中に立っている。

　この屋敷には、ペトラルカの部屋はない。もともと身分の差を超えて仲が良いミュセルとペトラルカは、同じ部屋で二人並んでネットゲームをしていたのだろう。

　でも……ということは、ペトラルカまで、いなくなったことになる。

　いや、それどころか、ペトラルカの護衛として常に近くにいるはずの近この衛え騎士の姿も見当たらない。ペトラルカと同じ部屋に入ることはむしろ少ないが、彼らは何かあれば即座に駆けつけられる場所にいるはずなのだ──たとえば部屋の外の廊下とか。

「どういうことだよ……？」

　いったい、何が起こっているのか。

　何か怖い考えが頭の片隅でむくむくと膨れ上がっていくのを感じる。それをはっきり認識する前に僕は、「びびるな、加か納のう慎しん一いち」と自分を[image: ]しつ咤たしながら、次の部屋へと向かった。

　次はエルビアの部屋だ。

　廊下を走り、階段を上り、彼女の部屋の前まで走る。

　もうゆっくり呼吸を抑えて歩いている余裕などなかった。

「エルビア！　いないの？」

　扉に手を掛けながら呼んでみる。

　しかしこちらは鍵が掛かったままのようで、まったく開く様子がない。

　扉を叩たたいても中からの返事はなく──僕は小さな物音も聞き逃すまいと、扉に耳を当ててみたけれど、何も聞こえてこない。人の気配も感じられない。

「エルビア……」

　ふと彼女の最後の『台詞せりふ』を僕は思い出す。




エルビア『　かゆ　うま　　』




　まさか。まさか。

　ぶつ切れで意味を成さない断片。

　それはつまりエルビアが論理的な思考ができなくなったことの証あかしで……奇くしくもそれは、どこぞのホラーゲームで、危険な細菌に感染した人間が、自分が怪物化していく過程を綴つづった日記の記載と、そっくりだった。

　未知の病原菌。

　ここは異世界だ。

　ならば──

「くっ……！」

　鍵が掛けられている以上、僕には部屋の中を確かめる手段がない。

　ここでこうして突っ立っていてもなんの意味もないのだ。僕は最後の部屋──美み埜の里りさんの部屋に向けて駆け出した。

　その──直後。

「うわっ!?」

　唐突に辺りが暗闇に包まれた。

　姿勢を崩してその場に転がってしまう僕。

　幸い、すぐに身を丸めたのでどこかを強く打つということはなかったのだけれども、周りが闇に沈んでいるので、自分の身体が怪我をしていないかどうか、見て確認するのも難しい。廊下の奥にはランプが点ともっているのが見えるけれど、この屋敷に凝こごる闇を追い払うにはあまりに光量が足りない。

　この屋敷の電気は、学校近くに設置された太陽光および風力発電機と大型蓄電池で賄まかなっていたはずである。

　つまり──そこから電力を供給している送電線が、どこかで断線した？

　でもいったいなんで、そんな急に？　あちこち引き回すようなものでもなし、そうそう簡単に切れてしまうようなものじゃないはずである。

「くっ……」

　僕は身体のあちこちにわだかまる鈍痛を堪こらえて、立ち上がった。

　街灯や二十四時間営業のコンビニ等のおかげで、真夜中でもそれなりに明るい日本と、このエルダントでは、夜の闇の濃さがまったく違う。ランプの光はささやかに過ぎて、状況を確認するにはどうにも足りない。目が慣れれば歩くくらいのことはできるけれども。

　僕はスマートフォンのライトを使おうとズボンのポケットに手を伸ばす。

　しかし慌てていたのか、僕はスマートフォンを部屋に忘れてきてしまったようだ。

　仕方ない。僕は足下に気をつけて屋敷の中を歩き始める。

　本当に……いったい、何が起こっているのか。

　とりあえず僕は非常用のランプや電灯が置いてある納な屋やの方に向かうことにした。この状態では美み埜の里りさんの部屋に行ってもろくに状況を確かめられないだろう。

「…………」

　人間の身体とは不思議なもので、視覚が頼りにならないとなると、聴覚が妙に鋭くなってくる。自分の呼吸の音、足音、歩く際に擦れる服の音。それらが、やけに大きく鼓膜に響くのを僕は感じていた。

　緊張しているのだろうか、口の中が一呼吸するたびに乾いていくのが分かる。はーっ、はーっ、と喘あえぐような吐息はまるで獣のようだった。頼みもしないのに心臓が鼓動の速度を上げているような気もする。

　そして──

「……え？」

　ふと僕は、自分の発するものとは異なる何かの音を耳にした。

　思わず足を止めて耳を澄ます。

　それは──足音みたいだった。

　みたい、と断言をはばかるのは、それが硬い靴底が木の床板を打つときの、コツコツと乾いた音ではなかったからだ。みしりみしりと伝わってくる床の軋きしみと共に、何か柔らかいものを引きずるかのような音まで混じっている。

　なんだこれ。

　なんだこれなんだこれなんだこれ!?

　嫌な予感が急速に膨れ上がる。

　その音は、やがて廊下の奥から角を曲がって──僕の方に近づいてくる。

　闇の奥から僕に近づいてくる何か。

　廊下一杯に広がるかのような巨体が、ゆっくりと迫ってくるのが見えた。

「ひっ……!?」

　逃げなければ。

　咄とつ嗟さにそう思うのだけれど、身体がまるで金縛りに遭ったかのように動かない。

　皆がいなくなって。

　電気の灯りが消えて。

　そして闇の奥から、何かを引きずって黒い影がやってくる。

　いったいこの屋敷で何が起こっているのか。

　僕が引きこもっている間に何があったのか。

　これは全部、本当にその、流は行やり病やまいのせいなのか。

　それとも──これが、流行り病の、本当の、症状なのか。

　ここは異世界だ。魔法があってエルフがいてドラゴンがいるような世界だ。ならば僕達のような現代日本人の想像を超えたような病気があってもおかしくはない。

　それこそ、感染すると怪物になってしまうとか。

　あるいは死んだ後も腐りながら徘はい徊かいするようになるとか。

「う……あ……」

　魔法を。

　咄とつ嗟さにそう思って震える右手を掲げるものの、動揺が激しくて、唱えるべき呪文が出てこない。もっともそれで良かったとも言えるだろう。逃げ場のない廊下で〈疾風の拳テイフ・ムロツツ〉を使うと、吹き戻しで自分が叩たたきのめされる場合もあるからだ。

　やがて、ぬっと黒い影がランプの光の中にその身を晒さらす。

　距離はもう三メートルもなくて──

「うわあああああッ！」

　呪文詠唱の代わりに僕は絶叫していた。

　駄目だ、殺される！

「──おや、旦那様。お部屋を出られたんですかい」

「アアアァァ……あ？」

　聞き慣れた声を耳にして、僕は目を瞬いた。

　それから改めて、ランプの光の中にその身を晒した相手の姿を確認する。

　そこに立っていたのは……身体全体を鱗うろこに覆われた、二足歩行の生物だった。現代日本人の感覚だと人間じゃない怪物そのものだけれど、道具を使うし、言葉も通じるので、この異世界ではあくまでも人の範はん疇ちゆうに含まれる。

　リザードマンだ。

「……ブルーク？」

「へい」

「……シェリスさんも……」

「はい」

　そこにいたのは、この屋敷で働いているリザードマン夫婦──庭師のブルークと、その妻でありメイドの、シェリスさんだった。すでに見慣れた二人なのだけれど、二人並んで歩いてきたため、影が繫つながって、別の、巨大な異い形ぎように見えてしまったのだ。

「な、なんだぁ……」

　身体から力が抜けて、僕は思わずその場に座り込んでしまった。

　そうだよ。そういえば屋敷にはこの二人もいたんだ。二人はリザードマンの生態としての都合もあって、離れに住んでいるから、夕食後──夜遅めの時間に屋敷の中で顔を合わせることがほとんどない。しかも二人はパソコンを弄いじったりしないので、この二週間ばかりまったく会話することもなく、存在が頭からすっかり抜けてしまっていた。

「大丈夫ですか？」

「ありがと……」

　座り込んだ僕を見て、シェリスさんが手を差し伸べてくれた。

　彼女の手を借りて、僕はぎくしゃくとした動作で立ち上がる。その際シェリスさんの背後に、リザードマン特有の、太く長い尻尾が見えた。ああ、引きずるような音の正体はこれだったか。二人は基本的に裸足はだしなので、靴の音もしないのは当然だ。

　恐怖の残ざん滓しで未いまだに早はや鐘がねのような鼓動を打つ心臓を、意識して宥なだめながらも……僕はようやく知り合いに出会えたことに、安あん堵どした。

　しかし──

「ふ、二人は大丈夫なの!?」

　ふと気付いて僕はそう尋ねた。

「……え？」

「何がですかい？」

　二人はそう問い返してくる。

　あんまり表情が見えないブルークとシェリスだけれども、声の調子や舌の出し入れの仕方から、おおむね、彼らがどういう気持ちでいるのかは察しがつく。今はきょとんとしている、といった感じだろう。

「だって病気が……みんなが……」

　次々と倒れて、姿を消していったはずで……

「病気、ですかい？」

「そういえば城下町の方で流は行やっていると……」

　ブルークとシェリスは顔を見合わせてそんなことを言っている。

　どうも二人はまったく不調を感じていないみたいだ。

　リザードマンは罹かからない病気なのだろうか。

　それとも──

「……いや、待てよ」

　僕は自分に言い聞かせるように呟つぶやいた。

　そもそも、本当に、病気で皆が倒れたのか？

　それにいくら同じように罹り患かんしたからといって、こんなふうに一度に、一時間のずれもなく一斉に倒れちゃうものなのか？　それもなんの前触れもなしに？

　いや、もちろん、僕はミュセル達の様子をネットの、しかもアバター越しにしか見ていないわけで、実はゲームをしている最中、すでに症状が出ていたのかもしれないけれど。

　でもそんな状態でゲームを……いくらなんでもするか？

　ぐるぐると頭の中に疑問が駆け巡る。

　そんな僕に──ふと何か思い出したかのようにブルークが言った。

「そういや旦那様、皆様、庭に集まっておられるようですが、何かあったので？」

「……はい？」

　なにそれ。





[image: ]






　一口に庭と言っても、この屋敷のそれはかなり広い。

　敷地内で建物が建っていないところはすべて庭と言うこともできるわけで、単純な面積でいうならば、屋敷の建っている部分よりも庭の部分の方が何倍も大きい。花壇や噴水池が幾何学的に、整然と配置されているような分かりやすい場所もある一方で、奥の方には付近の森とあまり区別がつかないような場所もあったりする。ブルークが毎日手を入れて整えてくれているので、雑草が伸び放題の荒れ果てた雰囲気になることは、まずないのだけれど。

　正門や正面玄関とは反対側──屋敷の裏側。

　腰の高さほどの灌かん木ぼくが密に生い茂る一角から……微かすかな電気の光が漏れているのが、見えた。

　近づいて見てみると、それは、ノートパソコンのモニターだった。

　地面にはゴザのように防水シートが敷かれ、その上に置かれたノートパソコンを囲んで数人の人影が座っているのも見えた。ミュセル、ペトラルカ、エルビア、美み埜の里りさん、そして光流ヒカルさんである。少し離れた場所には護衛の近この衛え騎士達の姿も見えた。

　で……

「ほら、まず慎しん一いち君、光流君の部屋に向かってるでしょ？」

　美埜里さんがノートパソコンに手を伸ばしこれを操作しながら言った。

　確かに彼女の言う通り、画面には部屋を出て光流さんの部屋に向かう僕の姿が映し出されている。どうやら屋敷に仕掛けられた監視カメラか何かの映像を、再生しているらしかった。

「それはつまり、シンイチがヒカルを最も大事に思っておるということか……？」

「違うわよ」

　ペトラルカの言葉に笑いながら美埜里さんが言った。

「彼は、単にミュセルのところに向かったの。光流君の部屋にミュセルが向かったことを知ってたから。ミュセルが自分の部屋にいると思っていたなら、まず最初にそっちに向かっていたでしょうね」

「むう……」

　顔をしかめて唸うなるペトラルカ。

「つまりぃ」

　美埜里さんは、にやにや笑いながらミュセルの方を振り返る。

　彼女がＢＬ以外でこんなに嬉うれしそうな表情を見せるのも珍しい。

「やっぱりミュセルがいちばん大事なんじゃないの、慎一君は？」

「そ、そうでしょうか……」

　赤らめた頰ほおを左右の掌で挟むようにして恥じらうミュセル。

　うわ、なにその可愛い仕草!?

　技か、技なのか？　見た者は（萌もえ）死ぬのか？

　…………いや、そうじゃなくて。

「いえ、慎しん一いちさんの行動は、あくまで消えた順番ですよ」

　と異を唱えるのは光流ヒカルさんだ。

「だってミュセルが私の部屋にいるとは限らなかったわけじゃないですか」

「そうじゃそうじゃ！」

　と拳を握りしめてペトラルカが光流さんに同意した。

「ミュセルの部屋に飛び込んで、妾わらわがいないと気付いたときのシンイチの顔を見よ。この表情こそ、誰をいちばん想っているかよく表しておるではないか」

「それを言うならアタシの部屋の扉を叩たたくシンイチ様の顔！　すっごく焦ってるじゃないっすか。今まででいちばんすよ？」

　嬉うれしそうにエルビアが言って身をよじる。

「でも流れ的に、慎一君がまず探そうとしたのはミュセルだと思うんだけど……って」

　ふと美み埜の里りさんが、僕の方を振り返った。

　武術に長たけている彼女のことだから、気配とかそういうものを感じ取ったのかもしれない。

「……あら」

　美埜里さんは僕を見て苦笑を浮かべる。

　彼女のその様子で気付いたのか、ミュセル達も揃そろって僕の方を振り返ってくる。

「シンイチ！」

　最初に声を上げたのはペトラルカだった。

　そして──

「すごいっす！　ミノリ様とヒカル様の言う通りっす！」

　さらにエルビアが、尻尾を左右に振りながら、興奮気味に叫ぶ。

「シンイチ様──」

　最後にミュセルが驚きの表情のままそう呟つぶやいた。

　もちろん、ペトラルカもエルビアもミュセルも、そして苦笑している美埜里さんと光流さんも元気そうで、病気に罹かかっているような感じはまったくしない。

　つまり──

「ひどいよ！」

　僕は握りしめた拳を震わせてそう叫んだ。

「皆、僕を騙だましたんだね!?」

　皆のこと、心配したのに！　すごく心配したのに！

　何が起こったのか分からなくて不安だったのに！

　全部、全部、噓うそだったなんて！

「わざわざ停電までさせて、何がしたかったのさ!?」

「押してダメなら引いてみな、だと思って」

　と肩を竦すくめて美み埜の里りさんが言った。

「楽しいことで出てこないなら、不安にさせてみたらどうかなって」

「めちゃくちゃだよ！　そんな噓うそまでついて！」

「噓はついてないわよ。城下で流は行やり病やまいがあるのは本当だし、単純にそれぞれゲームをやめて庭に出てきただけだし。ね、光流ヒカル君」

「ですよねー」

　まるで女の子同士が意気投合するみたいに、首を傾かしげて「ねー」と笑い合う美埜里さんと光流さん。だけどそんなんでごまかされる僕じゃない。

「そんなの詭き弁べんだよ！」

　そりゃあ……事実だけを列挙するなら、美埜里さんの言う通りだろう。

　積極的な噓は誰もついてない。でも、一人、また一人と黙ってゲームから抜けていったり、そのタイミングで病気が流行っていることを話して不安を煽あおったり、そのうえで停電まで起こすなんて、どう考えても僕を不安にさせるための誘導でしかない！

「エルビアのチャットで『かゆうま』とか打ってさあ！」

「あれはノリですよ、ノリ。雰囲気出るでしょう？」

「犯人は光流さんかよ！」

「あそこでネタだって気付くかとも思ったんですけどね？」

「ぬぐぐぐぐぐ」

「別に噓はついてないですもん」

　ぷいっとそっぽを向く光流さん。

　あ、可愛い………………じゃなくてッ！

「もん、とか言うなぁ！」

　もういろいろわやくちゃで泣きそうだった。

　騙だまされたことが悔しいというより、心配して不安になって屋敷の中を右往左往する姿を皆に見られていたと考えると、恥ずかしさで死にそうだった。ブルークとシェリスをバケモノと見間違えて悲鳴を上げちゃったのも、しっかり見られているんだろうし。

　何よりそれを記録にとられるとか!!

「…………」

　離れたところに立っている近この衛え騎士達の方に視線を向けると、彼らは揃そろって目を逸らした。見るに堪たえない哀れなものから、目を、背けるかのように。

　…………

　ああああああああああああああああああああッ!!

　もう、穴があったら、ドリル回転しながら突っ込みたいぃ！

「あ、あの、シンイチ様……」

　ミュセルがおずおずと僕に声を掛けてくる。

「わ、私、やっぱり、シンイチ様に……謝りたくて……だから……シンイチ様に出てきてほしく……て……その……」

「ミュセルは健けな気げよねぇ」

　と美み埜の里りさんは笑いながら言った。

　そして──

「もう一回……」

　僕は俯うつむきながらそう呟つぶやいた。

「え……？」

　首を傾かしげるミュセル、顔を見合わせるペトラルカとエルビア、それに美埜里さんと光流ヒカルさん……僕は彼女らに背を向けると、脱だつ兎との勢いで走り出しながら喚わめいた。

「もう一回、引きこもってやるううううううああああああああああああああああああ！」

「あ、シンイチ様……！」

　そして引き留めようとするミュセルの声を振り払い、僕は自分の部屋に向かって一目散に駆け出す。これ以上この場に留まっていられるほど、僕は図太い神経をしていなかった。

　…………

　……その後。

　半時間と経たたずに屋敷の電気が復旧し、パソコンも復活した。メッセンジャーには皆からの謝罪やら何やらの言葉が送られてきていたみたいだけれど、シーツを頭から被かぶってふて寝した僕がそれを見たのは、翌日の朝になってからだった。
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　なんだかんだで──翌日。

　僕は屋敷にやってきたペトラルカとガリウスから、メッセンジャーごしに、例の伝染病の詳細を聞いた。

　その伝染病は、高熱と共に全身を倦けん怠たい感かんが襲い、人によっては鼻水や咳せき、頭痛、吐き気に嘔おう吐と、下痢──などなど、さまざまな症状を引き起こす代しろ物ものだったらしい。エルダントにもいろいろな病気はあるが、今回流は行やったそれは既存の薬があまり効かないということで、かなりガリウス達も難儀していたようだった。

　が……意外な方面から解決策は提示された。

　駐屯地の自衛隊である。

　衛生科の自衛官が城下町の病人を何人か診察して、この病気の正体を突き止めたのだ。

　すなわち──インフルエンザだと。

　どうやらエルダントにはインフルエンザ・ウイルスは存在しなかったらしい。つまり多くの人間が耐性などまるでなく、当然、特効薬などというものも存在しない。そんな、一種の『無菌状態』とも言うべき世界に、あろうことか、僕達がウイルスを持ち込んでしまったらしかった。

　異世界側から未知の細菌やウイルスが持ち込まれる可能性については、神経質すぎるくらいに検査していたらしいのだけれど……逆は結構、無頓着だったらしい。保菌者キヤリアが誰だったかは分からないけれど、いちばん頻繁に行き来している的まと場ばさんの可能性が濃厚だとか。

　まあ……よくある話だ。

　そこからは早かった。自衛隊の衛生科が日本から取り寄せた薬が処方され、僕ら共々、希望者には予防接種も施されることになった。遠からず伝染病騒動は終息するだろうと関係者達は見ているようだ。

　そして──

「おはよう……」

　頰ほおを搔かきながら僕はそう挨拶して食堂に入る。

　そこにはもう皆が集まっていた。どうやら僕が最後だったらしい。

　もう一度引きこもりを宣言した僕だったけれど……結局それは諦めることにした。

　どうせ美み埜の里りさんや光流ヒカルさんがあの手この手で僕を引っ張り出そうとするだろうし、それが駄目と分かれば、この人達の場合──かつて僕の両親がそうしたように、扉を吹っ飛ばしたり、部屋を丸ごとぶちこわすような強硬手段をとりかねない。

　それどころか、もっと恥ずかしい何かを仕掛けてくるかもしれないわけで。

　さすがにこれ以上の恥辱には僕も耐えられそうにない。

　さらば──引きこもり生活。

　ベッドでゴロゴロして、適当に漫画読んで、飽きたらゲームして、お腹がすいた頃には美お味いしい食事が運ばれてきて。実に極楽な感じだった。

　でも──

「あの……」

　ミュセルが給仕を中断して僕のところに駆け寄ってくると──そこで急に何か恥ずかしくなったのか、俯うつむいて彼女は言った。

「お、おはよう、ご、ございます、シンイチ様」

　はにかんでいるのか、つっかえつっかえそう挨拶してきてくれるミュセル。

「うん、おはよう……」

「お食事、できてます、から」

「うん。一緒に食べよう」

「……はい！」

　引きこもり生活が楽しかったのは噓うそ偽りない本当の感想だけれど──ご飯は誰かと一緒に食べた方がやっぱり美味しい。ミュセルみたいな娘こが作ってくれたものなら、なおさら。

　そういうわけで──

「いただきます」

　僕は目の前の皿と、その向こうの席につくミュセルに向けて、そう言った。
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　一口にオタクグッズといってもさまざまなものがある。

　漫画。ＤＶＤ。ゲーム。ラノベ。この辺は『物語』本体を扱ういわば大樹の幹のようなもので、そこからさらにキャラグッズだのなんだのに枝分かれ──つまり派生していく。

　特定キャラクターを扱ったフィギュア、あるいはキャラクターソング、抱き枕、等々。あるいは作品世界に登場する小道具ガジエツトを扱った品々。幅広い層に訴えかけるような超人気作品だと、食品やお菓子、あるいは文房具といった分野とコラボレーション企画が立ち上がってさらに枝分かれが進むし、時には派生としてさらに漫画やＤＶＤやゲームやラノベが創られたりもする。いわゆるスピンオフという奴だ。

　ともあれ。

　分類してもしきれないくらいにその裾野は広く、それらをすべて集めようと思うと、気が遠くなる作業になる。しかもそれを一定期間ごとにまとめて送ってもらうとなると……段ボール箱数箱分、どころかトラック一台分とかになってしまうこともあったりする。フィギュアとか梱こん包ぽう材ざいごととなると、かなり場所とるしね。

　しかもそれが三人分。

　いざ目の前に運び込まれた段ボール箱を見ていると、正直、目め眩まいを起こしそうだった。

「今日は特にすごいな……」

　屋敷の玄関先に積み上げられた段ボール箱の『壁』に、僕は思わずそんな感想を漏らした。大まかに言って半分が新作の漫画やラノベやアニメＤＶＤ、それにゲーム、半分がその関連商品である。

　すべて日本政府に頼んでおいたものだ。

　それが超空間通路を通って、このエルダント帝国に送り込まれてきたのである。

　これらの荷物は、通常、エルダントの首都マリノスにある自衛隊の駐屯地に送られる。超空間通路を用いた搬送は何もオタクグッズのためだけでなく、自衛隊の各種補給や、自衛隊員の個人的な荷物なんかも一緒に送るからだ。

　だから駐屯地に僕達が羽車で引き取りに行くことも多いのだけど、自衛隊の人達が何かのついでに屋敷まで運んでくれることもある。今回は後者だった。まあ羽車一台にはとても積めない量だしね。

　しかし……

「なんでこんなにあるんだろ？」

　自分で注文しておいてなんだけど、これは明らかに異常な量である。

　それとも僕以外の者が頼んだ荷物が、今回はやたら多かったとか？

　そんなことを僕が考えていると──

「夏コミ後だからでしょう」

　素っ気ない口調でそう言ってきたのは、同じ〈アミュテック〉社の人間であり、この荷物を注文した三人の内の一人──綾あや崎さき光流ヒカルさんだった。

「ああ、そっか……ワンフェスもあったしね」

「ジャンルを絞ったとはいえ、最近はグッズを創るサークルも増えましたしね」

　と光流ヒカルさん。

　そう。僕達は同人誌の類いも注文しているけれど、当然、夏コミ──夏のコミック●ーケットに存在するすべての同人誌を注文するわけにもいかない。そういうわけで、僕達はジャンルを絞って発注したわけだけど……光流さんの言うように、最近は本だけでなく、紙袋だの抱き枕だの、グッズを創るサークルも増えてきた。でもって本ならおおむねサイズが揃そろっているので段ボール箱に詰め込みやすいのだけれど、グッズとなるとそうはいかないことも多い。

　また、ワンフェス──ワンダーフェ●ティバルという造形関連の大規模イベントも夏コミとほぼ同時期に開催されることが多い。ここの出品作は立体物がほとんどで、これまた場所を食う。先に述べた通りキャラクターのフィギュアや、小道具ガジエツトの立体物なんかは、このワンフェスでしか手に入らないものも多いので、こちらも、いろいろと頼んでおいたのである。

　それらが一度に送り込まれてきた、ということらしい。

「というか、自分が何を頼んだのか、覚えてないんですか？」

「そりゃなんとなくは覚えてるよ。でも、一度に注文したわけでもないし、ものによってはけっこう遅れたりもするからさ」

　コミケとワンフェスでは開催日が違うし、出品物を調べるにも一度に、というわけにはいかない。サークルがそれぞれ持っているインターネットのサイトで調べてやらないと、細かいことが分からないのだけれど、日本とエルダントの間にネット回線は通じていないので、定期的にそうしたサイトの情報も、ハードディスクに記録して送ってもらうことになる。

　そうするとますます、時間差が生じてしまうわけで。

　また、その種の同人作品ではなくても、諸般の事情で発売日が変更になる場合もあって──そうなると、当然、こちらに送られてくる日もずれる。頼んだ半年後とかになると、さすがに僕も覚えてはいられない。

「まあとにかく中に運び込まないと。ミュセル、ごめん、大変だけど」

　僕は傍らのメイドさんにそう声を掛けた。

　彼女はハーフエルフである。尖とがり耳がその証拠。僕らの屋敷でメイドさんとして雑事をこなしてくれている彼女は、僕達を手伝って荷物を運ぶために、出てきてくれたのだけれど……正直、線の細い女の子に、中身のぎっちり詰まった段ボール箱を運ばせるのはちょっと抵抗がある。

　とりあえずフィギュアとかが入った箱なら、同人誌が詰まっている箱よりは軽いと思うのだけれど。

「いえ」

　ミュセルは気にした様子もなくにっこりと笑ってくれる。

　ああ、ええ子や。ええ子やで、ミュセル……

　などと何故か関西弁のおっさんみたいにしみじみとしつつ、僕はふと、屋敷に住む日本人の中でいちばん、肉体派な人物がこの場にいないことに気付いた。

「あれ、そういえば美み埜の里りさんは？」

　自衛官の古こ賀が沼ぬま美埜里さん。

　女性なのだけれど、はっきり言って、身体能力は僕よりずっと上だ。

「彼女のＢＬ本もかなりの量あるはずだけど」

「ああ、美埜里さんなら、今日は荷物が多いだろうからって、ブルークとシェリスさんを呼びに行ってます」

「なるほど……」

　この量だ。ミュセルに手伝ってもらうだけでは、全部を運びきるまでにはずいぶん時間もかかることだろう。美埜里さんは最初にこの『壁』を見てそう判断したらしい。

「あとでエルビアも来てくれると言ってましたし……っと、噂うわさをすれば」

　光流ヒカルさんが屋敷の方を指さす。

　振り返って見れば、扉を開け放したままの玄関に、美埜里さんと、そして庭師のリザードマンであるブルーク・ダーウェンの姿があった。

「荷物届いてるっ？」

　僕達のところに駆け寄ってきた美埜里さんは、満面の笑みで開口一番にそう言った。

　でもってそのまま、僕達の返事も待たずに、側面にサインペンで殴り書きされた中身を確認して段ボール箱を開け始める。そのまま『るんたった♪』とか鼻歌を歌いそうなくらいに浮かれていた。浮かれまくっていた。

「ちょ、美埜里さん……」

　どうやら今日は、何か楽しみにしていた荷物が届く日だったらしい。

　苦笑しつつ──しかし美埜里さんの気持ちも僕にはよく分かった。待ち焦がれていた荷物が届いたのなら、何はともあれ確認したくなるのは、専ジ攻ヤ分ン野ルを問わずオタクの常だ。というか、そうじゃなきゃオタクなんてそもそもやってない。

　でも僕の頼んだものの中には、その、女の子に見られたくないというか、見られるといろいろ恥ずかしいというか、見られたら引かれちゃいかねないよーなものもあるので、皆の前で堂々と開けるのには抵抗があったりする。

　その辺、美埜里さんも同じというか、たぶん、彼女が待ち望んでいたのはＢＬ同人誌のはずだけど──平気みたいだ。腐りきってもうその辺気にならなくなってるのかもしれない。まあＢＬ同人誌の内容より、それらに懸ける彼女の情熱の方が遥はるかに見た目にはヤバげだから、今更だけど。

「こちらは旦那様のお荷物で？」

　と、ブルークものっそりと段ボール箱の壁に歩み寄りながらそう尋ねてくる。

「あ、うん、そうだね。ここから──ここまで。僕の荷物は『慎しん一いち』マーク振っておいたから。それ全部僕の部屋にお願いできる？」

「へい」

　と頷うなずくブルーク。

　ちなみに慎しん一いちマークというのは、屋敷の中で、日本人勢の持ち物を区別するために光流さんがデザインしたアイコンだ。可能な限りに簡略化した、ＳＤキャラの顔みたいな感じのもので、絵心はほとんどない僕にも描けるし、何より可愛い。

　実を言えばミュセルはかなりの漢字が読めるし、いわゆる『門前の小僧習わぬ経を読む』で一部の簡単な漢字や、ひらがなカタカナ程度ならエルビアもブルークも読めるんだけど……エルダント勢としてはいちばん後から屋敷にきたシェリスは日本語はさっぱりだし、エルビアやブルークも、やはり『ぱっと見て瞬時に理解する』わけにはいかない。なので、一目で理解できるこういうアイコンを作った──とのことだった。

「あれ、そういやブルークだけ？」

　嬉き々きとした様子の美埜里さんの横で、荷物を抱えて運ぼうとしているブルークに、僕は尋ねた。確かさっき光流さんが、美埜里さんはブルークとシェリスを呼びに行った、と言っていたような気がするんだけど……

「力仕事なので、家内の分まであっしが運びます」

　段ボール箱を抱えたブルークが、そう答えた。

　うーん。実に男前だ。トカゲ顔だけど。

　ブルークとシェリスは、前述の通りリザードマン──爬は虫ちゆう類るいにも似た種族で、彼ら二人は夫婦である。ブルークは庭師として、シェリスはメイドとして、この屋敷で働いている。目に見えて普段からイチャイチャしているわけじゃないのだけれど、こう、お互いを信頼し合っている感じがして、実にこちらもほんわかした気持ちになれる。

「そうなんだ。じゃあえっと、ミュセルにはこっちの小さい段ボール頼んでいい？」

「はい」

「重いから気を付けてね」

　ひとまずミュセルとブルークに荷物を頼み、運んでもらう。続いて僕も、自分の荷物の入った段ボール箱を抱えて、運び込もうとしたら──

「ぁぁぁああああああったああああーッ！」

　不意に──美埜里さんが脳天から突き抜けるような甲かん高だかい歓喜の声を上げたため、思わず僕は段ボール箱を取り落としそうになる。慌てて持ち直しながら、振り返って見れば……美埜里さんは、厳重に梱こん包ぽうされた何かを、嬉々として掲げていた。

　透明なプチプチ──エアキャップシートの中から出てきたのは、どうやら箱入りのサッカーボールのようで。

「美埜里さん、それは？」

「『サッカーの王子様』に出てる声優のサインボールよ！　待ってたのよぉ！」

『サッカーの王子様』って、あれか。サッカー少年達のアニメ。女の子の間ではすごく流は行やっていると聞いたことがある。なんでもサッカーで時空間がねじ曲がったり、シュート一発で競技場の地面に亀裂が走ったり、ボールに乗って空中浮遊したりするらしいけど、それを聞いてるだけだと、どういう作品かまるで想像がつかない。

　ともあれ。

　胸にサッカーボールを箱ごと大事そうに抱え込み、美み埜の里りさんはすごく嬉うれしそうだ。

「限定品か何かなんですか？」

「懸賞商品よ！　三人にしか当たらないやつ！　まさか本当に当たるなんて！」

　眼鏡の奥の目をキラキラさせている美埜里さんは、まるで子供のようだった。よっぽど、サインボールが当たったことが、嬉しいらしい。そういえば前にも『サッカーの王子様』の限定グッズである金た……もとい金色の球を手に入れて喜んでたっけ。エルビアにかっさらわれて大騒ぎしてたけど。

「今度こそこれはエルビアに見つからないようにしないと」

「エルビアですか？」

　美埜里さんの呟つぶやきに、光流ヒカルさんがきょとんとした様子で首を傾かしげた。

　そういえば前の騒動のときには、光流さんまだいなかったっけか。

「前に『サッカーの王子様』の限定品のサッカーボールが届いたんだけど、エルビアがそれで思いっきり遊び始めちゃってね」

　ウェアウルフの特性なのか、エルビアは丸いものに弱い。黄色とか金色とかだとなおさらだ。なのでそういうボールを見つけると、いきなり犬のようにじゃれつき始めるのだ。

「……ああ、なるほど」

　その様子が、ありありと想像できたのだろう。光流さんも若干、複雑な苦笑を見せた。

　ボールに戯たわむれるエルビアは微笑ましくて可愛いと容易に想像できる反面──オタクにとって、せっかくの限定品を汚されるのは、辛つらいことでもあるわけで。極端な人になると、自分の所有物であろうとも、限定品を触るときには手袋をすると聞いたことがある。そこまでいくともう高価な美術品や骨こつ董とう品ひんの扱いに近い。本人にとってはそれこそ、骨董品や美術品よりも価値があるからこそ、そうして当然なのだろうけれども。

「でも懐かしいなー。サッカーの親善試合とか」

　僕は目を閉じて思い出す。

「結局、勝負の行ゆく方えは有う耶や無む耶やになったけど」

　あのときは……エルフやドワーフ、騎士、リザードマン、さらに自衛隊まで参加して、それぞれでチームを組み、サッカーの親善試合をしたのだ。まだ僕らがエルダントに来て間もない頃ということもあり、また、ちょっと僕と日本政府の間でごたごたが生じた直後だったこともあって、その種の催事イベントが必要だったのである。

　まあ、でもこの異世界で日本と同じようなサッカーができるはずもなく、結局──魔法を使ったり、もともとの身体能力の差があったりで、それこそ『サッカーの王子様』みたいなトンデモ試合になっちゃったり、そもそも、あれ本当にサッカーだったの？　と疑問を覚えることもあるけれど、僕は楽しめたし、エルダント側にも評判は良かったみたい。

　周辺への『被害』が半端なかったので、それからは開催されてないけど。

「あのとき、シェリスとブルークがよりを戻したんだよね」

「えっ、よりって……二人は別れてたんですか？」

　驚いたように光流ヒカルさんが尋ねてくる。

　どうも親善試合そのものは、こっちに来る前に資料で見て知っていたらしいのだけれど、ブルークとシェリスの一件までは知らないみたいだった。というか、公式書類に記載して報告するようなことでもないだろうし。

「昔いろいろあってね、二人の卵が割れちゃったことがあったんだって」

「卵……ですか」

「それは誰も悪くはないっていうか、本当に仕方のないことだったみたいなんだけど……ブルークはそれを気にしてて。『卵を守れない男に夫の資格はない』とかそんな感じで、一回シェリスと別れたんだ。けど仲直りして、もう一回夫婦になったんだよ」

「へえ……」

　目を瞬かせて微笑む光流さん。

　斜に構えた言動の多い彼なのだけど、こういう『いい話』は嫌いじゃないみたいだ。

「確かサッカーボールがリザードマンの卵に似てるとかなんとか……そんなこと言ってましたよね、美み埜の里りさん」

　僕は同意を求めて美埜里さんに顔を向ける。が、美埜里さんはボールに描かれたサインをさまざまな角度から眺めるのに夢中で、話なんか聞いていなかった。

「現物は見たことないのですか？」

「うん」

　そういえば似てる、という話を聞いたことがあるだけで、リザードマンの卵は見たことがない。なんでも足で転がして運ぶらしいので、いわゆる鶏の卵のような形ではなくて、本当にボールそのもののまん丸な形なんだろう。そういえばウミガメの卵とかはほぼ完全な球形だったっけ。産卵シーンのビデオを見たことがある。爬は虫ちゆう類るいの卵が全部同じ形ってこともないんだろうけれど。

「そういえばリザードマンの子供も見たことないな」

　どんななんだろう。

　とりあえず想像してみるのだけれど──僕の貧相な想像力では、ブルークをそのまま二頭身にしたデフォルメキャラみたいなのしか思い描けない。鱗うろこの生えた身体で、表情が読めない顔、それでいてどこか鋭い目つき……うーむ、赤ん坊っぽくはない。

「いまいち想像しにくいんだよな……」

　首を傾かしげる僕。

　そのとき、やはり開けっ放しの玄関に、屋敷の奥からやってくる人影が見えた。

「──あ」

　ぱたぱたと元気な足取りでやってくる──獣ケモノっ娘こ。

　エルビア・ハーナイマン…………

「シンイチ様、ヒカル様、ミノリ様、お待たせしてすみま…………」

　勢いよく尻尾を左右に振りながらやってきた彼女は、そこではたと立ち止まる。

　円つぶらな瞳がじっと見つめるのは……美み埜の里りさんの抱えているサインボール。

　まだそれを美埜里さんは箱からは出していないのだけど──というかたぶん、出す気もないだろうけど──中身がよく見えるように箱の一部が大きく切り開かれ、そこを半透明の素材で半分が覆われているので、ボールが入っているのだ、ということは一目見て分かる。

「……！」

　美埜里さんが何かただならぬ気配を感じたらしくて、振り返る。

　次の瞬間──

「ひゃうん！」

　玩具を見て興奮する子犬そのままの声を上げて、エルビアが猛然と突撃。

　もちろん、狙うは美埜里さん──というか彼女の持つサインボールだ。

　美埜里さんも相当な肉体派、運動能力はバケモノじみているけれど、それでも我を忘れて飛びかかってくるウェアウルフをかわし続けるのは難しいだろう。そもそも基礎能力の桁が違うし、文字通りの荷物を持って、それを守りながら、となるとどうしても動きが制限されてくる。

　これはまた、エルビアにサインボールを奪われて悲鳴を上げることになるのか──と思ったその瞬間。

「はッ！」

　美埜里さんが懐ふところから取り出した何かを地面に叩たたき付ける。

　閃せん光こうと爆音がまず最初に辺りを満たした。

　これは──

「スタングレネードッ!?」

　非殺傷型音響閃光手しゆ榴りゆう弾だん。

　強盗や誘拐の立てこもり事件などで現場に突入する際に、特殊部隊なんかが使う道具で……普通の手榴弾のように破片が飛んできて傷つくということはないけれど、えらく眩まぶしい光と、轟ごう音おんで、相手の感覚を一時的に麻ま痺ひさせる代しろ物ものである。

　もっとも今の爆発、目や耳の機能が完全に麻痺してしまうほどの光量でも音量でもなかった──というか、そもそも本物ではなかったみたいだけれど。たぶん、美埜里さんのお手製だ。

　代わりにもくもくと発煙筒みたいに煙が吹き出して辺りに立ちこめていく。

「あうっ!?」

　いきなり視界を奪われてエルビアがずっこけるのが見えた。

「ふはははははは、これあるを期してあらかじめ用意しておいたのだッ！」

「いやこうなるの分かってたんなら、サインボール舐なめるように眺める前に、さっさと自分の部屋に運んでくださいよ!?」

　白煙の向こうで勝ち誇る美み埜の里りさんに思わずそう突っ込む僕。

　もうすでに別キャラである。自衛官というより忍者だ。

「オタッシャデ！」

　どこぞの忍者殺しみたいな口調でそう叫び、煙の向こうで走り去る美埜里さんの影がぼんやり見えた。いったいなんなんだ、あの人も。

「えーと……」

　とりあえずエルビアは光流ヒカルさんが助け起こしに行ってるみたいだけれども……

「あの、シンイチ様……？」

「旦那様。どうしやしょう……？」

　段ボール箱を抱えたまま、途方に暮れて立たち竦すくんでいるミュセルとブルーク。

　これでは三歩先も見えない。荷物を抱えて歩き回るのはちょっと危ないだろう。特にドジっ娘こ属性持ちのミュセルは間違いなく蹴け躓つまずく。

「あー……たぶん、少ししたら煙は晴れると思うから、ちょっと待ってて」

　溜ため息いきをつきながら僕はそう答えた。
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　届いた品物は、当然ながら所定の位置に納めていかねばならない。

　漫画やラノベは本棚へ。ＤＶＤも専用棚へ。フィギュアやポスターの類いはさすがに飾る場所が限られているので、やはり専用の棚の入れ替えを行う。当たり前だけれども本であれポスターであれフィギュアであれ、ずっと飾って光に晒さらしておくと、劣化して退色することもあるので、定期的に入れ替えてやる必要があるのだ。

　これがまた大変な作業である。

　僕の趣味の品……というだけならばいざ知らず、一応、ここにあるオタクグッズはすべて公費で購入した『異世界交流』のうえでの資料であり資材である。できる限り劣化は避けねばならない。

　そう、傍はた目めにはお気楽にオタクライフを満喫しているように見えるかもしれないが、僕は別に『うっひょー、国の金でオタクグッズ買いあさり放題！』と好き勝手やっているわけではないのだ！　断じて！　まったく！　そんな私利私欲はみじんもないッ!!　………………信じてほしい（ちょっと弱気）。

　ともあれ。

　この種の作業はやり出すときりがないというか、つい、中身を確かめるためにぱらぱらと漫画のページをめくるだけで、そのまま読み耽ふけって手が止まってしまう、なんてこともしばしばある。そういう誘惑を排して集中することができる時間というのも、実は意外に短い。

　なので、僕はこの種の作業をやるときは、小刻みに休憩時間を挟むようにしていた。

「ふーっ……」

　両手を挙げて身体を伸ばしながら僕は部屋を出た。

　別にどこに行くというわけでもない。単に部屋を出た方が気分転換になると考えたからである。この種の休憩を挟む場合は、ただ屋敷の中をぐるっと回って戻って来るだけの場合も多い。少し喉が渇いたので、厨ちゆう房ぼうにでも行って水を飲んでこよう、そんなふうにふと思いついた程度である。

　すると……

「──あ」

　廊下をミュセルがやって来るのが見えた。

「ミュセル」

　声を掛けると、ミュセルが顔を上げて──パッと表情を輝かせた。

　僕と顔を合わせるのが、ただそれだけのことが嬉うれしい、といった感じ。なんというか……もう同じ屋敷に住んでずいぶんになるのだけれど、未いまだに彼女は飽きることなく、こういう反応を示してくれる。現実の女の子と付き合った経験のないオタクとしては、実に照れ臭いというか、胸がドキドキ高鳴ってしまう。

「どうかされたのですか？」

　僕の元まで小走りで駆け寄って来たミュセルは、首を傾かしげながら、そう尋ねてくる。

「いや、荷物の整理にちょっと疲れたから屋敷の中を散歩して休憩中。ついでに水でも飲もうかと思ったのだけれど」

「それでしたらお茶を──」

　とミュセルは廊下を戻ろうとする。

「いや、いいから。ミュセルは掃除中？」

　彼女の持っているのは、箒ほうきとちりとり、それに大きめの布袋だ。

「はい。屋敷の周りや庭の落ち葉などを集めようと思いまして。そのあとは洗濯物を」

　ミュセルはそう言って軽く箒を持ち上げて見せる。つられて彼女の手の中の箒に目を向けた僕は──

「ミュセル、指どうしたの？」

　箒の柄えを握るその手の指に、小さな白い布が巻かれているのを見た。

　お洒しや落れ、というわけでもないだろう。布には赤いものが滲にじんでいた。

「え？　……あ、さっき洗い物をしているときに一枚お皿を割ってしまって……」

　そう言ってからミュセルは首を竦すくめるようにして付け加えた。

「あの、申し訳ございません……」

「いや、気にしなくてもいいよ」

　僕は苦笑して首を振った。

「お皿はたくさんあるだろうし。それより傷はどうなの？」

「は、はい。軽く切っただけでしたので……」

「ならよかった」

　僕は安あん堵どの息を吐いた。

　ミュセルは変に生き真ま面じ目めというか、自分に厳しいようなところがある。

　なので、ものすごく疲れていたり、何か深めの傷を負っていても、我慢して働こうとする傾向がある。こちらできちんと平気かどうかを確かめておかないと、自分から傷が痛くて辛つらいとか言い出すことがないのだ。

　まあ軽く切っただけだというのなら、問題はないだろう。前述の通り彼女は良くも悪くも生真面目なので、問われて傷の程度をごまかすような──噓うそをつくようなことも、ないはずだ。

　それにしても……

「ミュセル、ひょっとして働きづめじゃない？」

　オタクグッズの入った段ボール箱を運んだ後だというのに、ミュセルはそれからも休むことなく仕事をこなしているらしい。重い荷物を運んで、みんなの使った食器を洗って、これから掃除をして、その後は洗濯。屋敷の家事をすることが彼女の仕事なのは分かってるんだけど、その量を考えると、ちょっと過剰労働だ。

　シェリスが来てからは、多少、一人当たりの労働量は減ったはずなのだけど。

　そういえば、このところ屋敷の中でシェリスが働く姿を見ることがあまりないけど……どうしたのだろうか。食事のときにはいるので、あまり気にしていなかったけど。

　彼女もわりと真面目な方なので、サボっている、なんてことはないだろうけれど、ひょっとして体調とか良くないのだろうか。夜はブルークが一緒だし、リザードマンの健康状態は僕にはよく分からないので──それこそ顔色を見たり熱を測るわけにもいかない──彼が何も言ってこないなら、大丈夫だとは思うけれど。

「ミュセル、よければ庭の掃除、僕がするよ」

　ふと思いついて僕はそう提案した。

「え……？」

　ミュセルは一瞬、僕の言葉の意味が分からない、といった様子で大きな目を丸くして瞬まばたきをする。しかしすぐに理解した様子で慌てて首を振った。

「そ、そんな！　シンイチ様にそんなことをさせるわけにはいきません！」

「さっきいきなり重い荷物運ばせることになっちゃったし。それにどうせ今日は学校もなくて暇だから。気分転換に、何か荷物の整理とは違う作業したいんだよ」

　そう言ってから、僕はミュセルの持っている箒ほうきを手に取る。

　その際に、ミュセルの指に巻かれた白い布に僕の指先が触れた。

「その怪我も気になるしさ。指は動かしてると、どうしても傷が塞がりにくいし」

「で、でも……」

「よく働いてくれるから、ミュセルにはいつも感謝してるんだよ。だから今日はそのお礼も兼ねて。ね？」

　言いながら僕は、少し強引にミュセルの持つ道具を引っ張った。

　ミュセルはしばらく困惑したような顔で僕を見ていた。主人である僕の言葉はいわば彼女にとっては命令でもある。遠慮しているつもりでも、形式上は主人の言いつけに逆らっていることにもなってしまう。

「……えっと」

　僕は頰ほおを搔かいてから言った。

　なんかちょっと──恥ずかしい。

「主人からの命令。『掃除はするな』『部屋に戻って少し休め』──いい？」

　そう言いながらミュセルに笑いかける。それでミュセルは──ようやく納得したというか、諦めたというか、そんな感じでおずおずと頷うなずいてくれた。

「ありがとうございます」

　少しはにかむように頰を赤らめて目を伏せる。

　ああもう、本当に可愛いなこの娘こはっ!?

「シンイチ様──ブルークさんと同じことを」

「へ？　ブルーク？」

　そこで何故その名前が出てくるんだろうか。

「ブルークがミュセルに？」

「あ、いえ、私ではなくてシェリスさんに」

　目を伏せたままミュセルは言った。

「『掃除はしなくていい』『俺が代わりにするから部屋に戻って少し休め』と言っているのを見てしまったというか」

「ああ……なるほど」

　そういえば荷物運びのときも、シェリスの分まで自分がやるって言ってたけど。

　やっぱりちょっと調子悪かったりするのか？

「なんていうか、さりげなく気を遣う様子が、夫婦なんだなあって……シンイチ様が同じようにおっしゃってくださるのが、なんだか……」

　そこまで言って、ふと自分の台詞せりふがどういう結論に結びつくものであったか気付いた様子でミュセルは顔を上げた。

「あ、いえ、違います、そ、そういう意味ではない、です……！」

　慌ててそう言ってくるミュセル。

　いや、そんなふうに言われるとそういう意味にしか受け取れないっていうか。しかもさっきにもましてミュセル、耳まで真っ赤だし。

　夫婦。夫婦…………なあ。

　僕としてはどう見ても、まず父と母の姿が思い出されるわけだけれど。

「…………」

　一瞬、脳裏に新にい妻づまみたいな雰囲気でエプロンを着けたミュセルの姿が思い浮かぶ。

　その妄想がそのまま、エプロンだけを着けたミュセルの後ろ姿に繫つながりそうになって、僕は慌ててその邪よこしまな想像を頭の中から追い出した。

「じゃ、じゃあ僕、掃除してくるね」

「あ、ありがとうございます」

　ぎくしゃくしながらそう言葉を交わすと、僕らはそこで別れる。

　庭に向かって少し廊下を歩いてからふと振り返ると……ミュセルはまだ廊下に立ったまま、僕の方に頭を下げていた。
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　庭の掃除と言っても、僕がやるべき部分はそう広くない。

　基本的に庭は、庭師であるブルークが世話してくれている。庭木の剪せん定てい、花壇の水遣り、噴水池の水の入れ替えと苔こけ取りは言うに及ばず──雑草もこまめに彼が抜いてくれているようで、特に見当たらない。

　なので、掃除と言っても建物周りの落ち葉を箒ほうきでちりとりに集めて袋に入れる程度のことである。いっそこのまま焚たき火びでもして焼き芋でもしたらどうだろうかなんて考えながら、僕は目に付いた落ち葉を掃き集めては袋に詰めていった。

　しかし……改めて見ると、本当にこの屋敷の庭は広い。

　敷地の中で、屋敷が建っている部分以外は全部、庭ということになるのだけれど……建物の正面に広がる花壇や噴水池だけでも充分に広いのに、裏側にはそれ以上に大きな面積の土地がある。

　そちらには洗濯物を干す場所や、納屋、ブルークとシェリスの住む離れもあり、他にも幾つか、物置代わりになっている小屋やそれに類するものが点々と存在する。ペトラルカの影武者人形を作ったときの作業場とかも、後でまた何かに使えるかもしれないからと、そのまま残っていたりする。

　だが、それでもこの敷地全体で見れば、建物が建っている面積の方が、それ以外の面積よりも小さいのだ。

　そのため、落ち葉を拾い集めるだけの掃除でも、ずいぶんと重労働に感じられた。もちろん、それは僕が掃除に慣れていないうえに、ここしばらく引きこもったりなんだりしていて、体力が落ちているから、ということもあるのだろうけれど。

「ミュセルって毎日、こんなことしてるのか……」

　僕は思わず溜ため息いきをついた。

　いやもう本当に彼女には頭が上がらない。

　シェリスが来るまでは本当に彼女一人で、掃除洗濯炊事と、もう僕らの生活を丸ごと面倒見てくれていたのだ。しかも時折、臨時講師みたいな形で、学校で先生までしてくれているわけで。

　主婦の労働は時給に換算すると結構な金額になるというけれど……こっちには自動洗濯機もなければ食器洗い機も掃除機もない。

「……給料でその辺買ってもいいくらいだよな」

　ふと僕はそんなことを思う。

　一応、〈アミュテック〉社の総支配人として僕の口座には給料が振り込まれているはずである。〈アミュテック〉社の業務として買いあさるオタクグッズとは別に、日本の商品を私物として購入して運んでもらう場合には、その口座から料金が引かれるわけだけど……基本、こっちの生活でお金を使うことがあんまりないので、結構な額が貯まっているはずだ。

　冷蔵庫とか洗濯機とか食器洗い機とか……後はコードレスの掃除機とかあるだけで、ずいぶんとミュセルの仕事が楽になったりしないだろうか。

　ミュセルの使いやすい品かどうかも重要だろうから、カタログを取り寄せてみるのも良いだろう。時期を選んで買えば、型落ち品の出で物ものが見つかったり、新生活フェアとかで、けっこう安く手に──

「…………って」

　これじゃ新婚生活の家電選びだよ。

　さきほどのミュセルの言葉を思い出して赤面しつつ、僕は掃除を続ける。

　そして──

「……ん？」

　かき分けた草むらの中に、落ち葉や草とは違う物体を見つけて、動きを止めた。

　……それはまるで、ボールのようだった。

　大きさはサッカーボールより少し小さいくらい。茶色や暗い緑が斑まだらに入ったような模様をしている。パッと見ただけでは、土や草に埋もれて、見落としていたかもしれない。実際、落ち葉やゴミを拾うために草むらをかき分けなければ、見つけられなかっただろう。

　つまりそれは……迷彩の一種ということだ。

「石……じゃない、よな」

　遠目から見るだけならそうも見えたかもしれないが、近距離で見たそれは、石や岩というには、滑らかな丸みを帯びている。表面は滑らかな曲面で、角張った部分はどこにも見られない。

「…………」

　僕は箒ほうきの先でそれを、軽くツン、と突いてみた。

　が、それは微動だにしない。
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　いったい、なんだろう。

　僕は箒や袋を片手で持ち直して、ちりとりを地面へ置くと、ゆっくりと右手をそれに近づけた。表面に触れる。

「……あれ？」

　見た限りでは分からなかったけれど、けっこうざらざらしている。

　これは…………鱗うろこ？

「ぎうっ！」

「ぬぎゃっ!?」

　とたん──伸ばした手に強い痛みが走って、僕は悲鳴を上げた。

「い、痛い痛い痛い!?」

　思わず引っ込めようとしても──引っ込められない。

　僕の右手は、掌の半ばまでをがっちりとくわえ込まれていた。

　そう。それは嚙かみついてきたのだ。ぱっくりと、裂け目みたいな口を開いて。

「何!?　なんなの!?」

　それはまるで僕の指を、いや掌を半ばで食いちぎろうとしているかのようで、僕は絶叫しながら今度こそ無理矢理腕を引き戻した。しかしソレはがっちり食らいついたまま離れない。むしろ手にぶら下がるようにしてくっついてきた。けっこう重かったけれど、火事場の馬鹿力なのか、僕はソレごと右手をぶんぶんと振り回した。

「ぎゃあああああ！　誰かあああああ！」

　自慢じゃないが、僕は痛がりだ。

　スプラッタ映画とか駄目な人である。自分の傷口とかも見るのが嫌なくらいなのだ。なのでもう反射的に目を瞑つぶったまま僕は無我夢中で藻も搔がき、助けを呼んだ。もちろん、左手の箒や袋なんかは嚙みつかれたその瞬間に落としてしまっている。

　で──

「シンイチ様!?」

　驚いたようなミュセルの声が聞こえてきた。

　僕が慌てて目を開いてそちらを振り返ると、彼女が走ってくるところだった。部屋で休んでいてって言ったのに──ってよく考えたら、彼女の部屋って裏口のすぐ近くだっけ。僕の悲鳴を聞きつけて飛んできてくれたのだろう。

　なんにしてもありがたい。

「ミュ、ミュセル、助けて、これが……！」

　半泣きになりながら、僕はミュセルに助けを求めた。

　情けないけど、痛いものは痛いし、怖いものは怖いのだ。

　ミュセルは僕のすぐ側そばまで駆け寄ってきて──

「…………！」

　一瞬、驚いた様子で立たち竦すくむ。

「助けて、とって、これとって……！」

　僕はしかし彼女の様子を訝いぶかしむ余裕なんてなくて、痛む右手をソレごとミュセルの方に差し出す。いやでも本当に痛いんだって！

「あ、は、はい」

　そう言ってミュセルは手を伸ばしてソレを引っ張る。

　すると──意外にもソレは呆あつ気けなく僕から離れた。

「ひーっ！」

　雑ざ魚こキャラみたいな悲鳴を上げながら僕はソレから解放され、そのまま尻餅をつく。

　指を食いちぎられたりしていないかと、慌てて手を見てみると──幸いなことに、指はちゃんと五本ついていた。ただ掌と手の甲に、こう、曲線を描く感じでぷつぷつぷつぷつと小さな『穴』が幾つも穿うがたれていて、そこにぷっくりと血が珠たまになって盛り上が……ああああああああああ!?

　間違いない。これ牙の跡というか、嚙かみ跡だ。

「……あ、あの、シンイチ様！」

「ああああああああああああ」

　追い打ちを掛けるようにじんじんと、嚙まれた瞬間とはまた別種の痛みが手の甲に食い込んでくる。牙の跡といっても一つ一つはそんなに深く大きくはないからか、止血する必要はないみたいだけど──

「シンイチ様」

「何、なんなの、危険な野生動物とかそんな──」

「これ……いえ、この子、リザードマンの子供です」

「……はい？」

　意外な言葉に、僕は一瞬、痛みも忘れてミュセルが抱きかかえているソレを見る。

　表面は──さきほどと変わらず、焦げ茶と暗緑の斑まだら模様。ただし形が明らかに球体ではなくなっていた。えらく短いけれども腕があって脚があって尻尾まである。おそらくさきほどはそれらを折りたたむようにして丸まっていたのだろう。

　たとえるならば恐竜とかトカゲの──ぬいぐるみみたいな。表面は鱗うろこだけど。

「リザードマンの……」

「ぎうっ」

　手足をばたばたさせてミュセルの手から逃げようとする小さな爬は虫ちゆう類るい──いや、爬は虫ちゆう人じん類るいと言うべきなのか。小さいというのも、僕らから見てというだけのことで、そこらへんのトカゲよりは明らかにでかい。

「……ってことは」

　僕は顔を近づけて、そのリザードマンの子供を見つめる。

　ブルークかシェリスの面影でも見つけられるのではないか、と思ったのだけれども。

「ぎうっ！」

「ぬぎゃあああああああああああああ!?」

　迂う闊かつに顔を近づけた僕は、鼻を嚙かまれて再び絶叫した。
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　小屋の窓から差し込む太陽の光が、それを照らしていた。

　綺き麗れいに──『ぱかん』なんて擬音が似合いそうなくらいに二つに割れたサッカーボール、ではなくてリザードマンの卵である。

「これが……リザードマンの……」

　僕はしげしげとそれを眺めて呟つぶやいた。

　ちなみに床の上にはゴザが敷かれていて、そこにはまだ割れていない、つまりは孵ふ化かしていない卵が五つ転がっている。

「本当、サッカーボールみたいだ」

　厳密に言えばもちろん、大きさは微妙に異なるし、白と黒の斑模様も規則正しいものじゃない。たぶんこれは迷彩模様なのだろう。外敵に見つかりにくいようにするための。とはいえ、一見するとサッカーボールに似た雰囲気があった。

「エルビア、触っちゃ駄目よ」

　僕の後ろでは美み埜の里りさんがエルビアにそう注意している。

　確かにエルビアの場合、我を忘れてこの卵に飛びかかりかねない──と思ったのだが。

「触らないっすよ」

　意外と落ち着いた声で彼女はそう言った。

「そうなの？　これもサッカーボールみたいな大きさで丸いけど？」

「匂いがするっすから」

　鼻をひくひく動かしてエルビアは言った。

「匂い……？」

「これからは、じゃれついたら駄目な匂いがするんすよ」

「……そういうものなの？」

　と首を傾かしげる美み埜の里りさん。

　これには僕も意外だったけれど──考えてみれば、これは当然というか、自然なことなのかもしれない。

　エルビアに限らず、ウェアウルフはこういう丸いものを見ると興奮して飛びかかりたくなる衝動を覚えるらしい。しかしリザードマンの卵を見ると見境なく飛びかかるようなら、間違いなくウェアウルフとリザードマンは仇きゆう敵てきというか、敵とその餌え食じきめいた関係になっているだろう。『なんか気に入らない』レベルで仲が悪いエルフとドワーフどころの話ではなく……種族維持のうえで、生存戦略のうえで、ウェアウルフはリザードマンにとって明らかな敵になるからだ。顔を合わせた瞬間に殺し合いが始まってもおかしくない。

　けれどエルビアは匂いで『これはじゃれついてはいけない』と理解しているらしい。

　これがウェアウルフとリザードマンの卵、全般に言える関係なのだとしたら、その匂いが二つの種族の全面戦争を止めているとも言える。

　興味深い話だった。

　これは多分に想像だけど、リザードマンの卵には、ウェアウルフに『これはお前の好きなお月さんじゃないよ』と知らせる信号としての匂いがついているのではないだろうか。

（そういえば……）

　ふと僕は考える。

　単純にウェアウルフとリザードマンがガチで戦った場合、どっちが強いんだろうか。

　まあこういう比較って『柔道と空手はどっちが強いだろう』って考えるようなもんで、実際にはあんまり意味はない。勝敗は時と場合と各種個人的資質、それから運による部分があるだろうから、柔道、だの空手、だのの大雑把な括りで比較しても仕方ないのだ。

「私、リザードマンの卵って初めて見ました」

　僕の隣で興味深そうに卵を眺めているのはミュセルである。

「あと──赤ちゃんも」

　と言って彼女が振り返るのは、美埜里さんの隣、生まれたばかりの我が子を抱いて立つシェリスだった。彼女に抱かれているのは言うまでもなく、さきほど、僕に思いっきり嚙かみついてくれたあのトカゲのぬいぐるみ、もとい、リザードマンのお子様である。

　あの後……

　僕とミュセルは大慌てでブルークとシェリスを探した。別にこの子供がブルークとシェリスの子供だという証拠はなかったけれど、そう考えるのが自然だろうし、何より僕やミュセルではこのリザードマンの子供をどう扱えば良いのか、まるで分からなかったのだ。少なくともブルークやシェリスなら、僕達よりはそっち方面の知識は持ち合わせているだろう。

　シェリスはとりあえずすぐに見つかった。

　ミュセルが抱いている子供──赤ん坊を見ると、どうやら彼女はかなり驚いたらしかった。リザードマンなので表情は読みにくいけれど、舌の出し入れや、細かな仕草で『ああ、驚いているんだな』程度には僕も分かる。

　何より「何故……？」と呟つぶやいていたくらいだし。

　何が『何故』なのかはよく分からないけれど、とりあえずシェリスに大まかな事情を話すと、彼女は僕らを離れの小屋に案内してくれた。そこで僕達は六つある卵の内の一つが綺き麗れいに割れているのを発見することになったのだ。

「どうして一つだけ……？」

　と──シェリスが呟つぶやいている。

　何やら不思議がっているみたいなのだけれど。

「どうしたの？　何か変なの？」

「それが……」

　シェリスは少し口ごもってから、事情を説明し始めた。

「私達リザードマンはご覧の通り、卵で生まれて孵ふ化かします。孵化までの時間はだいたい季節によって決まっていて、めったにずれたりはしないのです。あと十日は先だと思っていたのですが……」

　ちなみにリザードマンは卵を一度に二つずつ産むのだそうだ。

　つまり今回はシェリスが三回連続で産卵したということになる。

　正直、僕らは誰一人これに気付いていなかった。

　リザードマンは子供を胎内で育てるわけではないから、人間のように妊娠してお腹が大きくなって、日常生活においてもいろいろと面倒なことが出てくる──ということが、ない。だから彼女はいつも通りに働いていたのだ。逆にシェリスがここ数日、仕事を休みがちだったのは、立て続けに卵を産んだ、そのことそのものによる疲れが出てきたかららしい。ブルークが彼女に休めと命じたのはそのせいだ。

　そういえば、前にブルークから『子作りの許可がほしい』なんて言われたことがあった。

　それって具体的にはこういうことだったらしい。かなりデリケートな話かと思ったので、具体的な部分には突っ込まず、細かく聞くこともないまま、許可を出しちゃったけれども。

「……あれのせいじゃないかしらね」

　と美み埜の里りさんが指さすのは、小屋の──窓だ。

　そこから、外の光が小屋の中に差し込んでいる。

　一応、明かり取りを兼ねているので硝子ガラスが塡はまっているのだけれど、この硝子ガラスがあんまり質の良いものではないというか、日本で見かけるような工場生産の均質なものではないようで、一枚の硝子ガラスの上でも厚さに差があったり、けっこう歪ゆがんでいたりする。

　今も硝子ガラスを通った陽ひの光が小屋の中に注がれているのだけれど、レンズを通したかのように微妙な光の濃淡がそこにはあった。

「うろ覚えだけれど、確か、卵の孵化時間って、温度によってかなり変わったはずよ」

「そうなんですか？」

「うん。孵化までの日数と温度をかけ算して出てくる数値があって、それは生物種ごとに一定なのよ。たとえば二十五度で一ヵ月なら七百五十とか。これが二十度なら四十日近くまで伸びるし、三十度なら逆に二十五日くらいで孵化するとかそんな」

　美埜里さんは小さく首を傾かしげながら言った。

「あの窓からの光……たぶんあの卵だけにあたってたんじゃないかしらね」

「かもしれません」

　とシェリスが言った。

「日中は私もブルークもお屋敷か外にいますから……気付いていませんでした」

　つまり、歪ゆがんだ窓の硝子ガラスがレンズやプリズムのような効果を発揮、光をブルーク達にも予想しない角度で招き入れ、それを卵の一つに照射し続けた──ということらしい。

　なんというか、よく卵が無事だったものだ。

　光が単に曲がって届くだけならともかく、もしレンズを通したように一点に収束していたとしたら、それこそ『暖まる』なんてレベルではなくて、ゆで卵になっていたかもしれない。さすがにタンパク質が変性を始める五十度や六十度にまで達していたら、無事に孵ふ化かはできなかっただろう。

「それで先に孵かえった赤ん坊は、庭を一人で冒険してたのね」

　シェリスの抱く赤ん坊を一いち瞥べつして美埜里さんは言った。

「それを慎しん一いち君が見つけた……と」

「最初何かと思いましたよ。丸まってたし」

「敵から身を守るために、休むときはああする習性があるんです」

　そう言うシェリスの腕の中では、赤ん坊が大きく口を開けて欠伸あくびをしていた。そこには小さいながらもすでに牙が生えている。僕の手に表裏合わせて二十以上の穴を開けてくれた凶悪な顎だった。あ、思い出すだけでまた痛くなってきた……一応、美埜里さんに救急キットで消毒のうえ、包帯巻いてもらったけども。鼻の方は先っちょだけなので絆ばん創そう膏こうである。

　赤ん坊とはいえやはりリザードマン……人間とはかなり成長の度合いが違うらしい。

　まあ、同じ哺乳類でも、馬とか鹿とかその辺の動物は、生まれて一時間もすれば立って歩き始めるらしいから、単に人間がやたら遅いだけなのかもしれないけれど。

「それにしても、卵が生まれたならもっと早くに言ってくれたらよかったのに」

　苦笑しながらシェリスに言うと、彼女は申し訳なさそうにうなだれて言った。

「すみません。さきほど申し上げた通り、孵化するのはもう少し先だと思っていたので、そのときにしっかりご報告をと……」

　僕達に、変に気を遣わせたくなかったのだろうか。

　実際、シェリスとブルークが一時期、別居というか離婚というか、そういう状態になっていたのも卵が孵化することなく割れてしまったからだ。彼らにとって卵の状態ではまだ『おめでとう』を言うのは早い、他人に報告するようなことでもない、という感覚なのかもしれない。

「でもまあ、無事に生まれてよかったじゃない」

　そう言って、美み埜の里りさんが笑った。

「それはそうですよね」

　なんだかんだでちゃんと一人は生まれてきたということだ。

　ふとシェリスに抱かれた赤ん坊と目が合って、僕は口元が綻ほころぶのを感じた。

　リザードマンなので人間の赤ん坊とはもちろん違うというか、牙だってあるし、鱗うろこに覆おおわれているし、そもそも顔の形も全然違うのだけれど──デフォルメ的な可愛らしさというか、ブルークやシェリスをそのまま小さくしたみたいな姿が、実に可愛い。

　しかも目が合うと赤ん坊は短い手足をじたばたと動かして、反応する。

　おお、可愛いじゃないか……！

　僕は思わず赤ん坊の頭を撫なでてやろうと手を伸ばした。さっきはきっと突然のことで赤ん坊も驚いただけだ。先に箒ほうきの先でつついちゃったしね。でも今はもう落ち着いているみたいだから大丈夫──

「ぎうっ！」

「ぬぎゃっ!?」

　──じゃなかった。

　それまでの手足をじたばたさせる、あどけないとも言える動きとはまるで別──猛烈な素早さで赤ん坊は僕の指に嚙かみついていた。

「だ、旦那様！」

　シェリスが大慌てで赤ん坊の口に手を掛けて顎をそれ以上閉じないようにしてくれた。

　おかげでかろうじて僕は指を食いちぎられずに済んだけれども、やっぱりその小さな牙はずっぽり僕の指に食い込んでいる。これはもう完全に、嚙みついた獲物を逃がさないために発達した、狩猟性肉食獣の牙そのものだった。

　そのとき──

「シェリス！」

　小屋の扉が勢いよく開かれる。

　飛び込んできたのは、ブルークだった。もちろん、いつもの顔で表情とかよく分からないのだけれど、慌てているのはもう動きではっきりと分かる。手には庭の手入れに使っていたのであろう、草刈りの鎌を持ったままだ。

「う、生まれたって聞い──」

　そこまで言って──シェリスに抱かれている我が子を見て絶句するブルーク。

　予想以上に早く子供が卵から孵かえったと聞かされて、父親である彼が慌てているのは当然──なのだけれども。

「た………………」

　ブルークはそこで凍り付いたように止まっていた。

　呆ぼう然ぜんとした様子で彼は僕達を見つめている。

　すなわち──シェリスに抱かれている赤ん坊と、その赤ん坊にがっぷり嚙みつかれている僕とを。

「旦那様」

　シェリスが少し力を込めて顎を開かせたので、僕はそこでようやく赤ん坊の牙から解放されて手を引っ込めることができた。

「…………」

　その間もブルークは──無言。

　妙な緊張感が漂う小屋の中、一同の視線を浴びても彼はしばし固まっていたが、やがておもむろにその場へ、どっかと腰を下ろした。

　……あれ？

　どうしたんだろうか。てっきり僕は感激しながら我が子を抱き上げたりするもんだと思っていたのだけれども。それとも感動が過ぎて腰でも抜かしたのだろうか。

「……旦那様」

　それからブルークは妙に低い声で僕を呼んできた。

「なに？」

　とブルークに歩み寄りながら、僕は開かれたままの扉から光流ヒカルさんが入ってくるのを見た。息を切らしているのは、我が子誕生の報ほうを受けて駆け出したブルークの後を追って、彼も走ってきたからだろう。

　それはさておき──

「あっしも父親となりやした」

「うん、そうだね。おめで──」

「父親となったからには──」

　言って何故か手に持っていた鎌を高く振り上げるブルーク。

　いやあの。こんな部屋の中で、何するつもり──

「我が子の不始末の責任、あっしが！」

「ス、ストップストップ！　エルビア！　止めて！」

「はいっす！」

　そのまま自分の左腕に鎌を振り下ろそうとするブルークを、エルビアが後ろから飛びついて止めてくれた。しかし全身でしがみつきつつも、エルビアはそれが精一杯らしく、ブルークから鎌を取り上げるには至らない。両者の力は拮きつ抗こうしていて……ブルークの腕がエルビアをぶら下げるような形でぶるぶると震えていた。

「止めるな狼おおかみッ！　旦那様、あっしの腕一本でどうか」

「いいから、そんなことしなくていいから!!」

　悲鳴じみた声で僕はそう叫んだ。

　だから僕はスプラッタとかそういうの苦手なんだってば。

　僕とブルークの関係は、あくまで主人と使用人。使用人の子供が主人に悪さを働いたとなれば、責任を取らなければ、とブルークが考えたのは分かるけれども。

　それで腕一本落として、文字通りに落とし前を付けようとか……明らかに考え方が極端すぎる。ヤのつく自由業の方々でも指一本だぞ。あっちの業界も昨今、近代化が激しくて、そういうしきたりも減ってきたって聞いたことあるけど、まあ、それはさておき。

「リザードマンって肉食だっけ？　生まれたばかりだから、人間のこと、食べてもいいと思ってるのかもね」

　と言う美み埜の里りさん。

　フォローのつもりなんだろうけど、微妙にフォローになってない気がする──っていうか僕は獲物かよ。いやまあ獲物なんだろうけど。生後数時間で自分よりでかい獲物を狩るとか……実にアグレッシブな赤ちゃんだけども。

「と、とにかく、まだ生まれたばかりで言葉も通じない赤ん坊なんだから、仕方ない、仕方ないから、気にしてない、いいね？　大した怪我でもないし！」

　言いながら僕は嚙かまれた手を背中側に回して隠した。実はものすごく痛いんだけど、それを言えばブルークは是が非でも自分の腕か脚を切り落とそうとする気がするので、とりあえず我慢である。

「でも生まれたばっかりでもうこれだけ動けるとかびっくりだよ……リザードマンの成長速度ってずいぶんと速いんだね」

　とりあえず僕は、少し別の方向に話題を逸らすことにした。

「確かに人間様に比べると速いと思います」

　ようやく鎌を持つ手を、エルビアごと下ろしながらブルークがそう答えてきた。

「その日のうちに歩き始めやすし、喋しやべるのはだいたい、三日目か四日目辺りからかと」

「え、そ、そんなに早いの!?」

　人間なんて、立って歩くのに一年、まともな言葉を口にできるようになるのもそれくらいだと聞いた覚えがある。その場合でも単語が一つか二つ程度で、意味の通る一文を口にするようになるのは、三歳とか四歳辺りからだったはずだ。

　早熟にもほどがある。

　というか、実はリザードマンって人間より賢いってことになるんじゃ……？　でも知能的に成長しきるのが早いだけで、その上限は人間と変わらないってことなんだろうか。

　よく分からない。なんだか生物としてはかなり不自然な気もするんだけども。

　まあ、もともと魔法があって、ドラゴンもいる異世界だしなあ……

「そうだ、ブルーク」

　僕は『本当、気にしてませんよ』的な笑顔を取り繕って言った。まあ僕らがブルーク達の表情が分からないのと同じく、ブルーク達はブルーク達で僕らの表情が読めない可能性はあるけれども、それはともかく。

「早く赤ん坊を抱っこしてあげなよ」

「……ありがとうございやす」

　ブルークはそう言って床から立ち上がる。

「はい、ブルーク」

　シェリスが彼に歩み寄って、赤ん坊を手渡した。

　ブルークは──

「…………」

　恐る恐るといった様子で赤ん坊を受け取る。

　それから、腕の中で元気よく暴れる赤ん坊を、彼はしばらく無言で見つめていた。

　感動しているようにも、困惑しているようにも、見える。

　僕らは僕らでそんなブルークを、固かた唾ずを吞のんで見守っていたのだけれども。

「──シェリス」

　ふと思い出したかのようにブルークは言った。

「はい」

「ありがとう」

　ブルークはただ、ぽつりとそれだけを口にした。

　僕らは続きを待ったけれど、彼は黙ったままだ。

　そして──

「はい」

　シェリスがそう応じる。

　こちらもただそれだけ。

　照れてるわけでも、他の言葉が出てこないわけでもないのだろう。互いに信頼があるからそれで充分ということだ。ツーカーの仲ってこういうことなのね。

　なんかこう、格好良いね、この夫婦。

　なんだか僕まで少し嬉うれしくなった。
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　ブルークと赤ん坊の感動的な対面の──後。

　改めて僕達は居間に集まって『お披露目会』となった。要するにせっかくだからブルークの新しい家族と、僕達も親しみたかったのだ。

　リザードマンの赤ん坊というとどうしても、なんというか……その、人間の赤ん坊に比べて見た目がキッツい感じかと思っていたのだけれど、ぱっちり開いた円つぶらなまん丸お目々が思いの外ほか愛らしくて、いい意味で予想を裏切られた感があった。

　まあ、確かに蛇とかも気持ち悪がる人は多いけど、よく見ると可愛い目してるしね。

　爬は虫ちゆう類るいを飼う女性も多いって聞いたけど、鱗うろこさえ平気なら、これでなかなか親しみやすい顔をしているとも言える。

　ともあれ──

「そういえば名前ってどうなったの？」

　ソファに腰掛けて、居間に敷かれた絨じゆう毯たんの上で、ころころ転がっている赤ん坊を眺めながら、僕はブルークとシェリスに尋ねた。

「へい。マーニャ、と名付けようと思っておりやす」

「いい名前だね」

　名が体を表すっていうか、可愛い感じだ。

　というか改めて気付いたけど、女の子なのね。

　ミュセルとエルビアは、マーニャの隣にしゃがみ込んで、ころころ転がっているその様子を楽しそうに眺めていた。マーニャは一応、立って歩けるみたいだけれど、まだ平衡バランスをとるのには慣れていない感じで、三歩ばかり歩いてはころん、と転がるというのを繰り返している。小柄なのと、反射的に身体を丸めるせいで、こけても平気みたいだった。

「あ、あの、シェリスさん」

　ふと──ミュセルが、どこか緊張した面おも持もちで、シェリスに顔を向ける。

「はい、なんでしょう？」

「さ、触らせていただいても、いいでしょうか？」

「はい、どうぞ」

　シェリスはあっさりと頷うなずく。

「え。だ、大丈夫？」

　と僕はもう穴だらけになっている右手を意識しつつ尋ねてみるも、ミュセルはマーニャの可愛らしさにすっかりやられているようで、『大丈夫です、たぶん』などと根拠のないことを言って手を伸ばしていく。

「…………」

　マーニャは……自分に向かって伸ばされるミュセルの手を、きょとんとしたように見ている。特に襲いかかるような仕草は見せないけれども、マーニャに限らず、爬は虫ちゆう類るいっていうのは実際に嚙かみつく瞬間っていうのは、まるで別の生き物みたいに素早い。

　僕は固かた唾ずを吞のんで見守っていたのだけれど──

「可愛い……！」

　嚙みつかれることなんて全然なくて。

「…………」

　マーニャはおとなしく、ミュセルに頭を撫なでられていた。むしろもっと撫でれ、とばかりにミュセルの方に自分から近づいてぐりぐり頭を押しつけている。

　これを見て──エルビアまで何か変なスイッチが入ったみたいで。

「ア、アタシも！　アタシもいいっすか!?」

「ええ。というより、抱っこします？」

　両手をわきわきさせているエルビアを見てそう尋ねるシェリス。

「いいんすか!?」

「あ、わ、私も……」

　ミュセルと交代してエルビアがマーニャの頭を撫でたあと、シェリスがマーニャを抱き上げた。それから、まずミュセルの腕にマーニャを渡す。

「わぁ……」

　マーニャを腕に抱き、ミュセルが感嘆のような声を漏らす。
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「わ、私の抱き方、大丈夫でしょうか……!?」

「リザードマンは、人間様やエルフ、ウェアウルフと、かなり違いますから……」

　シェリスが言った。

「本来は、子供を運ぶ場合は抱き上げるのではなく、子供の方が親の身体にしがみつきます。多少、適当に抱いても、子供の方が座りの良い姿勢を求めて動いてくれますよ」

「あ、そういうものなんだ」

　と感心する僕。

　まあ考えてみれば、五人も六人も同時期に生まれるとなると、親は抱えて歩くのにも無理がある。ある種の動物は──哺乳類でも、子供に、自分の身体にしがみつかせてから運ぶみたいだけど、リザードマンもそれに近いんだろう。

　また『抱く』というのは基本的に授乳のための行動なわけだけど、リザードマンは授乳しないというか、僕にマーニャが嚙かみついて歯形付けてくれたことからも分かるように、生まれたての赤ん坊でもすでに固形物を食べられるのだ。

　まあ、僕達の世界にいる爬は虫ちゆう類るいって、たいてい、産みっぱなしで親は子供の世話とかしないみたいだしね。そのことを思うと、むしろリザードマンは子供をちゃんと面倒見るし、卵も基本的に親が守るみたいだから、むしろ子育てという面に関してはかなり人間寄りと言えるんだろう。

「アタシも！　アタシも！」

　マーニャを落とさないよう緊張しているらしいミュセルの周りを、エルビアがぴょんぴょん飛び跳ねた。尻尾をぶんぶん振って、ずいぶんな興奮ぶりである。ただしボールに対する興奮とは違っていて、我を忘れている感じはない。

　うーん。普段の言動を見ている限り、あんまりエルビアには母性を感じないけど、やっぱり本能としてしっかりあるんだな。

　しかも──

「私も……」

　その様子を見て、美み埜の里りさんがソファから腰を上げる。

　おお。美埜里さんまで。

　マーニャはミュセルの腕からエルビアへ、さらには美埜里さんの腕へと渡されていく。本人はバケツリレーみたいに次から次へと抱く相手が変わることも特に気にした様子はなく、暴れず、実に大人しい。

　うーん。リザードマンの子供って、ものすごい勢いで言葉を学習して喋しやべるようになるっていうけど……もう『この人達は味方だ』って学習したんだろうか。むやみやたらと嚙みついてはいけない、的なことを覚えたというか。

　だとしたら──

「ぼ、僕も！」

　僕もソファから立ち上がる。

　なんだかんだで可愛いものは僕も好きなのだ。

「あ、光流ヒカルさんは？」

「私は見ているだけで充分です。小さすぎると、逆に不安で」

　光流さんは苦笑を浮かべて片手を振った。

　ああ──分かる。迂う闊かつに触って壊しちゃわないかっていう不安だ。

　だけど僕の場合、先にがっぷり嚙かみつかれて振り回しちゃった経緯があるから、マーニャがそんなに脆もろい存在だとは思わない。

「マーニャちゃあーん」

　僕は美み埜の里りさんの隣に行くと両手を広げる。

　あ、やばい、声がもう自然に猫ねこ撫なで声ごえだ。

「事案が発生しそうですね」

「失礼なこと言うな！」

　ととりあえず光流さんに突っ込んでおいてから、僕は美埜里さんの腕からマーニャを受け取る──

「ぎうっ」

「ぬっぎゃあああああ!?」

　その瞬間、マーニャは勢いよく僕の腕に嚙みついていた。

「こ、こら！」

　慌てたシェリスが、マーニャを僕の腕から取り上げる。

　とりあえず今度はマーニャはすぐに顎を開いてくれたけど、やっぱり僕の左腕の肘付近にくっきりと歯形がついていた。痛い。

「シンイチ様、大丈夫ですか？」

「う、うん……」

　ミュセルに聞かれて頷うなずく僕。

　大丈夫じゃないっていうか、ものすごく痛いんだけど、まあ、傷そのものは深いってわけじゃないし。消毒さえしておけば問題ないだろう。

　でも──

「な、なんで僕だけ……？」

　ミュセルにもエルビアにも美埜里さんにも、大人しく抱っこされていたのに。

　人間だから？　でもそれは美埜里さんだって同じだ。

　それとも男には嚙みつくのか？

「も、申し訳ございやせん旦那様！」

　僕が首を傾かしげているとブルークが再び床に座って、どこからか取り出した鉈なたを振り上げる。

「この責任はあっしが！」

「いや、いいからいいから！　やめて！」

　今度は頼む必要もなくエルビアがさっと手を伸ばしてブルークの手から鉈なたを取り上げてくれた。というか、なんでそんなもの持ち歩いてるんだよ、ブルークも！　スプラッタ禁止！　お願いだから！

　しかし……

（これが『親』なんだよなあ）

　なんて思ったりもする。

　普段のブルークは落ち着いている。もともとリザードマンの表情は読み取りづらいけど、それを抜きにしても、ブルークはあんまり喜怒哀楽が激しくないというか、どっしり構えていて、彼が動揺する姿とかあんまり見たことがない。

　だのに今の彼はマーニャが何かするたびに、ジャンピング土下座からの切腹コンボをしかねない勢いだ。子供が生まれると親馬鹿スイッチが入る、なんて話を前に聞いたことがあるけれども……今のブルークもその状態なのかもしれない。

　なんていうか、見事な父親っぷりとも言えるわけで。

　僕としては責められるはずもない。

　しかし──本当にどうしてだろうか。

「ねえ、光流ヒカルさん、マーニャ抱っこしてみてよ」

　僕はソファの光流さんを振り返って言った。

「え、私ですか？」

「男だから僕に嚙かみつくのかなって思って」

「ブルークにも嚙みつかないじゃないですか」

「じゃあ人間の男だけとか？　その場合でも、光流さんが抱っこしたら嚙みつかれることになるよね？」

　これで光流さんも嚙みつかれれば、マーニャは『人間の男性を選んで嚙みついている』ということになる。僕だけわけも分からず仲間外れにされていると、どうにも落ち着かないので、その辺をはっきりさせておきたいのだ。

「……つまり、私に身体を張って実験台になれと？」

　呟つぶやきながら、光流さんは冷たい目で僕を見据える。

「僕だけ仲間外れとか寂しいじゃん」

「貴方あなたって人は……まあ、いいですけど」

　光流さんは溜ため息いきを一つついてソファから立ち上がり、シェリスに歩み寄る。なんだかんだ言って彼もマーニャを抱っこしてみたいとは思っていたようだ。

「嚙みつこうとしたら、すぐに取り上げてくださいね」

　そんなことをシェリスにあらかじめ言いながら、光流さんは注意深い動きで、その腕にマーニャを受け取る。

　緊張しつつその様子を見守る僕達。

　マーニャは──

「…………」

　大人しく彼の腕に抱かれていた。

　いや。大人しいどころか、甘えるように光流ヒカルさんの腕や身体に頭をすり寄せている。

「…………」

　光流さんの表情が、緩んだ。

　やっぱり自分より小さな可愛い生き物に懐かれるのは悪い気分ではないのだろう。彼は左腕でマーニャを支えつつ、右手でその頭を撫なでるが、やっぱり嚙かみつかれるようなことはなかった。

「きゅう」

　それどころか甘えるような声を出してたりする。

　なんなんだ、なんなのこの差は!?

「なんで!?　どうして僕だけ!?」

　不公平だよ！

　僕が何をしたっていうんだ！　いやまあ、最初に箒ほうきの先で突いたけれども。

　恨まれてる？　僕、恨まれてるの？

「それとも、光流さんが男の子だって気付いていないってこと!?」

「その可能性はないとは言い切れませんけど……」

　光流さんは首を傾かしげながら言った。

「むしろ……一種の『刷り込み』じゃないですか？」

「へ？」

「あるいは単にこの子にとって慎しん一いちさんは『格下』扱いとか」

　ミュセルへマーニャを渡しながら、光流さんはそんなことを言い出した。

「どういうこと？」

「ほら、動物って弱そうな相手を選んで襲うじゃないですか」

「そんな！」

　そりゃ引きこもり生活が長かったせいで、筋肉とか体力に自信はないけれど！

「リザードマンの生態についてはよく分かりませんけど、ひょっとしたら、最初に嚙みついた慎一さんを覚えていて、餌だと思ってるのかも」

「そんな刷り込みいらないよ!?」

　刷り込みって、最初に見たものを親と思ってついて回るとか、そういう微笑ましいもんでしょ!?　何その、弱肉強食ジャングルの掟おきて、みたいな殺伐系刷り込み!?

「私達はどうだったかしら……」

「覚えてねえな……」

　とシェリスとブルークも首を傾げている。

　まあ生まれたてのときのこととか、覚えてなくても当然だけれども。

　確かに、哺乳類、爬は虫ちゆう類るい、なんていう言い方からしても分かるように──親から授乳してもらうわけではないリザードマンは、生まれて早々に自ら餌を食べるわけで。爬は虫ちゆう類るいの多くが卵を放置して、子供を育てないことを思えば、本能として彼らは狩猟をすることになる。

　でもってあれか。

　マーニャにとって僕は『初めての獲物』か。

　僕が敵と戦ってやられそうになっているときに『待ちな。そいつはアタシの獲物だ』とか割り込んできて助けてくれたりするのか。ツンデレか。いやそうじゃなくて（動揺のあまり錯乱中）。

「そんな……」

　あまりといえばあまりな説に僕はがっくりうなだれる。

〈アミュテック〉社に突然のマーニャ萌もえの波が到来しそうな中……僕だけが蚊か帳やの外とか、あまりにも寂しい。

「……本当にそう思ってるの？」

「ぎう」

　半信半疑でマーニャに尋ねてみれば、マーニャはミュセルの腕の中で、まるで肯定でもするかのように、小さな手で万歳をしてみせた。
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「…………」

　息を潜めて僕は物陰からマーニャを見つめていた。

　気分はほとんど、幼児を狙う変質者である。光流ヒカルさんじゃないけど、何もしてなくても事案とか発生しそうだった。

「……ぎう」

　マーニャは庭で一人遊びをしている。

　僕以外の皆は、それぞれ仕事をしたり用事があったりで、いない。でもってリザードマンの子育ては基本放置らしいので、マーニャも庭で勝手に遊んでいる。屋敷の敷地から出ない限りは、マーニャを脅おびやかすような危険も──たとえば羽車に轢ひかれたりとか──ないだろう、という判断だ。

　マーニャはわりと上機嫌っぽい。

　雑草を毟むしってみたり、穴を掘ってみたり、虫を追いかけたり。

　ころころと興味の対象を変えながら楽しそうにしていたマーニャは──

「ぎう？」

　しかしふと、物陰から見つめる僕の存在に気付いたらしかった。

　きょとんといった感じで首を傾かしげる。

　僕は木の陰から出ると、ゆっくりと、そんなマーニャに向かって歩み寄った。

　マーニャは、僕を見つめたまま動かない。ただ丸い目で僕を見上げている。

「ふっ……」

　僕は口の端にニヒルな笑みを浮かべた。

　光流ヒカルさんの説によると、マーニャは僕が弱いから、格下の生き物で、だから僕を獲物として認識しそれを覚えている──とのことだけれども。機械じゃあるまいし、学習能力の高いリザードマンならば、僕がマーニャよりも力が強くて大きいのだということを改めて分からせれば、認識に上書きができるのではないかと僕は思った。

　けれども、だからってマーニャに襲いかかって殴るとかそーゆー無茶な真似もできない。なので、こう、『うわ、慎しん一いちさんハンパねっす！』的な感じでマーニャが感心してくれるような何かをしてみせればいいのではないかと思い至ったのだ。

　ということで──

「ふふふふ」

　僕は低い声で笑いながら急きゆう遽きよ創り上げた『木もく人じん』を茂みから引っ張り出した。

　アレだ。少林寺とかなんかで、こう、拳法の練習に使ったりする木製人形っていうか木製サンドバッグっていうか、そんな感じ。脚のところに重りが仕込んであるので、起き上がり小こ法ぼ師しみたいに、ちょっとやそっと殴ってもすぐに復帰してくる仕掛けだ。

「ぎう？」

　何それ？　といった感じでやっぱりマーニャは不思議そうに僕と『木人』を見上げている。僕は『木人』を立たせると、二歩ばかりさがって、構えをとった。

　そして──

「──ほあたッ！」

　パンチ一発。

　これは綺き麗れいに『木人』の顔面に入って大きく揺れる。

　よし。良い感じだ。

「ほおおおおおおお……あたたたたたたたたたた！」

　僕は続けて連打ラツシユに入った。

　日本国拳法九条裏奥義、攻こう撃げき即そく最さい大だい乃の防ぼう御ぎよ拳けんッ!!（今考えた）

　僕の放つ拳を喰くらって、右に左にと揺れる『木人』。

「よし、とどめだ！」

　気をよくした僕は見栄えの良い回し蹴りに移る。

「ほあたあッ!!」

　遠心力を加えた僕の蹴りが『木人』を大きく傾かせる。茂みの枝か何かに引っかかったのか、『木人』は斜め六十度くらいに傾いた状態で、止まった。

　うん。よしよし。

　僕は満足して、一連の僕の動きを見つめていたマーニャに向き直る。

「奴はもう死んでい──ぶへっ!?」

　決め台詞ぜりふを口にしている最中に、いきなり振り戻ってきた『木もく人じん』がぶつかってきた。予想外の一撃に僕は脚をもつれさせ、転んでマーニャの前に倒れた。

　ああああああ、格好悪い！

　しかしマーニャはそんな僕を嘲笑するわけでもなく、円つぶらな瞳でじっと見つめてくる。

　ええと。最後はともかく、僕が強いというのを刷り込むことには成功した？

「…………」

　僕は身体についた土を払いながら身を起こすと、片膝ついた状態でマーニャに向けてゆっくりと手を伸ばし──

「まらんえまむ！」

　がぶっ、と嚙かみつかれた。

　シェリスやブルークの言う通り──リザードマンの子供は言葉を覚えるのがやたら早い。

　未いまだに「ぎう」と意味のない鳴き声を発していることも多いけれど、生後三日で、シェリスのことをママあむあむ、ブルークのことをパパあぷあぷと呼び、たまにカタコトでエルダント語を喋しやべるというか、ぶつ切りながらも単語を口にしたりもする。

　ちなみに、マーニャは日本語とエルダント語の通訳機能を果たす魔章指輪は着けていない。でも僕もエルダント語は日常会話程度ならばなんとか聞き取れるので、マーニャの口にする言葉は理解できた。

「つっ……」

　ぎりぎり、と小さいながらも鋭い牙が、僕の手に食い込んでくる。

　だが僕はここで叫び声を堪こらえた。叫んでは駄目だ。悲鳴を出しては駄目だ。僕がマーニャより強いのだと、上なのだと思わせるためには、彼女の攻撃など僕には痛くも痒かゆくもないのだと分からせねばならない──というか『はあ？　今なんかしたか？』ってな感じでどっしり構えていなければならない。たぶん。

　ふっ……と僕は唇の端を吊つり上げた。

　余裕の笑みというやつだ。痛いけど我慢。

　そして──

「ほら、痛くない、痛くない」

　さながら、こう、キツネだかリスだかよく分からない生物を手て懐なずける某アニメのヒロインのよォに……！　ここが踏ん張りどころだ、加か納のう慎しん一いち！

「ぎうっ！」

「痛くないっ！」

「…………」

「……痛くな……」

「…………」

「…………」

「…………」

「でもやっぱり痛あああああああ！」

　いや本当に痛いんだよこの子の牙は！　小さいけど鋭いのなんの！　一度にまとめて三十本くらい注射されてる感じで!!

　僕は腕をばたつかせてマーニャが離れるようにと仕向けるものの、むしろマーニャはマーニャでここが踏ん張りどころ、とばかりにがっちり食いついて離れてくれない。やむを得ず僕は左手で拾った樹の枝を、強引にマーニャの顎の隙間に差し込んで、梃て子この要領でこれをこじ開ける。

　なんとか牙が僕の手から抜けた。

　あああああ。もう本当に僕の右手穴だらけだよ……あと何回か集中的に嚙かまれたら、散弾銃喰くらったみたいにぐじゃぐじゃになりそう。

　マーニャはじっと僕を見上げながら──

「……まらんえまむ」

「まんまじゃない！」

　物ほしそうにそう言われて僕は思わず叫び返していた。

　というか、やっぱり僕のことをご飯と思ってるのか、このお子様はッ！

「ああもう……」

　マーニャと出会って今日で五日目。

　僕と彼女の関係は、ずっと、捕食者とその獲物のままだった。
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　前途多難だった。

　そりゃもう絵に描いたような低迷ぶりだった。

　この数日……僕は何度もマーニャと仲良くなろうと試みた。四よつん這ばいで目線の高さを合わせてみたり、玩具で釣ってみたり、時には後ろからいきなり抱っこしてみたり。けれどそのたびにマーニャは「まらんえまむ！」と叫んで僕の腕や指、時にはジーンズを突き抜ける勢いで牙を立て、身体のあちこちに彼女の歯形が刻まれている状態だった。

「痛い……」

「大丈夫ですか、シンイチ様」

　傷口に薬が沁しみて、僕は呻うめく。

　今──僕は居間でソファに座りながら、手だの足だのあちこちミュセルに手当てをしてもらっている状態だった。マーニャの牙はまだ小さいというか細いので、あちこち出血して大変、というわけではないのだけれど、細かな傷口を大量に作るので、とにかく薬を塗るたびに痛いのである。

「大丈夫じゃないけど大丈夫」

　僕は苦笑を取り繕ってそう言った。

「ごめんね、ミュセル。ありがとう」

　ミュセルにお礼を言いながら、改めて身体を見ると、僕の腕や足は、包帯だらけになっていた。絆ばん創そう膏こうだともう追っつかなくなってきているのである。

「それにしても……どうやったら、獲物じゃなくて友達になれるのかなあ」

　僕は溜ため息いきをついてそうこぼす。

「もう諦めた方がいいんじゃありません？」

　どこか呆あきれたような声で言ってきたのは、隣のソファに腰を下ろして本を読んでいた光流ヒカルさんだった。彼は、肩を竦すくめながら読んでいた本を閉じると、僕を──というより、僕の体の包帯や、指に刻まれた嚙かみ跡あとを見て言った。

「これ以上傷を増やせば、ブルークが切腹しかねませんよ」

「うーん……」

　なんか容易にその場面が想像できて、きつい。

「一応、長袖長ズボンにしてるんだけどね」

　ミュセルが包帯を巻き終えたので、捲まくっていた袖を戻しながら、僕は光流さんに言った。

　まあ確かにこれ見よがしに包帯とか巻いていたら、ブルークがまた責任を取るとか言い出しかねない。子供のしたことだから責任も何もあったもんじゃないと僕は思うけど、まあ彼の立場ではやはり『ですよねー』とへらへら笑っているわけにもいかないだろう。というかリザードマンの笑顔って見たことないけども。

　まあそういうわけで、僕が連日、マーニャに挑んでは敗退していることはブルークやシェリスには言ってない。

「痛い思いをしてまで、わざわざ仲良くなろうとしなくても、いいと思いますけど」

「けどこのまま僕を獲物として扱って、人間全般を餌だと思い込むようになったら困るじゃない？　今は僕が嚙みつかれるだけで済んでるけど、もし屋敷に遊びに来たペトラルカに嚙みつくことでもあったら……」

　それこそブルークが切腹しても足りないくらいの責任問題に発展しかねない。エルダント帝国のリザードマンが絶滅させられかねなかった。

「慎しん一いちさん以外に嚙みつくことはないようですし、大丈夫だとは思いますが……もしそうだとしても、しばらくは人間と会わせないようにしたらいいんですよ。リザードマンの成長はずいぶんと速いみたいですし、もう少し言葉が分かるようになったときにちゃんと言えば……」

「光流さんの言うことも分かるんだけど」

　光流さんを遮って、僕は苦笑した。

「やっぱりブルークとシェリスの子供だし、僕は仲間なんだって、早く知ってほしいんだよね」

　というか僕だけ仲間外れというのはやっぱり寂しい。僕以外の皆にはマーニャも懐いているのである。ブルーク達は今後もこの屋敷に住むわけだし、彼らの子供と僕が接触しないように気を遣い続ける、というのもちょっと現実的ではないし。

「だ、大丈夫です、シンイチ様」

　ミュセルは手当てを終えると両手の拳を握りしめて言ってきた。

「シンイチ様なら、マーニャちゃんと、きっと、仲良くなれます！」

「ミュセル、根拠のない楽観はむしろ、慎しん一いちさんを追い詰めますよ」

　と冷ややかに光流ヒカルさんが言ってくる。

　相変わらずきついな、この人。正論だけど。

「根拠はあるというか……」

　ミュセルは何故か少し目を伏せて言った。

「私……少し人見知りというか、このお屋敷に来る前は、上手くお勤めできないことが多くて……なのにシンイチ様は……そんな私を……」

「人見知り？　ミュセルが？」

　意外なぶっちゃけ話に僕は目を瞬かせる。

　少々気が弱いとか、ドジだとかいうことはあると思うけど、彼女が人見知りだなんて今まで知らなかった。

「そんな感じは全然しないけど」

「それは、ですから、シンイチ様のお側そばでお勤めさせていただいたからで……」

　ミュセルによると、以前の奉公先では、『気がきかない』『とろい』という理由で周囲からよく責められていたらしい。僕達のところに来るまで三軒ばかり貴族のお屋敷で働いていたみたいだけど、どこも短期で──いわばお試し期間中に解雇されたんだとか。

　ハーフエルフであるという負い目があるので、いちいち他人に話し掛けることにも躊ちゆう躇ちよしていたらしく、先任のメイドさん達とも打ち解けられず、いじめられ、孤立して……とか、そんな感じだったみたい。

　そういえば初めて会ったときにも、ちょっとしたことでえらく『[image: ]られる！』とばかりに怯おびえていたけれども。あれもどうやら『ここを追い出されたらもう次はない』と思い詰めていたから、らしい。

　まあ、当時の僕はミュセルが人見知りだとか、内心の不安を隠して無理に明るく振る舞っていたとか、まるで知らなかったから、『メイドさんキター！』とかはしゃいで、むしろ、お喋しやべりしなきゃ損、くらいのノリで自分から積極的に彼女に話し掛けていたけれども。どうもそれが良かったらしい。

「だからシンイチ様のおかげ……です」

　と頰ほおを赤らめてミュセルは言う。

　ををう。可愛い……

「あー。はいはい。ごちそうさまです」

　何故かうんざりした様子でそう言って、光流ヒカルさんは溜ため息いきをつく。

　なんだよ。

「まあ慎しん一いちさんがどうしてもというのであれば、止めませんけれど」

「うん。まあもうちょっと頑張ってみる」

　とりあえず脱『まらんえまむ』状態目指して僕は決意を新たにするのだった。
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　ミュセルは優秀なメイドさんだ。

　この屋敷に来るまではどこでも長続きしなかったなんて話も聞いたけれど……だからこそ彼女がこの屋敷に勤めることになったのだと思えば、僕達にとってはそれは幸いだったとも言える。

　特に料理に関しては、これ以上を望むのは無理だってくらいに、彼女は優秀だ。

　おそらく以前の勤め先では先任のメイドさん達や、専属の料理人が新人メイドの彼女を厨ちゆう房ぼうに入れなかったのだろう。だから彼女の腕前というか、料理に関する感性の鋭さを知らないままだったのではないだろうか。

　ミュセルは料理に関して細かな気配りを見せてくれる。

　この屋敷にはハーフエルフである彼女自身の他に、人間、ウェアウルフ、そしてリザードマンと三つの人種というか種族がいるわけだけれども……彼女はそれぞれに調理法や食材を変えて別の料理を出してきてくれるのだ。

　ウェアウルフであるエルビアは嗅覚や味覚が僕らより鋭いということで、見た目こそ同じでも、火は軽く通すだけで、味付けも軽く。

　そしてブルークとシェリスの食事は、彩りこそ考えられて皿に並べてはいるものの、食材は基本、火を通さず生。野菜は、加熱処理のない漬物とかは大丈夫。種類を増やすために果物も一緒に出していることが多い。

　そんなブルークとシェリスの子であるマーニャも、量こそ控えめだけれど、食材は同じである。二人の間で、ブルークが作った子供用の椅子に座らされ、マーニャはがじがじと勢いよくピクルスみたいな漬物を丸のままかじっている。

「美お味いしいですか？」

「うー！」

　優しい笑顔でミュセルが尋ねると、マーニャは口をもぐもぐさせながら頷うなずいた。

　いかにも幼児って感じで、この辺はリザードマンも人間も大差ない。ミュセルでなくとも、もう見ているだけで頰ほおが緩んでくる。

　そんな中──

「──旦那様」

　ふとブルークが話を切り出してきた。

「突然で申し訳ありやせんが、明日一日お暇をいただけやせんか。妻と共に『里帰り』してきたいんで」

「里帰り？」

「正しくは部族の居留地です。羽車を使えばここから半日といったところです」

　とシェリスが言った。

「あ、そうなんだ。もちろんいいけど──どうしたの、急に？」

　別に止める理由はない。

　しかしブルークもシェリスも今まで居留地に戻るなんてことなかったわけで、急にそれを言い出したってことは何か理由があるのだろう。

　ブルークは昔、部族の英雄と呼ばれた男だったというし、シェリスさんも族長会における有力族長の娘らしいし、部族に何かあれば、呼び出される可能性は高い。単なる里帰りならば『ああいいよ、行っといで』と気楽に言えば済むことだけど、何か深刻な問題でも生じているから、それの対処に──というのであれば、僕らに気を遣ってる場合じゃない。一日といわず、何日か帰るべきだろう。

　しかし……

「マーニャのことを部族の長おさ達へ報告に行こうと思いやして」

「あ、そうなんだ。というか、まだしてなかったの？」

「すべての卵が孵かえってからにしようと思ってやしたが……」

　ちなみにマーニャが生まれてから今日で九日目。他の卵はまだ孵っていない。

　予定ではそろそろのはずだけれど。

「何なに分ぶん、マーニャは早生まれ過ぎるようで」

　ブルークは自分の隣に座っているマーニャを見る。はち切れそうなほど頰ほおに食べ物を詰めたマーニャは、ブルークの視線に気付いて顔を上げ、首を傾かしげた。

　その仕草がなんというか、本当に──ああもう、可愛いなあ！

「暖かければ孵ふ化かが早まるってえ話はあっしも聞いたことがありやすが、それにしても他の卵と差が開きすぎておりやす。族長に報告がてら、部族の古老達に、その辺の話をちと尋ねてこようと」

　ああ──なるほど。

　とりあえずマーニャは元気そうだけど、何か後から早生まれ過ぎることの問題が出てこないとも限らない。過去の類例にあたってみて、これからの育児の参考にしたいということらしかった。

「それに、他が生まれてからだと、なかなか時間を取れない場合もあるかと思いやして、それならまだ一人だけの今のうちに、と」

「そういう事情なら構わないよ、もちろん」

　そう言ってから僕はミュセルの方を見る。

「あ、でもミュセル、一日、仕事一人になっちゃうけど大丈夫？」

「あ、はい。私は、大丈夫です」

　急に話を振られて驚いたのか、少し慌て気味に頷うなずくミュセル。

　まあ、シェリスが来るまではミュセルも一人でやってたわけだし、明日は学校も休みだから、僕も家事を手伝えば、一日くらいはどうにでもなるだろう。

「すみません、ありがとうございます」

　とシェリスが頭を下げ、さらにブルークが頭を下げる。

　両親のその行為をどう思ったのか、マーニャまで真似して頭を下げてきたので、僕達はつい笑ってしまう。

「マーニャはいつも通り勝手に遊んでいますので、気にしないでください」

　最後にシェリスがそんなことを言ってきた。

「一緒に連れて帰るわけじゃないんだ？」

「羽車は途中までで……最後の方は岩山の、マーニャと一緒だと厳しいような道も通りやすので。それに今回は顔見せのつもりでもありやせんので、なるべく身軽に」

「なるほど」

　人間の子供だと生後十日なんてまだ親から引き離せるような状態ではないけれど……マーニャはすでに自分で歩き回るし、固形物だって食べる。だからこそ山歩きには連れて行かない方が安全だろう。好奇心に任せて勝手に歩き回られたら、大変だ。

「分かった。マーニャのことは僕らに任せて」

「主に慎しん一いちさん以外でちゃんと面倒を見ますから」

　と光流ヒカルさん。

「光流さんはどうしてそういうこと言うかな！　いじめっ子？　いじめっ子なの？」

「慎一さんは一日でも早く『まらんえまむ』の地位を脱する努力をしてください」

「むう……」

　そう言われては返す言葉がない。

「みんなの言うこと、聞くんですよ」

「ぎう」

　シェリスがマーニャへ言い聞かせるように言うと、マーニャは勢いよく片手を挙げた。





[image: ]






　翌日、ブルークとシェリスは早い時間に屋敷を出て行った。

　ブルークとシェリスがいなくても、屋敷の生活はいつも通り。

　ミュセルは屋敷の家事をしているし、エルビアは部屋に閉じこもって絵を描いている。学校が休みのため、美み埜の里りさんと光流さんもそれぞれ自分の部屋にいる。

　そして僕は──

「よし……！」

　朝食後、ミュセルに用意してもらった果物を持って、庭に向かった。

　果物は僕のおやつではなく、マーニャにあげるものだ。

　マーニャに果物を手ずから与えることで、僕が獲物でなく、ご飯やおやつをくれる人、と認識させようという作戦だった。つまりは、餌え付づけだ。なんだかちょっと情けない気もするけど、中途半端に格好をつけたやり方アプローチはことごとく失敗しているので、もう僕としてもなりふり構わなくなってきていた。

「今日こそは……！」

　これ以上、いつブルークが切腹を始めるかとドキドキするのは僕の精神衛生上もよろしくない。

　僕は木の陰や草むらに隠れながら、庭で遊んでいるはずのマーニャの姿を探す。

　いきなり声を掛けたりすれば嚙かみつかれる恐れがあるので、タイミングを見ながら前に行き、果物を渡すつもりだった。

　もう気分は野生動物の保護官だ。

「……それにしても、今日はちょっと暑いな」

　今日はいつもより日差しが強い。

　庭を歩いていると額に汗が浮かんできた。それを服の袖で拭いながら、しばらくマーニャを探して歩き回っていた僕は──ふと、僕に背を向けるような格好で地面にしゃがみ込んでいる彼女を見つけて足を止めた。

　どうやら土を弄いじって遊んでいるらしい。

　──よし。

「マーニャ」

　名前を呼ぶと──なんだかやけにゆっくりとした動作で、マーニャが顔を上げて、それから僕を振り返ってきた。

　先手必勝……！

　嚙みつかれる前に素早く手を引っ込める心積もりで、僕は指先でつまんだ果物をマーニャへと差し出した。これなら、嚙みつこうとしても、先に果物が彼女の口の中に入る。果物には目もくれず、脇から僕の手に嚙みついてきたら意味ないけど。

「はい、これ」

　少しドキドキしながら、僕は期待を胸に彼女の反応を待つ。

「…………」

　マーニャはじっと果物と僕の指先を見つめていたが。

　不意に──ぐらりとマーニャの身体が揺れた。

「え……？」

　嚙みつかれるのを警戒していたために、僕は手を伸ばすのが遅れた。マーニャはそのまま立ち直ることなく、ぽてんと地面の上に横たわってしまう。転んだとかそんな感じじゃない。むしろこれは──気絶して倒れた感じだ。

「マーニャ!?」

　力なくぐったりとしているマーニャを見て、僕は咄とつ嗟さに果物を放り出すと、マーニャの身体に両手を伸ばした。

　普段であれば、即座に嚙みついてくるのだけれど、今はそんな様子もない。不気味なくらいに大人しいその身体に触れると、普段は鱗うろこもあってひんやり冷たい感じのその身体が、妙に温かい──というか熱い。

「だ……誰かっ！」

　マーニャの身体を抱き抱えると、僕は一目散に屋敷へ向かって駆けた。

　子供ながらもずっしりと重いその身体は、しかし、脱力しきってなんの反応も示そうとはしなかった。
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「どうしたものかしらね……」

　僕の部屋の床に寝かせたマーニャを見下ろしながら美み埜の里りさんが呟つぶやいた。

　彼女だけでなく、この部屋にはミュセル、エルビア、それに光流ヒカルさんと──ブルークとシェリスを除く、この屋敷の住人全員が揃そろっている。

　僕が運び込んだマーニャを寝かせたのは美埜里さんで、今、彼女の頭に載っている濡ぬれた布はミュセルが持ってきたものだ。ちなみに最初はベッドの上に寝かせていたのだけれど……熱が出ているならば床の方が放熱に良いのではないか、と提案してきたのは光流さんである。確かにブルーク達の小屋には椅子やらソファやベッドの類いがなくてゴザだけだから、リザードマンの身体にはむしろ床や地面に直接、の方が都合が良いのかもしれない。

　だけど僕達にできたのはそこまでだった。

　マーニャはリザードマンである。僕達とは明らかに身体構造が違う。

　異種族でも、同じ哺乳類に属するということで、まだエルビアならば僕達に近いだろうけれど……リザードマンに関しては、対処法が想像もつかない。彼らにはどんな薬が効くのか、いや、そもそも人間用に作られた薬をリザードマンの、それも生後一ヵ月も経たっていない子供に飲ませて良いのかどうかすら分からない。

「エルフやウェアウルフは、熱を出したときどうするの？」

「人間と同じっす。薬を飲んで、大人しく寝て……」

　美埜里さんに問われてエルビアが困惑の表情でそう答える。

　まあそうだよね。

「でもリザードマンの場合は……すみません、リザードマンは所属部隊も違ったので、私も細かいことはよく……」

　とミュセルも申し訳なさそうに言う。

　ミュセルはメイドになる前は、帝国市民としての立場を得るために、軍に所属していたことがあるらしい。なので簡単な応急手当てができる程度の知識は持っているし、傷を治す為の魔法とかも覚えているらしい。しかし生態はもちろん、能力も明らかに違うということで、ミュセルはリザードマンと同じ部隊にいたことがなく、彼らの発熱についての対処法は知らないとのことだった。

　ブルークとシェリスは、明日の朝まで帰ってこない。

「とりあえず駐屯地の方と連絡を取ってみる。他にもリザードマンはいるだろうし」

　そう言って美み埜の里りさんがまず居間を出て行った。

　帝都マリノスにはもちろん、ブルーク達以外にもリザードマンはいる。彼らと連絡が付けば、何かこの症状について教えてもらえたり、対処法を教えてもらえたりするかもしれない。

「……私は少し仮眠をとっておきます」

　そう言って光流ヒカルさんも部屋を出て行った。

「後で看病の交替をする必要があるでしょうし」

「あ、アタシもだれかリザードマンいないか、探してくるっす！」

　そしてエルビアも部屋を出て行った。

　ここにいてもできることは特にない以上、二人の判断も間違ってはいない。

　ミュセルも改めて冷水を汲くみ直してくるために部屋を出て行った。

　そして──最後に僕とマーニャだけが部屋に残される。

「…………」

　床の上で横になっているマーニャは、やたらに小さく見えた。

　いや。実際に小さいのだ。

　リザードマンとはいえ彼女はまだ生まれて間もない子供だ。

「歯は痒がゆいなあ……」

　そんな小さな子が苦しんでいるのに僕は何もできない。

　僕はとりあえずマーニャの横の床に自分も横たわって、様子を見た。呼吸はしているようだけれども、瞼まぶたは閉じたまま……いっそがぶりと嚙かみついてきてくれればとさえ思うけれど、身動きする様子はない。

　僕がマーニャに添い寝しながら溜ため息いきをついていると……少し遠慮がちに扉を叩たたく音がした。

「シンイチ様、ミュセルです。入ります」

　僕が身を起こすのと同時に、ミュセルが合い鍵で部屋に掛かっている魔法の鍵を外して入ってきた。彼女の手には小さめの桶おけが提げられている。

「水を入れてきました。ときどき布を濡ぬらし直そうと思いまして」

「うん、ありがとう」

「マーニャちゃんは……」

　ミュセルは僕の隣まで歩いて来ると、床に桶おけを置く。

「ずっと苦しそうだよ」

「そう……ですか」

　苦しげな呼吸を繰り返しているマーニャを見て、ミュセルの表情も哀しげに曇る。

「あ、あの、シンイチ様」

「うん？」

「マーニャちゃんは私が看みておきますので……」

　僕は別室にでも行って休んでくれ、と言いたいようだったけれども。

「あ……いや。僕が看るよ」

　と僕が苦笑して言った、そのとき。

「……う……？」

　苦しげに固く閉じられていたマーニャの目が、うっすらと開いた。

「マーニャ？」

　僕は再び床に這はいつくばるようにしてマーニャの顔を覗のぞき込む。

　少し意識が戻ったのか、マーニャがゆっくりと顔を動かして僕を見返してきた。

「……ぎ……」

　額に載せられていた濡ぬれた布がずり落ちる。

　僕は反射的にそれを直そうと手を伸ばし──

「……っ!?」

　その手にマーニャが嚙かみついた。

「シンイチ様!?」

　ほとんど反射的にミュセルが僕とマーニャの間に割って入ろうとする。しかし僕は空いていた左手を振って『いや、大丈夫』と彼女を制した。

「シンイチ様……」

「……痛くないよ」

　ミュセルにというより、マーニャに向けて僕はそう言った。

　熱のせいだろう。嚙みつく力はいつもに比べてずいぶんと弱い。そりゃあまったく痛くないってこともないけれど、我慢できないほどではない。

　いや、むしろ嚙みついてくれたのが嬉うれしくさえ思う。

　マーニャが手を嚙んだまま、僕の顔を見上げている。

「うん。痛くない」

　呟つぶやきながら僕は、マーニャの頭を左手で撫なでた。

　マーニャは何も言わず、ただ、嚙みつくのをやめた。小さな牙は僕の手から抜けて──しかしマーニャは僕の手から口を離さず、代わりに細い舌で僕の手をしきりに舐なめてくる。

　何か味でもするんだろうか。

　そんなことを考えつつ──

「ミュセルも忙しいでしょ。何かあったら呼ぶから、僕に任せて」

　やがて僕の手をしゃぶりながらマーニャが眠ったのを確認すると、僕はミュセルを振り返ってそう言った。

「はい。でも何かあればすぐにお呼びくださいね」

「分かってる」

　ミュセルの持ってきた桶おけに改めて布を浸しながら、僕は頷うなずいた。
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　どうやら──いつの間にか眠ってしまっていたらしい。

　昨日、交替にと訪れた光流ヒカルさんに『まだ大丈夫だから』と言って看病を続けたのだけれど、マーニャの隣で横になっているうちに、つい寝ちゃったようだった。冷たい板張りの床に直接横になっていたので、眠り込んじゃうこともないだろうと思っていたのだけれど。

「…………えっと」

　僕は目を瞬かせる。

　僕が眠りに落ちる前に最後に覚えているのは、目の前で眠るマーニャの顔だ。いったん目覚めた彼女はもう一度僕の手をしゃぶったまま、少し安心したのか、また眠ってしまった。起こしたくなかったので、僕は手をくわえさせたまま、側そばで添い寝していたのだ。

　しかし──

「マーニャ？」

　目の前に見えるのはただの床だ。

　マーニャの姿が、ない。手をしゃぶっていた彼女の口と舌の感触も、ない。

「マ、マーニャは……!?」

　顔から血の気が引くのが分かった。

　マーニャがいない。僕が眠っている間に何があった？　あんな高い熱を出してぐったりしていたのに、いったいどこに……？　自分で歩き回れるとはとても思えないし──

「どうしよう」

　僕は慌てて身を起こし、部屋の中を見回して──

「……!!」

　愕がく然ぜんとして凍り付いた。

　部屋の隅にマーニャがいた。

　いたけれど、それは──

「マーニャ……！」

　僕は慌ててマーニャに駆け寄る。

　彼女は壁を向いて身体を丸めるようにして蹲うずくまっていて、その顔は見えない。しかしその頭部に大きな傷が付いているのが見えた。僕が眠っている間に、動き回ってどこかにぶつけてしまったのだろうか。

　僕はなんて失敗を……！

　傷の具合を確かめようと僕はマーニャに触れた、その瞬間。

「──え？」

　べしゃりとマーニャが、潰れた。

「ひえっ……!?」

　情けないことに僕は悲鳴を上げてしまう。

　マーニャが、まるで中の空気を抜いた浮き輪みたいにべしゃんと潰れてしまったからである。すでにその姿は無事とは言い難いものになっていた。車に轢ひかれたカエル同様、まるで──

「……って」

　そこでようやく僕は気付いた。

「皮……？」

「……うぎ？」

　いつの間に来たのか──呆ぼう然ぜんとする僕の横でマーニャが首を傾かしげていた。

「マーニャ!?　え？　あ、そうか──」

　僕が最初に見つけたのは、マーニャの『皮』だ。皮だけだった。

　中身はそこから抜け出していたのだ。多分、ベッドの向こう側にでもいたのだろう。

　要するにマーニャは脱皮したのだ。あまりに綺き麗れいに皮を『脱いだ』ので、分身したみたいに彼女の姿が残っていたのである。頭部の傷も、そこから脱いだ、ということだろう。

「ああああああ……」

　僕は安あん堵どでその場に座り込んでしまう。

　それから、不思議そうに僕を見つめている彼女に、呼び掛けてみた。

「マーニャ」

「う？」

「熱は？」

「ぎ？」

　首を傾げるばかりでよく分からない、といった様子だ。

　だがこれならばたぶん、もう熱は引いたのだろう。マーニャはむしろ吞のん気きそうに大きく欠伸あくびをしている。少なくとも苦しそうな様子はまったくなかった。

「良かった──」

　僕が胸を撫なで下おろしていると、部屋の扉が叩たたかれる音がする。

　歩み寄って開けると、そこにはミュセルと、そしてブルーク、シェリスの姿があった。どうやら二人が帰ってきたので、そのままここに連れてきてくれたらしい。

「シンイチ様、マーニャちゃんの様子は……？」

　不安げに尋ねてくるミュセル。

「あ、それが──」

「おかーりえもくれう」

　すると僕の足元から、ひょっこりと廊下に、マーニャが顔を覗のぞかせた。

「マーニャちゃん？」

　元気な様子のマーニャに、ミュセルが驚いたように目を丸くする。

「あの──ブルーク、シェリス、ちょっといい？」

　マーニャはミュセルに任せ、僕は二人を部屋の奥、ぺしゃんこの二次元トカゲ状態になったマーニャの皮を示した。

「これは──」

「これって病気とかではないよね？」

「へい、ただの脱皮で」

「でもずいぶんと綺き麗れいに脱げていますね……」

　二人はそう言ってくれた。

「とりあえず病気ではないんだよね？　よかった……」

　僕は肩の力を抜いて長い息を吐く。

　爬は虫ちゆう類るいが脱皮するのはまあ常識だけど、リザードマンの脱皮なんて──脱皮した後の皮なんて初めて見たから、これが普通の状態かどうか、僕には判断がつかなかったのだ。

「すいやせん、旦那様。この時期のリザードマンの子供は、最初の脱皮をするんで。あっしらには当たり前のことなもんで、お伝えするのを忘れておりやした」

　ブルークが頭を下げてそう言ってくる。

「いやいや、いいよ。僕も初めにそういうの、聞いておけばよかった」

「では脱皮の際、リザードマンは熱が出るのですか？」

　マーニャを抱きながらミュセルがそう尋ねてくる。

「いえ、必ずしも、そういうわけではないのですが……」

　とシェリスが答えた。

「体温調節が上手くできなかったのかもしれません」

「体温調節？」

「生まれたての子供は蓄熱が上手くできないので……」

　変温動物と恒温動物という言葉がある。

　恒温動物というのは、僕達人間を含む、哺乳類なんかがそうで──自分で熱を作り出して、体温をおおむね一定に保つ生き物だ。

　対して変温動物というのは、外気温の影響を受けやすく、体温の幅がけっこう、大きい生き物を言う。代表的なのは蛇やトカゲだ。

　ただ……では蛇やトカゲは常に外気温と体温がほぼ同じかというと、そんなこともない。

　変温動物でも熱が必要ないということではない。体内の化学反応は、多分に温度に影響される。素早く動きたければ、筋肉が反応できるだけの化学反応をさせねばならず、そのためにはある程度の熱が必要になる。

　だからトカゲや蛇は、日光浴をして身体の内部に熱を溜め込んで──蓄熱して、それから活動を開始することが多いという。あまりに身体が冷えると体内の各種化学反応が落ち込んで身動きできなくなる。場合によってはそのまま擬似的な死の状態──冬眠状態に入ってしまう。

　この辺りまでは僕も本で読んだことがある。

　で──リザードマンの場合。

　彼らも当然のように蓄熱をして動き回るわけだけれど、マーニャはもともと、普通よりも早く孵ふ化かしたからか、かなりの熱を体内に溜め込んだままだったらしい。これで新陳代謝やら何やらが少し狂ってきて、脱皮するのにも、高熱を発してしまったのではないか、との事だった。

　あるいは必要以上に溜めすぎた熱を、脱皮と共に放出したのか。

「そういえば昨日は、日差しがいつもより強かったですもんね」

　納得した様子でミュセルが頷うなずいた。

「とにかく、元気になって良かった。もう気が気じゃなくて──」

「ありがとうごぜえやす、旦那様」

　ブルークが改めて僕に向けて深々と頭を下げてくる。

　さらにシェリスもミュセルの方を見てから、夫同様に僕に頭を下げてきた。

「私達が帰るまで、ずっと側そばについていてくださったそうで……」

　どうやらミュセルが看病のことは二人に伝えたらしい。

「ああ、いや、結局僕は何もしてないし、熱を下げたのはマーニャ自身の力だし」

　しかも途中で僕、眠っちゃったし。

　だからこうやってブルークとシェリスに頭を下げられてしまうと、逆に困るというか、なんだか居心地が悪い。

「顔を上げて。ね」

　二人をそう促してから、僕はマーニャの方を振り返る。

　彼女はミュセルに抱っこされたまま、きょとんとしていた。

　見た限りだと本当にもう回復しきって健康体そのもの、といった感じである。

「本当に、よかった」

　僕は笑いながら、マーニャに手を伸ばした。そのまま頭を撫なでようとする。

　すると案の定、元気になったマーニャは、口を開けて、僕の指に嚙かみついてきた。

「こら！」

　それを見て、ブルークが慌てて手を伸ばしてくる。

　しかし──

「ああ、いいよ、ブルーク、大丈夫」

　嚙かみつかれてもいいというか、嚙みついてくれた方がもう安心できる。

　というか………………あれ。痛くない。

「マーニャ……？」

　名前を呼ぶと、マーニャは僕の指から口を離した。

　それから改めて細い舌を伸ばして僕の指をぺろぺろと舐なめ始める。

　おお……！　たった一日でこのレベルアップ！　『マーニャはスキル：甘あま嚙がみを覚えた』ということか！

　などと僕が喜んでいると。

「シーイチ」

　その一言に僕は目を丸くした。

「い、今、僕の名前！」

「はい、聞きました！」

　ミュセルと顔を見合わせて僕は拳を握りしめる。

　聞き間違いなんかじゃない。マーニャは僕の名前を呼んでくれた。どうやら僕はようやく彼女に『まらんえまむ』ではなく『仲間』だと認識してもらえたらしい。

「シンイチ様がお優しい方だと、分かったんですよ」

　なんてミュセルが言ってくれて。

「うわぁ……」

　どうしよう。嬉うれしい。なんだかちょっと泣けてきたくらいに。

　しかしブルークはむしろ窘たしなめるように低い声で──

「旦那様だ。呼び捨てにすんな」

　なんて言っていたりする。

　いや、こんな子供にそんなこと言っても。

「いいんだよ、ブルーク」

「いえ、そういうわけには……」

「いいから。マーニャと僕は別に主従関係でもないしね」

　そう言って僕は改めてマーニャの頭を撫なでる。

「……ぎう」

　今度こそ嚙みついてくることもなく、リザードマンの女の子は、どこか──甘えたような声を上げた。
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　それから二日後。

　マーニャ以外の卵も孵かえり……屋敷はずいぶんと賑にぎやかになった。

「ぎう！」

「ぎう？」

　生まれた赤ん坊はそれぞれ、屋敷の庭を覚おぼ束つかない足取りで歩き回り、土をほじくり返して虫をつまみ出したり、あるいは自分達でつかみ合いとかしたりで、赤ん坊同士、楽しそうに遊んでいる。

　やっぱり人種を問わず、手足の短い、丸っこい子供が、楽しそうに遊んでいる姿は見ていて頰ほおが緩んでくる。

「うるさくてすみません……」

　その様子に、ブルークとシェリスが申し訳なさそうに頭を下げてくる。

　どうも、普通のリザードマンの子供達はここまで活発ではないらしい。マーニャのことも併せて考えると、二人の子供がやたら活発なのは、彼らの居留地よりも標高の低い、平均気温もやや高めの土地だから──というのはあるのかもしれない。酸素が濃くて気温も高い場所ならば、当然に多くの生き物は活発になる。

　まあそんな小難しい理屈はさておき。

「いいじゃない、元気なことは」

　庭へ赤ん坊の様子を見に来た僕らは、微笑ましいその光景に全員が笑顔だ。

「そういえばマーニャは？」

　遊ぶ赤ん坊達の中にマーニャの姿がなくて、僕は首を傾かしげる。

「たぶん、いつも通り庭のどこかで遊んでいるのではないかと」

　そうシェリスが答えた。

　僕がマーニャの姿を探して辺りを見回していると、赤ん坊達が『遊んで！』とばかりに僕達の方に駆け寄ってきた。

「あっ──」

「こら！」

　ミュセルのスカートの裾を引っ張ってじゃれついたり、エルビアの尻尾に興味を示して抱きつこうとしたり、美み埜の里りさんに抱っこしてもらおうとしたり、光流ヒカルさんに何を言っているのか分からない幼児語で話しかけていたり。

　ブルークとシェリスは一応、窘たしなめているようだけど……何なに分ぶん、親は二人、子供は五人なので追いつかない。皆は皆で、勝手が分からず多少戸惑ったりしながらも、それぞれ楽しそうに子供達の相手をしている。特に光流さんはゴスロリ衣装をあちこち引っ張られて大変そうだ。

「仕事の邪魔はしないよう言い聞かせますので」

　そんなシェリスの言葉に頷うなずいていると──赤ん坊の一人が、よちよちと歩きながら、僕に近づいてきた。

「うぎ？」

　赤ん坊はじーっと僕を見上げてくる。

　その様子に孵かえったばかりのマーニャを思い出す。

　僕は笑顔を浮かべてしゃがみ込んだ。

「どうしたのー？」

　そして赤ん坊の頭を撫なでようと手を伸ばし……

「ぎうっ」

　がぶっ。

「痛!?」

　勢いよく指に嚙かみつかれて、僕は悲鳴を上げた。

「シ、シンイチ様!?」

　僕の悲鳴を聞いて、ミュセル達が振り返る。

　と──同時に。

「うぎ！」

「うー！」

　とかなんとか声を上げながら他の赤ん坊も一斉に僕のところに駆け寄ってくる。そしてブルークやシェリスが止める間もなく僕の腕や脚に嚙みついてきた。

「い、痛い痛い！　えっ、な、なんで!?」

　他のみんなにはあんなにじゃれついてたのに、どうして僕にだけ!?

「やめなさい！」

　シェリスが一人ずつ僕から引き剝はがしては、ミュセルやエルビア、美み埜の里りさんに渡していく。赤ん坊達は何故か彼女らには大人しく抱っこされていて、嚙みつくような素振りはまったく見せなかった。

「獲物扱いは、マーニャだけじゃなかったんですね」

　と光流ヒカルさんが腕を組んで頷うなずいている。

「不思議よね」

　美埜里さんも赤ん坊を抱きながら苦笑する。

「獲物扱いされるような何かが、滲にじみ出てるんでしょうか」

「はっ!?　まさか誘い受けフェロモン……！」

「ＢＬじゃないから！　性的な意味じゃなくてストレートに喰くわれてるから！　──っていうか、話の前にまず助けて!?」

　あんた僕の護衛でしょうが！

「あ、あっしが……あっしが子供達の代わりに責任を……！」

　でもって、今ひとつ緊張感のない美埜里さん達とは対照的に、ブルークがどこからか取り出した鎌を肩に当てているので、ミュセルとエルビアが慌ててこれを止めていた。

　ともあれ──

「どうして僕だけええ!?」

　もう全身歯形だらけである。

　気分はピラニアの群れに襲われる哀れな牛さんだ。

　無理矢理引き剝はがすわけにもいかず、僕が半泣きで耐えていると……

「だめとんとさむ！」

　強い口調でそう命じる誰かがいた。

　同時に近くの草むらから何かが飛び出してきて僕の前にやってくる。

　それは──

「マーニャ……」

　庭のどこかで遊んでいたらしい、マーニャだった。

「かむえちぶ、だめとんとさむ」

　マーニャは、僕に嚙かみついている赤ん坊達の顔を一人ずつ覗のぞき込んで、そう言う。

　すると驚いたことに──何度かマーニャが注意すると、赤ん坊達は彼女の言うことを理解したらしく、牙を抜いて僕から離れていった。

「おお……」

　僕達はただ呆ぼう然ぜんとその様子を見守るばかりだ。

　そういえば、人間の場合も、赤ん坊同士では大人には分からないが意思疎通ができている……なんて話を前に聞いたことがある。二歳くらいの、カタコトで喋しやべり始めた子供に『通訳』を頼むと、赤ん坊が親の胎内にいたときの記憶や、『前世』の記憶を語ってくれることがあるとか。

　まあ、それがどこまで本当の話かはともかく。

　マーニャが、他の赤ん坊とある程度意思疎通ができているのは確からしい。

　離れていく赤ん坊達を見み遣やりながら、マーニャは何やら満足げに鼻息を吹く。

　リザードマンなのでやっぱり表情は分からないのだけれど、さしずめ、ドヤ顔ってところだろうか。

「あらあら、お姉さんぶって」

　と美み埜の里りさんが笑いながら言う。

　ああ、なるほど、姉として弟や妹を窘たしなめてくれたわけか。

「しかし慎しん一いちさんも侮れませんね」

　光流ヒカルさんが感心した様子で言った。

「マーニャまで落とすなんて……女の子なら見境なしですか」

「いやちょっと待って？」

　なんでそういうことになってんの!?

　ミュセルやエルビアや美埜里さんも頷うなずいてるし！

　いやまあ、ミュセル達については、言い訳できないかもしれないけど、わざとじゃないし、だいたいいくら僕でも生後一歳未満の小さい子供とかに変な気は起きないし！　というかそもそもリザードマンだし！　アメリカの方じゃドラゴンフェチなんて嗜し好こうもあるみたいだけれども、僕、日本人だし！

　だいたい、親であるブルークとシェリスの前でそんな話されても困るし！

「……くっ」

　ブルークが何か耐えるように短い息を吐いて。

「だ、旦那様であれば……」

「やめてよねブルーク!?」

　そんな忠誠心要いらないから!!　ブルーク達には失礼かもしれないけれど、リザードマンはもう完全に、遥はるか彼方かなたに対象外だから！

「ぎうー！」

　わいわいと──僕らがそんな益やく体たいもない話で盛り上がっている横で、マーニャは弟や妹の世話に走り回っていた。遊び相手になってあげたり、これはいいあれはダメと何やら注意をしていたり。

　ついこの間まで──本当につい数日前まで──同じくらい小さかった赤ん坊が、お姉ちゃんぶっているのは、確かにすごく微笑ましい。

　そして僕らは……学校に出かける時間が来るまでずっと、マーニャとその兄弟姉妹が遊ぶのを眺めて和なごみ続けたのだった。
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　ガルド工房。

　神聖エルダント帝国の住人でその名を知らない者はいないだろう。

　大人はもちろんだが、幼い子供ですら、物心つく頃にはガルド工房の刻印が入った玩具で一度は遊んでいるはずだ。帝都マリノスには他にも幾つか工房は存在するが、規模においてガルド工房に匹敵するものはない。おそらく神聖エルダント帝国全体でも──否、周辺諸国を見回してみても皆無だろう。

　工房と単に呼ばれているものの、もともとはマリノス北部に広がる各種の鉱物の採掘場を坑道で繫つないでできた広大な地下区であり、単に採掘場や大小の工房だけでなく、そこで働く者達──大半はドワーフだ──の生活のための設備も揃そろっている。このため、俺達ドワーフはこの地下区を創り上げた自負を込めて、密かに『地下のアンダーマリノス』などと呼ぶ場合もある。

　ガルド工房で働く者は五千人を超える。

　帝都にいる二万人余りのドワーフは、そのほとんどがガルド工房の職人か、さもなくばその家族や関係者だ。

　当然、その生産能力は他の工房とは桁違い──玩具、食器等の日用品から、芸術品、武器、挙げ句には兵器まで、金属や石材、もしくは粘土といった様に、土に由来する品ならばなんでも用いて作る。さすがに木工だけはエルフどもに一いち日じつの長ちようがあるのは認めるが、連中とて、実際の作業には俺達の作った鑿のみや金かな槌づちを使っている状態だ。

　そのガルド工房を取り仕切る長おさ──責任者がこの俺、すなわちライデル・ガルドである。

　ガルド家はエルダント城の建築に際して多大な貢献をしたということで、亜人種でありながらも帝国の貴族に準じた扱いを受けている。これだけ巨大なガルド工房を創り上げることができたのも、帝国から各種特権を授かっているからだ。

　ちなみに、ガルド家に限らず、亜人種は貴族扱いされてはいても領地は持てない──人間の貴族のように一定範囲の土地を封ほう土どとして皇帝陛下から下か賜しされてはいない。特に徴税権に関しては亜人種に許されることは皆無だ。

　だがその代わりに、ガルド家は、ガルド工房の──つまり帝都北部から近隣地域に広がる広大な地下領域の管理を事実上、任されている。日々拡張される地下坑道は時に水脈や温泉に行き当たることもあり、それらを利用してガルド家は副次的な収入を得ていた。

　ゆえに……地下領域の拡張は、通常の生産作業とは別に俺達の重要な仕事だ。

　より広く。より深く。俺達は常にガルド工房の拡張に努めている。

　だから──

「親方！」

　呼ばれて俺は顔をしかめつつ振り返る。

　一本の坑道を、部下の一人が駆け寄ってくるのが見えた。

「親方と呼ぶんじゃねえと言ってるだろうが」

「すいません、親方」

　部下は素直に頭を下げてくるが、なかなか、使い慣れた呼称を改めるのは難しいようだ。いつまでも『親方』では格好がつかないからと、〈アミュテック〉社に倣ならい『支配人』と呼ばせようとしているのだが……これが、どうにも上手くいかない。

　それはともかく。

「まあいい。で──どうしたよ？」

　確かこの部下は『穴掘り組』の一人だ。

　わざわざ坑道の拡張担当者──すなわち『穴掘り組』の者が俺のところにまでやってくるとなると、現場の者だけでは処理しきれない状況に行き当たったということだろう。

　落盤事故でも起こしたか。

　掘削には俺達ドワーフお得意の魔法を使うことも多いが、魔法は微妙な加減ができないこともあり、手作業で掘り進むことも少なくない。規模の大きい岩山ならともかく、柔らかな土ど砂しやをいきなり魔法で退どけると、その効果時間を過ぎたとたんにいきなり崩落して坑道そのものが潰れたり、地盤沈下で地上に洒しや落れにならない影響を及ぼしたりもする。

　拡張作業は俺達にとって日常だが、それは見た目以上に危険が伴うものだ。

　しかし──

「妙なものが発掘されまして」

　部下は焦燥というより、困惑の表情でそう言ってきた。

　どうやら緊急事態というわけではないようだ。

「発掘？」

　俺は眉を顰ひそめた。

　新しい鉱脈の類いが見つかった、というのならばわざわざ『発掘』などという言葉は使うまい。単純に見つかりました──で済む。ましてやその後に、曖昧な表情を浮かべて口ごもる必要もあるまい。俺は目線で続きを促してみたが、部下は髭ひげの下で口をもごもごと動かすだけで、それ以上は何も言ってこない。

　既存の言葉では表現しきれない何かが見つかった、ということだろう。

「分かった。見に行こう」

　俺はそう言って部下の背中を叩たたき、坑道の奥へと向かった。

　当然のことながら──掘削作業中の坑道は、金網や鋼はがねの支柱で随所に補強されているものの、大半の部分では土や岩やらがそのまま露出しており、とても床や壁や天井と言えるような状態ではない。通路というよりはただの穴だ。

　もちろん、足場も悪ければ空気も悪い。

　先に行けば行くほどに坑道の直径も小さくなってきて──やがて、二人か三人が並ぶのでも精一杯という状態になる。掘削で生じた土砂や砂じや利りを余よ所そへと運ぶ、小ミ型ニ傀ゴ儡ー人レ形ムの隊列を避けたりしながら、俺達は奥へ奥へと進んでいった。

　やがて──

「妙なものを掘り当てたって？」

　俺が声を掛けると、坑道の行き詰まり、土壁の前に立っていた『穴掘り組』の者が二人、こちらを振り返ってきた。

「親方……」

「だから親方と呼ぶなっつうに」

「すいません、親方……じゃなくて、ええと、なんでしたっけ？」

「……まあいい」

　俺は溜ため息いきをつきながらも『穴掘り組』の二人が示したものを眺める。

　それは、金属で造られたらしい、箱だった。

「なんだ、これは」

　俺は歩み寄って、地面に置かれたそれを見下ろす。

　形としては一方向に突出して伸びた、細長い形をしている。強しいて近い形状のものを挙げるならば棺かん桶おけだろう。もっとも俺達ドワーフ用というよりも、人間やエルフ用といった印象だが。だが人間やエルフの棺桶は普通、木製で、金属で造ったりはしない。

　しかも……大人の掌くらいの、同じ大きさの正六角形が、まるでタイルのように、その表面に等間隔で並んでいる。こんな整然とした模様が自然に生じるとは思えないので、間違いなく人工物だろう。

「掘り進めていくうちに中から出てきまして」

「…………ふうむ？」

　俺は部下達が見守る中、少し躊躇ためらいつつも拳でその表面を軽く叩たたいてみた。

　硬い。そして音は──ほとんど響かない。どうやら中身は詰まっているようだ。

　どうやら相当に長い年月、この地中に埋まっていたようで、表面にはあちこち土がこびり付いているが、その割には金属の表面に腐食した様子はない。

　いったいこれは……なんなのか。

　確かに問われて部下が口ごもったのも分かる。

　しかし──

「出てきたのはこれだけか？」

「ここはこれだけです。ただ隣の、赤の四十五番坑道の方からも何やら発掘されてるようですが──」

「隣……？」

　眉を顰ひそめてそう呟つぶやく。

　この坑道──赤の三十七番坑道と赤の四十五番坑道は、隣同士とはいえ、街でいえば通りを二つか三つ隔てたくらいの距離が開いている。遺跡の類いからまとまって棺桶やら貴重品やらが発掘されることはたまにある。だがこれだけ距離が離れていると、偶然なのか、それとも、必然なのか──由来を同じくする出土品がほぼ同時に発掘されたと考えるべきか、判断に悩むところだ。

「どうします？」

　最初に俺を呼びに来た部下がそう尋ねてくる。

「遺物ならば、コルドバル卿きよう辺りにお伺いをたてないといかんな」

　本来、帝国に存在するありとあらゆるものは、皇帝陛下の所有物であるというのが建て前だ。貴族の所領にしたところで、形式としては皇帝陛下から『貸し与えていただいた』ものという形になっている。

　だが先にも述べた通り、坑道を拡張していて出てきたものは、基本的に俺達の──ガルド工房のものにして良いということになっている。

　それはこうした出土品も同様だ。

　一目見て、古代の食器だ、一般庶民の装飾品だ、などと分かるような出土品ものは、いちいち下か賜しの手続きを取るのも面倒だということで、慣習的に俺達がそのままもらい受けて、売るなり使うなりしている。帝国の官かん吏り達もこの点については事実上、見て見ぬふりだ。

　だが……さすがにこの棺かん桶おけじみた代しろ物ものは、役得とばかりに着服してしまうには、不気味に過ぎる。

「傀儡くぐつで運び出せ。隣の坑道の連中も呼んでこい」

「へい、親方」

「だから親方じゃ──いや、いいから、急げ」

　俺はそう命じてから溜ため息いきをついた。
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　エルダント城。

　国と同じ名を冠されたこの城は、神聖エルダント帝国における政治、経済、そして文化の中枢であり、国家の象徴とも言うべき存在だ。岩山を一つくりぬいて作るという、豪放な建築法で作られたそれは、他に類を見ない巨大さであると同時に、この異世界でも屈指の規模を誇る巨大建築物なのだとか。

　もちろん、帝国という以上、この城は皇帝陛下の御ご座ざ所しよであり、すぐその裾野には城下町を擁し、城内で働く者は五千人を超える一方で……帝都が敵性勢力に攻撃されるような有事や、なんらかの祭事を除いて、城に庶民が出入りすることは許されていない。

　だからこそ、私が初めてこの城を訪れたときには、少し緊張した。

　城内のそこかしこで警備している兵士や騎士達が腰に提げているのは、紛うことなき本物、つまりは文字通りの真剣であり、彼らは不ふ埒らちな行いに出た庶民を切り捨てる権限を持っているだろうからだ。そしてここは私にとって初めて訪れる異世界であり、言葉はもちろん、何が無礼で何が無礼でないか──基本的な礼儀作法すら、私は理解していなかったからだ。それこそ、何の気なしに片手を挙げて頰ほおを搔かいたら、怒り狂った異世界人に決闘を申し込まれる、なんて無茶苦茶な可能性だってあった。

　とはいえ……何度となく訪れていると、そうした緊張感も薄れてくる。

　おおむねこの世界の常識というものも、礼儀作法を含めて理解できてきた。

　そうなると、今度は物語の──歴史物や幻想文学フアンタジーに出てくるかのようなこの城の中は、ただ歩いているだけでも俄が然ぜん、楽しくなってくる。

　豪ごう奢しやで煌きらびやかな内装は、もちろん、舞台のセットなどではなく、本物で。

　それらは誰も見ていないときでも、当然の如くそれらとしてあり続ける。

　要所に飾られる大きな肖像画。

　同じく通路に並べられた甲かつ冑ちゆう。

　石造りの階段や壁や床や天井。

　ランプで点々と点ともされた灯火。

　…………等々。

　本物の──現役の、お城。

　私はその中にいるのだという事実を嚙かみ締しめながら、いつもの如く、近この衛え騎士に案内されて歩いていた。

　もちろん、歩いているのは私だけではない。異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉、その関係者が一緒だ。総支配人の加か納のう慎しん一いちさん。そして私と慎一さんの護衛役を務める女性自衛官ＷＡＣの古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさん。この三人で謁見の間に向かっているのだ。

「〈アミュテック〉総支配人カノウシンイチ様、並びにアヤサキヒカル様、及びコガヌマミノリ様、御入来」

　これまたいつもの如く、扉を守る近衛騎士達が私達の来訪を告げる。

　幾つかある謁見の間のうち、私達が案内されたのは、いちばん小さな部屋だった。大臣やら何やらも同席の公式な形ではなく、私的な、あるいは人払いをせねばならないような内密の話を皇帝陛下とするための場所。

「──来たか」

　そう言って私達に目を向けてくるのは、銀の髪の可愛らしいペトラルカ・アン・エルダント三世皇帝陛下と、そして同じく銀の髪の凜り々りしい騎士──ガリウス・エン・コルドバル卿きようだった。

　ここまでは、いつもの『定期報告会』と変わりない。

　私達はほぼ毎日、登城して皇帝とコルドバル卿に、〈アミュテック〉社の活動内容とその成果について報告をしている。実質的には世間話に終始することも多いが。

　ただ──

「ロミルダ？　ガルドさん？」

　隣の慎一さんが呟つぶやくのが聞こえた。

　謁見の間で私達を待っていたのは、先の二人に加え、ドワーフの親子だった。

　ライデル・ガルド、そしてロミルダ・ガルド。

　前者は帝都マリノス最大の工房──ガルド工房の長おさで、後者はその娘だ。ロミルダは私達が運営する学校に通う生徒でもある。二人は笑顔でこちらに会え釈しやくしてきた。

「どうしたの？」

　慎しん一いちさんが首を傾かしげてそう尋ねる。

　ロミルダも、ライデルさんも、ここで──この小さい方の謁見の間で会うのは初めてだった。何か特別な事情があるのだろうか、と慎一さんは考えたのだろう。

「聞いてください、シンイチ先生！　ヒカル先生！」

　ロミルダが表情を輝かせて言ってくる。

　ドワーフである彼女は、背が低く、実際の年齢よりもかなり下に見える。ロミルダは顔つきも愛らしいうえに、言動が天てん真しん爛らん漫まんなところがあり、なおさらに見た目が幼い雰囲気になっているのだ。

「うちの工房から変なものが──」

「ロミルダ、陛下の前だ。慎め」

　そんなロミルダを諫いさめるのが、ライデルさんだ。

　同じドワーフでありながら、こちらは男性なので、立派な髭ひげを蓄えていることもあり、ずいぶんと厳いかめしい雰囲気だ。身長は私達よりも低いのに、全体的に筋肉質で──肉厚な感じで、そこに立っているだけでも威圧感があった。

「あっ──」

　ロミルダが慌てた様子で口をつぐんで玉座を振り返る。

　実のところ、ロミルダは映画の撮影やら、バーベキューやら、〈アミュテック〉絡みで皇帝陛下たるペトラルカと間近に接する機会も多く、『皇帝陛下を前に畏かしこまる』ということをつい忘れがちになってしまっているようだった。

　もっとも、その辺は陛下も同じらしく、彼女は特に怒った様子も見えない。隣に控えているコルドバル卿きようも苦笑を浮かべてはいたが、ことさらに、無礼を咎とがめだてようという様子はなかった。

「まあ挨拶は良い。それより、シンイチ、見てほしいものがあってな」

　と陛下は言うと、謁見の間の中央、台の上に置かれたその『変なもの』を指差した。

　すなわち、長さ二メートル余りの──金属の箱。

　他の二辺はそれぞれ六十センチ余りといったところか。おおむね人が一人入れそうなそれは、棺かん桶おけにも似ているが、表面は正六角形の模様に覆われていて、何か機械っぽい雰囲気も感じられる。

「棺桶？」

　私と同じ感想だったようで、慎一さんがそう呟つぶやく。

「──かどうかも、よく、分からん」

　とコルドバル卿が言った。

「ロミルダが言った通り、ガルド工房で発掘されたものらしくてな」

　陛下がそう言い添えてきた。

　発掘。つまり地中に埋まっていたものであるらしい。

「確かに棺かん桶おけのような大きさだが、こんな様式の棺桶など見たことも聞いたこともない。おまけにこれだけ単独で埋まっていたらしくてな」

　これはガルド工房が地下坑道を拡張中に見つかったもの──という話だった。

　最初は、どこかの墳墓か何かに行き当たったのかとも考えられたのだそうだが、それにしては玄室だのなんだの、墳墓としての構造は見当たらず、近くから出土するはずの副葬品の類いも見つからなかったという。

　もちろん、長い年月の間に墳墓は潰れ、副葬品も地殻変動だのなんだので潰れたか、土に還ったか、あるいは別の場所に移動したという事も考えられる──いずれにせよ、この『棺桶』はただ一つだけ、ぽつんとその坑道から見つかったらしい。

「しかもこの中身が、奇妙でな」

「え、ペトラルカ、開けたの？」

　慎しん一いちさんが驚いた様子でそう問うた。

　確かにこれが本当に棺桶であるならば、開けると中から出てきた木ミ乃イ伊ラとご対面──などということになってもおかしくない。ただ醜悪なだけならばまだしも、ある種の有害な微粒子や病原菌が一緒に封入されていて、開けた者が体調を崩す、ということもあり得る。有名な『ツタンカーメンの呪い』──かつてエジプトの王家の墓を開封するのに立ち会った調査隊の面々が次々に死んでいった事件は、これが原因だとする説もある。もっとも実際にはその連続死自体が、一種のデマというか出で鱈たら目めだという話だけれども。

　それはさておき……

「何が入ってたの？　腕？　やっぱり腕？」

「……なんで腕限定なんです？」

「開けて確認してみるが良い」

　陛下が顎をしゃくってそう言ってくる。

「えっ……？」

　慎一さんは不安げに私と美み埜の里りさんを見る。

　中にはやっぱり死体が入っていて、それがいきなり「あー」とか「うー」とか「六ろく道どう四し生しよう順逆の境を覚悟のうえ、冥府魔道に生きる」とか言いながら襲ってくるのではないかと警戒しているような顔だった。

「私が開けるわ」

　美埜里さんが苦笑してそう言うと、前に出る。

　慎一さんが躊ちゆう躇ちよする気持ちは分かるが、陛下が開けてみろと言っている以上、開けないわけにはいかない。美埜里さんは正六角形の模様の間に、一ヵ所、手を掛けるために設けられていると思おぼしき窪くぼみに指を入れると、ゆっくりこれを開いていく。

　中には──

「何コレ？」

　と美み埜の里りさんの脇から覗のぞいていた慎しん一いちさんがそう呟つぶやいた。

　干ひ涸からびた死体が入っている──なんてことはなく。もちろん、慎一さんの予想通りに腕だけが入っているということもなく。

　中身は半透明の何かで満たされていた。

　一瞬、液体のようにも見えたが、軽く美埜里さんが『棺かん桶おけ』の縁を叩たたいても、その表面に波紋は生じない。ということはおそらくこれは高い粘度を持った何か──ゼリーのようなゲル状の何かなのだろう。

　そしてよく見ると……その真ん中に、赤い、梅干しのような何かが、浮かんでいる。

　ゲル状物質が半透明に濁っているせいで詳細は判然としない。ただそれは不定形なゲル状物質の中で固体としての確たる輪郭を備え、奇妙に存在感を放っていた。

「ただの棺桶では、なさそうですね」

「うむ」

　私の言葉に陛下が頷うなずく。

　ではいったいこれがなんなのかと言われると、私にも分からないのだが。いくらこちらの世界がファンタジー風だからといって、スライムの棺桶というわけでもないだろう。

「入れ物がなんとなく棺桶っぽいというだけで、中身がなんなのか皆目見当がつかん。ガルド工房のドワーフ達も途方に暮れて城に持ち込んだというわけじゃが」

　そこで陛下は慎一さんの方を見る。

「シンイチ達の意見も聞こうと思っての」

　ライデルさんとロミルダがここにいるのは、ガルド工房を代表してということらしい。

「この国には類例がなくとも、ニッポンにはあるやもしれんと思うてな。何かコレに似たものを見た覚えはあるか？」

「ない……かなあ」

　陛下に尋ねられて慎一さんは首を捻り、次いで私達の方を見る。

　しかし私も慎一さん同様、これがなんなのか想像もつかない。入れ物の方も棺桶に似ているというだけで、何か別のもののようでもあるし。

「この中身とか、この中の球体みたいなものは、おもちゃとか食べものとしては見たことあるけど……」

　それこそ玩具としての『スライム』もしくは梅干しなどは、私も見たことがある。

　しかし梅干しをこんな中に埋め込みはしないだろうし、あるいはこのゲル状物質も、似たようなものは工業分野で使うことはあるかもしれないが、専門家でもない私達にはどういう用途に使うのかもさっぱり分からない。

「この球体、取り出せるのかな？」

「下手に触ったら何か起こるかもしれませんよ」

　私の言葉に慎一さんが慌てて手を引っ込める。

　正体が分からない以上、下手に触るべきではない。どうも慎一さんは麻ま痺ひしているようだが、ここは異世界であり、私達の常識は通用するようでいて、しない、ということもあり得るからだ。

「そうか、シンイチ達でも分からぬか……」

　陛下は唇を尖とがらせてそう言った。

　この可愛らしい皇帝はやたらと慎しん一いちさんを高く評価しているようなのだが、彼は学者でもなければ占い師でもない。いきなりこんなものを見せられても、分からないものは分からない、それが当然だ。

「ごめんね、役に立てなくて」

「いや、一応の確認じゃ。気にするな」

　と陛下は首を振る。

「宮廷魔法使い達が調べる手て筈はずは整えておるし、ガルド工房の方にも調査の者を遣やる予定にはなっておる。その前に少しでも手がかりが得られれば、と思った程度じゃ」

「そう言ってくれると僕としても気が楽だけど」

　と慎一さんは言って肩を竦すくめる。

「…………」

　私は改めてその『棺かん桶おけ』の中身を見つめた。

　じっと眺めていても、それはなんの動きも示さない。ゼラチン状のそれも、小さな赤い球体も、ただそこにあるだけだ。まるでその中だけ時間が止まっているかのように。

　なのに──

「…………」

　何故か私にはそれが、まるで『生きている』かのように見えた。
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　学校の授業が終わった後。

　私達はロミルダに招かれて、ガルド工房に出掛けることになった。

　あの『棺桶』の中身がなんなのかは、やはり分からないままだけれど、発掘されたという現場を見れば、何か思いつくことがあるかもしれない──ふと慎一さんがそんなことを言い出したからだ。

　そういうわけで私達はロミルダが学校に通うために乗ってくる『自家用車』に同乗させてもらうことになった。普通はここで、ダチョウのような鳥が引っ張る車──通称・羽車を使うのが常なのだが、ドワーフのお嬢様たるロミルダの乗る車は少し趣おもむきが違う。

　大型鳥の代わりに傀儡くぐつ人形が客車部分を引っ張っているのだ。

　雰囲気的には、人力車に近い。もちろん、人力車と違って座席は前後合わせて六人乗り、引っ張っているのもゴツゴツした傀儡人形が二体で、見るからに異様な感じである。もっともこのエルダントの民たみから見れば、私達の世界にある自動車などは引く動物もいないのに勝手に走るという意味で、異様だろうし、この傀儡くぐつ人形が発動機エンジンだと考えれば、むしろ私達にとっては馴な染じみ深い形式であるとも言える。

「それにしても、あれ、なんなんだろうね」

　客室の中で慎しん一いちさんがふと思い出した様子でそう言ってきた。

　ちなみに客席は前席と後席が向かい合う形になっていて、私の横にロミルダ、向かいに慎一さんと美み埜の里りさんという席順になっている。

「おもちゃ……ではなさそうよね。あれも何かの魔法具なのかしら」

　それに答えるのは美埜里さんだ。

「父の話では、見つかった棺かん桶おけはあれ一つらしいです」

　とロミルダ。

「あれ、ロミルダはその場にいなかったんだ？」

「はい。『穴掘り組』の仕事場は──坑道の拡張作業現場は危ないからって」

　そう言いながらロミルダは、肩から提げていた鞄かばんを、ごそごそと漁あさり出した。

「でもそういうところではたまに、いいものが出てきたりするんですよね」

　とロミルダが笑う。

「いいもの？」

「こんなのです」

　と言ってロミルダが鞄から取り出した小さな木箱を膝の上に載せると、蓋を開けて見せた。中を覗のぞいてみると──驚いたことに、そこには指輪や首飾りのような装身具が幾つか入っていた。

「え？　こんなの出てくるの？」

「はい。たまにですけどね」

　とロミルダは慎一さんに言った。

「ペトラルカに見せなくていいの？　これって……いわゆるお宝、だよね？」

「綺き麗れいですけど、こういうの、偽物が多いんですよ」

　とロミルダは言った。

　どうやらこれは模造品イミテーシヨンの類いであるらしい。使われている宝石に見えるものは硝子ガラス玉だったり、金属を薬品で染めただけのものだったり……いずれにせよ、特に高価なものではないのだとか。この手のものが一時期大量に出てきたこともあったらしく、いちいち帝国に申請して鑑定をするのも大変だということで、一見して分かるような品はドワーフ達の間で適当に処分して良い、ということになったらしい。

「一応、魔力鑑定はするんですけどね」

　とロミルダ。

　さすがにいつぞやに見たような──『禁忌の鎧よろい』や、ある種の魔法が掛かったままの品は危険だということで、魔力の有無だけはドワーフ達が調べるようだった。つまりこの木箱の中に入っている品々は良くも悪くも『ハズレ』だということだ。

「放っといたら捨てられちゃうことも多いんで、気に入ったものがあったら、もらうんです」

　そう言ってロミルダは指先で箱の中を漁あさっていたが。

「……あ、あった」

　それからロミルダは、何かを取り出すと、私に向けて差し出してきた。

「これ、見つけたときにヒカル先生に似合いそうだなって思って」

「え？　……私に？」

　少し意外だった。

　ロミルダにしろ他の生徒にしろ、いちばん懐いているのは慎しん一いちさんだと思っていた。別に嫌われているとは思っていなかったが、生徒達が何か贈り物プレゼントをするとすれば、まず慎一さんにだろうと思っていたのだ。

　しかし……

「これは、チョーカー？」

　差し出された品を見て合が点てんがいった。

　それは黒い革製らしきベルトと小さな金具、それに細かい幾何学的な模様が彫られた蒼あおい石が一つ付いていた。腰に巻くような長さ大きさではないから、おそらくこれはブレスレットか、さもなくばチョーカーだろう。

　慎一さんは普段、魔章指輪を除けばこの種の装身具をまったく身につけないし、色合いから考えてもむしろ私の衣装──ゴシックロリータの服によく合いそうだった。ロミルダもそう思ったからこそ、私にこれをくれると言ったのだろう。

「私がもらっていいんですか？」

「はい！」

　尋ねると、元気よくロミルダは頷うなずいた。

　多少のお世辞は含まれているかもしれないが、似合いそうだと言われると悪い気はしない。私はロミルダからそのチョーカーを受け取ると、首に巻いてみた。

　手に持つと石の飾りが見た目以上に重かったが、いざ着けてみると案外と重さは気にならない。どうやら金具には磁石が仕込んであるのか、カチリと音を立ててベルトの端は自然と重なり、手を離しても落ちてはこなかった。

「よくお似合いですよ！」

　自分の見立てが正しかったということなのか、ロミルダは満足げだ。

「おお……確かに」

「さすがねぇ」

　と慎一さんや美み埜の里りさんも頷いてくれている。

　この二人からも揃そろってそう評価されると、少し気恥ずかしい気分にもなってくる。

「ありがとう、ロミルダ」

　私は笑みを浮かべてロミルダに言い、指先でチョーカーに触れる。

　そのとき──

「着きやしたぜ、お嬢」

　羽車──ではなくて傀儡くぐつ車が停まり、御ぎよ者しや台だいで傀儡人形を操っていたドワーフが、低い濁だみ声ごえでそう告げてきた。
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　ガルド工房では特にめぼしい手がかりは見つからなかった。

　地下都市と言っても過言ではないくらいの工房内部は見応えがあったけれども、問題の『棺かん桶おけ』が見つかった場所は、単なる掘削現場、といった印象で土と岩以外に特に見るべきものもなく、僕達は一応、写真を撮ったり動画を撮ったりしてから、引き上げることになった。

「それじゃまた後で」

　屋敷に戻ってくると僕らは玄関を入ってすぐに解散し、それぞれの部屋に向かった。

　学校で使った教材を片付けたり、今日の記録を付けたり、それぞれ細かな雑務を片付けるためだ。それが終わればだいたいミュセルが夕食の支度ができたと僕達を呼びに来てくれる頃合いになる。

　僕はスマートフォンを取り出して幾つかのメモを確認しながら廊下を歩いて行く。

　すると──

「──あれ」

　廊下の向こうから何かが歩いてくるのが見えた。

　それは一抱えほどもありそうな大きめの籠かごだった。しかも空っぽというわけではなく、中には大量の洗濯物が詰め込まれているようで、明らかに何枚かが上からはみ出しているのが見えた。どうにも重心が高いのか、右によろめき、左によろめき、見るからに危なっかしい感じでそれはこっちに近づいてくる。

　もちろん、籠そのものに脚が生えているはずもない。

　籠を抱えた誰かがこっちに向かって歩いてくるのである。おそらくは洗濯物を回収してきたのだろう。この屋敷で洗濯物を干したり取り込んだりするのは二人だけ──そして籠の下から見えている白く細い脚で、どちらのメイドかというのはすぐに判別がついた。

「ミュセル」

　足を止めて声を掛けると、洗濯物の山がぴたりと動きを止めた。

「シンイチ様──」

　籠の後ろから半分だけ顔を覗のぞかせたのは、僕が想像した通りの人物だった。

　亜麻色の髪のツインテールで、頭にヘッドドレスを着けた美少女。耳はエルフのように尖とがっているけれど彼女は純粋なエルフではなく、人間との混ハ血ー児フだ。

　この屋敷のメイドとして働いているミュセル・フォアランである。

「あ、お、お帰りなさいませ……!?」

　彼女は少し焦った表情を浮かべてそう言ってきた。

　いつもは屋敷の玄関まで出てきて出迎えてくれる彼女だけれど、今日はその姿が見えなかった。ガルド工房に寄っていていつもとは帰宅時間が少しずれたので、何か仕事をしていて手が離せないのだろうと思っていたのだけれど、どうやら、屋敷の裏手で洗濯物を取り込んでいて、僕達が帰ってきたのに気付かなかったらしい。

「申し訳ありません、お出迎えにあが……きゃあっ!?」

「あっ──」

　何かに躓つまずいたのか、あるいは単に無理な姿勢で顔を覗のぞかせて平衡バランスを崩したのか。とにかくミュセルは悲鳴を上げて尻餅をついていた。

　その拍子に籠かごは彼女の手から離れ、床の上を転がる。当然、中に詰め込まれていた服は派手に廊下にぶちまけられることになってしまった。

　あー……まあいつものことだけれど。

「大丈夫？」

　僕は服を拾ってミュセルに近づきながらそう尋ねた。

「す、すみません、すぐに片付けます！」

「いいよいいよ」
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　慌てて起き上がってあわあわと洗濯物をかき集めるミュセルを見ながら、僕は苦笑を浮かべる。基本的にミュセルは有能で働き者のメイドさんなのだけど、たまに自分の容量キヤパを超えた仕事をこなそうとして、失敗することがある。

　要するに彼女はハーフエルフでメイドさんであることに加えて、真面目さんで、さらには、ドジっ娘こでもあるのだ。萌もえ要素の過剰積載でいつか逮捕されるのではないかと僕はいつも気が気ではなかった。誰が逮捕しにくるのか知らないけども。

　ともあれ……

「手伝うよ」

「すみません──」

　そんなやりとりもいつものことだ。

　ミュセルを手伝って、僕も洗濯物を集めて腕に抱えてゆく。

　タオル、ミュセルやシェリスさんのものらしいエプロン、僕のＴシャツなどなど。散らばっている布を手近なところからなんの気なしに拾っていた僕は──

「──！」

　タオルの下に隠れるようにして落ちていたそれを拾い上げて、硬直した。

　煌きらびやかな刺し繡しゆうが施され、フリルがふんだんにあしらわれた布。立体裁断とでもいうのか、中身がないのにふっくらしたお椀わんのような形を保っており、それが実際に着用されたときの様子を連想させる。二枚のそのお椀状の布は繫つながっていて、そこには可愛らしいリボンの赤い装飾が施されていた。

　リボンとは反対側の端には布のベルトが伸びていて、片方にはＵ字形の金具、もう片方にはそれに引っかける鉤かぎ状じようの金具が付いている。さらに肩に掛ける細い紐ひも状じようの部分もあって。

　…………

　などと細かく描写している場合じゃない。

　それは。それは。それは。嗚あ呼あそれはッ！

「ブラッッボオオオオ！」

　ではなくてブラジャー……ッ！

　僕は激しく動揺していた──ブラジャーを握りしめたまま。

　いや。もちろん、ブラジャーそのものを見たことがないというわけではない。百貨店にもスーパーにも女性下着の売り場はあるし、そこでマネキンが身につけているのを見たことは何度もある。洗濯して干してある母や妹の下着が目に入ったことだって何度もある。

　だがそうした女性用下着と今僕の手の中にあるそれとはまったく別物なのだ。

　家族のものではなく。まだ誰に着用されたこともないような売り場の新品でもなく。

　それは僕がよく知る身近な女の子が身に着けているものなわけで。

　つまりは僕がこのブラジャーに触れるということは、間接キスならぬ──ああああああああああああああああああああああああ。

　しかし待てよ──ふと僕は我に返った。

　これいったい、誰のだ？

　エルビアのものにしては小さいし、そもそも彼女はチューブトップ型の服を着ていることが多いので、肩かた紐ひものついているブラジャーを使っている様子はない。また赤いリボン付きの下着ってのも彼女の趣味とは違う気がする。

　そもそもこれ日本製だ。日本語の洗濯表示のタグがついている。

　しかしだからといって美み埜の里りさんのものでもないだろう。あの爆乳がこのサイズに収まるとはとても思えない。

　じゃあミュセルの？

　大きさ的にはそれっぽい。でも日本製の下着をミュセルが着けてるとは考えにくい。もちろん、美埜里さんか誰かにもらったとも考えられるけど……

「……あ」

　ミュセルが一通り洗濯物を集め終わって、僕の方を見る。

　彼女の声で僕は我に返った。

「シンイチ様──」

　彼女の視線は僕がしっかりと握りしめているその白いブラジャーに向いていて。

「あ、ち、違うんだ、ミュセル、誤解だ！」

　僕は慌ててそう言った。

「拾ったらたまたまあっただけで！　べ、別に誰のかなー、これってひょっとしてミュセルの？　これが、これがミュセルの胸を優しく包んでいた布なんだね！　うひょう、とか、そんなエッチい目で見ていたわけじゃ……！」

　言い訳しようとしたら、心の声が思いっきり漏れていた。

「ご、ごめんなさいそんな目で見ないで！　僕は、僕はっ……！」

　などと言いつつ気分はすっかり下着泥棒だった。いや別にそのままポケットに突っ込んで持ち去るつもりもなかったけれども。本当だ。断じて。絶対。信じて。

「お、落ち着いてください、シンイチ様」

「でも信じてほしい、僕は、僕は断じてやましい気持ちで拾ったわけじゃないんだ……！」

　僕は必死にそう訴えた。

「いえ、あの、シンイチ様？」

「ましてや匂いをかいでみようとか、自分で着けてみようとか、そんなことまったく……！　僕は女の子の下着にハアハアするような変態じゃない、どうせ見たり触ったりするなら中身の方が、いや、そうじゃなくて！」

　片っ端から語るに落ちまくるというか、失言しまくりである。

　嗚あ呼あ、僕の馬鹿っ！

「あの。シンイチ様？」

「僕は、僕は」

「それは……ヒカル様の……」

「そう、光流ヒカルさんならきっと、蔑さげすむような目で僕を──……って」

　僕は目を瞬かせて自分の握っているブラジャーを改めて見つめる。

「光流さんの？」

「はい」

　こっくりとミュセルは頷うなずいてくる。

　彼女はそして籠かごをいったん床に置くと、僕のところに歩いてきて、僕が抱えていた何枚かの洗濯物ごと、その女性用下着も受け取った。それから籠のところに戻って再び洗濯物をその中に押し込んでいく。

　その様子を僕は半ば呆ぼう然ぜんと眺めながら──

「……下着も女性ものなんだ」

　そう呟つぶやいた。

「…………」

　ふと僕は脳裏に光流さんの姿を思い浮かべる。

　確かに彼は凄く綺き麗れいというか、言われなければ男だなんて気付かないような容姿をしている。長い黒髪と煌きらびやかなゴスロリ服は、そりゃあもう一分の隙もなく似合っている。似合いまくっている。完璧だった。

　しかし女装が趣味だからといって下着まで女性のものを着けているとは思ってもみなかった。前に一度、お互いに下着、いや水着一枚で屋敷の屋根裏に隠れていたことがあったけど、あれはＢＬ欠乏症でおかしくなっていた美み埜の里りさんが用意した代しろ物ものだし、光流さんの私物ではなかった。そもそも、あれ、男物の競泳水着だったみたいだし。

　しかし……なんというか凄いな。

　下着まで女性用着けちゃうんだ。

　普通の女装やコスプレでは、下着は見せない──他人からは見えない部分だ。女装を、あくまで人に見てもらうことを前提にしているのだとしたら、見えない部分まで女性ものにする必要はない。

　なのに女性用の下着を着けるということは、人に見てもらうことだけが目的なのではなくて、女性の格好をしている自分自身を楽しむことも、目的の内なのだろうか。

　うむむ？

「……そういえば今まで確かめたことなかったけど」

　僕は首を傾かしげて言った。

「光流さんって、男として女装を楽しんでるのかな？　それとも……実は女の子になりたくてこの格好をしてるのかな？」

「前に親御さんがお喜びになるから、続けているだけだとおっしゃってましたが……」

　とミュセルが首を傾げながら言う。

「ああ、そういえばそうだっけ。でもそれだけで下着までは着けないんじゃないかなあ。最初はっていうか、きっかけはそうだったとしても、今は違うとか？」

「どうなのでしょう……？」

「あの人もいまいち、よくわからないところが多いからなあ」

　僕らはお互いに顔を見合わせて、唸うなった。

　そこに──

「どうしたの？」

　廊下を通り掛かったらしい美み埜の里りさんが、声を掛けながらやってくる。

　まあ洗濯物が山盛りの籠かごを横に置き、二人して唸っていれば、何事かと不思議に思うのも当然だろう。

「何か問題でも起きた？」

「いや、問題ってほどのことは」

　僕は苦笑して言った。

「ただ、ちょっと──光流ヒカルさんってどうして女装してるのかなって思って」

「光流君が？」

「はい。彼は、あくまで男として女装を楽しんでるのか、あくまで何もかもが演技で、それ以上ではないのか、それとも……なんというか……ええと」

　僕は適切で穏便な言い方を探して口ごもる。

　しかし美埜里さんは、眼鏡の奥で不思議そうに目を瞬かせてからあっさりと言った。

「性同一性障害とか、そういうこと？」

「はい。あ、別に深い意味はないんですけど」

　光流さんの中身が──心の性別がどうあれ、事実として何が変わるわけでもない。

「ただ単純に、どうしてかなって」

「そうねえ」

　美埜里さんも腕を組んで首を傾かしげる。

　どうやら彼女も改めて考えたことがなかったらしい。それだけ光流さんの女装は自然というか、それが当たり前で、僕らとしては特に疑問も違和感も抱いてこなかったわけだけど。

「単純な女装だったら、まあそういう可能性もあるのかもしれないけど……あの子、アニメキャラのコスプレとかもするじゃない？　ほら、水すい煉れんとか」

「そういえばしてましたね」

　ペトラルカと初めて会うときに、わざわざペトラルカがアニメの『薔ば薇ら姫ひめ』にハマっていると前情報を得て、その格好をしてきたことを、覚えている。

「コスプレのことに限って言うと、別に性同一性障害じゃなくても、女性が男装をするし、男性が女装をしたりするからね。私だってコスプレは男装ばっかだし」

「そういえばそうでしたっけ」

　美埜里さんの場合は、自分が男だったらお父さんに認めてもらえたかもしれないと思ったから、なんとなく男装のコスプレが多くなったと思われる。ただ、では美み埜の里りさんの中身が男性かというと、そういう感じはまったくない。

「コスプレ会場なんて面白いわよ。更衣室でついさっきまで可愛いなって思ってた女の子がいつの間にか超イケメンになってたり、男子トイレで用を足してる後ろ姿が女のそればっかりとか、普通にあるから」

　男子トイレで女の子（ただし格好だけ）がずらっと並んでいる光景を想像して、そのシュールさに僕は目め眩まいがした。フリフリのドレス着ながら小便器で用を足してたりするんだろうか。それはもう混沌カオスどころの話じゃない。

「でもそれって、キャラになりきりはしたいけど、別に男になりたいとか女になりたいってわけじゃないしね」

「まあ、明らかにネタで女装してる人もいますしね」

　海外だと筋骨隆々たるおっさんが美少女キャラのコスプレして、堂々たる笑顔で写真に撮られてたりもするみたいだし。

　じゃあ彼らが中身は──精神的には女性なのかというと、たぶん違うだろう。あれはむしろ男である自分が可愛い女性の格好をしているというその不自然さそのものをネタに楽しんでいるというか、似合っていない格好をあえてするのが面白いのだろう。

「その一方で──キャラになりきることについて、完璧主義者であればあるほど、いろいろなところをちゃんと再現しようとする人もいるわけ。見えない部分とかも」

「下着もですか？」

「する人はするんじゃない？」

　あっさりと美埜里さんはそう言った。

「男性向けの女性下着って、ネットとかじゃ普通に売ってるし」

「あ。やっぱり売ってるんですか？」

「うん。ブラにはパッド入れて膨らみがあるように見せたり、下も上手く隠してくれるらしいわよ……って、ああ、そういうことね」

　そう答えて、美埜里さんはどうして僕とミュセルが、光流ヒカルさんの女装に関して首を捻っていたのかを理解してくれたらしい。

「彼も、やるからにはそこら辺まで完璧にしそうよね」

「なるほど……」

「結局どっちかなんてのは、光流君本人に聞かないと分からないわよ」

「そうなりますか」

「でも単純に楽しんでるだけだったら、あそこまで綺き麗れいなのも、すごいわよね」

「はい。私、少し憧れてます」

　はにかむように言って笑うのはミュセルだ。

　どうやら光流さんは、女性のミュセルの目から見ても、綺麗らしい。

　…………て。

　待てよ。

「ふと思ったんですけど」

　僕は美み埜の里りさんの方を向いて言った。

「光流ヒカルさんが、単純に『異性の格好をして楽しむ』とか『可愛い格好をして楽しむ』だけで、中身はやっぱり男性であった場合ですけど──その場合、アニメとか漫画でよくある、『ある日突然性転換！』なんてことになったら、さすがの彼もやっぱりパニくったりするんでしょうか」

「んー？」

　美埜里さんは口元に人差し指を当てて首を傾かしげる。

　うわ、なんなのその可愛い仕草は……！　二十歳超えてるくせにそーゆーのが似合うとか反則も良いところである。この人はこの人でなんというか、中身と外見が今ひとつずれているんじゃないかと思うことがしばしばあるが、まあそれはさておき。

「でも光流君なら、案外ノリノリだったりして」

「ですかね」

「でも慎しん一いち君、何、その想像？」

「いやぁ、この前そんな感じの話を読んだもんで」

　いわゆる性転換トランスセクシヤルものは、わりと昔からある定番分野だ。

　男の子が女の子にある日突然なっちゃう場合パターンもあるし、男の子と女の子の中身が入れ替わっちゃう場合もある。まあそれだけ、男の子は女の子の身体というか生理に興味があるんだろうし、女の子は男の子の生理に興味があるんだろう。どっちもたぶん、実体験としては、死ぬまで知らずにいる領域のものであるわけだし。

「あの、そろそろ私、晩ご飯の支度を」

　ミュセルがそんなことを言い出して、その場はそれでお開きになった。

　もともと別にそんな深刻に考え込んでいた話題でもない。美埜里さんとはその場で別れ、僕はミュセルが洗濯物を運ぶのを手伝うことにした。そこからは話題は晩ご飯に移っていったため、五分後にはもう僕は光流さんの女装についての疑問をすっかりと忘れ果てていた。

　本当に他愛のない、意味もない、ただの思いつきだ。

　だから、僕は予想だにしなかった。

　翌日──僕の妄想が現実のものになるなどとは。
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　ふっと──意識が浮上する。

　私はうっすらと瞼まぶたを開いた。

「ん…………」

　窓に掛けられたカーテンの隙間からは、細く、しかし柔らかな日差しが部屋の中に差し込んでいる。微かすかに聞こえてくる小鳥のさえずりと共に、今がもう朝であることを、それは私に教えてくれた。

「んんっ……」

　一度強く目を瞑つぶってから、私はベッドに寝転んだまま身体を伸ばした。

　そういえば、いつの間に眠ってしまったのだろうか。ほとんど記憶がない。夜遅くまで近々エルダントに輸入する予定の品を、一覧表で検分チエツクしていたことは覚えているのだが。

　目を開けた私の視界に、見慣れたゴシックロリータの衣装が映る。

　そういえば、昨夜はキリの良いところまで仕事をしたら、お風呂に行こうと考えていたのだ。だけどその前にベッドで軽く一休みと寝転んで──その後の記憶がない。どうやらそのまま寝てしまったらしい。ゴシックロリータの衣装は、結構、ボンデージに近い部分があるというか、胴周りなどは結構締め付けるデザインになっていたりするので、脱ぐと一気に緊張が緩んで眠気に襲われることがある。

　そういえば、首にも昨日ロミルダからもらったチョーカーを巻いたままだ。

　まずはお風呂に入るのが先だろう。ブルークに言って沸かしてもらわなければ。

　私はベッドの上で、ゴスロリ衣装を着たまま、緩んだ表情を浮かべて眠っている自分を苦笑交じりに見つめて、そんなことを考え──……

「……え？」

　混乱で私は身体が硬直するのを感じた。

　ベッドで眠っているゴスロリ姿の綾あや崎さき光流ヒカル。

　それを隣で横になって見つめている裸の私。

　…………

「──ッ!?」

　咄とつ嗟さに私は勢いよく上半身を起こす。

　そこには間違いなく私が──綾崎光流が眠っていた。コスプレをする関係で私は鏡をよく見て自分の姿を確認するし、写真を自撮りすることも多い。おそらく普通の人間よりも遥はるかに自分の顔というものをよく知っている。この異常事態に気付くまで一瞬の間があったのも、写真や鏡で自分の顔を見ることに、むしろ慣れていたからだ。

　しかしいったいこれは、どうしたことか。

　夢か。それともこれが幽体離脱というやつか。

　ここはエルフやドワーフやリザードマンがいて、魔法が当たり前の技術として存在する異世界だ。ならば幽体離脱もそう不思議な現象ではないのかもしれない。たとえば何かの魔法を掛けられたのだとか。

　自分でも混乱して頭が回らない自覚があった。

　私は半ば無意識に、顔にかかる長い髪を払い除のけ……その感触でこれが夢でも幽体離脱でもないことに気付いた。ちゃんと肉体としての感覚がある。それともこの感触も幻覚の一種なのだろうか。

　私は視線を動かして自分の身体を改めて確認した。

「…………」

　頭の中が──真っ白になった。

　私は素っ裸だった。

　いや。それは別にいい。自室でなら下着一枚だろうが全裸だろうが文句を言われる筋合いもない。どこかの神話には水面に映った自分自身の姿に恋をするという突き抜けた変態もいたみたいだけれど、少なくともそういう趣味嗜し好こうは私にはない。

　ない──はずだ。

　けれど……

「これ……は……」

　一糸纏まとわぬ自分の裸体。

　見た目には気を使っているので、肌も髪同様に手入れは欠かしたことがない。だからきめ細かく白い肌なのは当然だ。私が驚いたのはもちろん、そこではない。

　どうして私の胸が……膨らんでいるのか。

「…………」

　咄とつ嗟さに私は、自分の胸に手を添えてみた。

　掌にわずかながらも重みが掛かる。感触もある。何かの見間違いでも幻でもない。肥満体ならば胸の肉がたるんで乳房のようになることはあるかもしれないが、あいにくと私の身体の他の部分にはそれらしい緩みはない。むしろ全身はきっちり引き締まっていた。

　ということは──

「…………」

　嫌な予感がする。

　常日頃から女装をしているが、私は男だ。自分が男であることを否定したくて女装をしているわけではない。だからいわゆる性転換手術には興味がないし、好みの女性の裸を見ると、男の性さがとして、興奮もする。

　けれど……

　しばらく迷った後、私は意を決して自分の身体を見下ろす。視線を乳房から臍へその辺りへ、さらにはその下の──

「きゃああああああッ!?」

　私の唇から悲鳴が迸ほとばしる。

　あるはずのものが──ない。

　その現実を突きつけられて私は激しく混乱していた。

　つい昨日までは確かにそれは存在していたはずなのに。

　私の身体に付いていたはずなのに。

　それが影も形も見当たらない！

　代わりにあるのは、女性の──

「な、何故……!?」

　つまり今の私は紛うことなき女性の身体で。

　けれどいったい何がどうしてこうなったのか、皆目見当がつかない。

　夢ではない。幻でもない。受け入れ難がたくてもこれは現実。

　しかし──

「光流ヒカルさん、どうしたの!?」

　呆ぼう然ぜんとしていると、様子を窺うかがう声と部屋の扉を勢いよく叩たたく音が聞こえた。

　慎しん一いちさんだ。いや。それだけでなく扉の向こう、廊下では他にも話し声が聞こえる。おそらくはミュセルだろう。私の悲鳴を聞きつけて、何事かとやってきたのだ。

　まずい。咄嗟にそう思った。

　何がどうまずいのかはよく分からなかったが。

「ど、どうも……しなっ……」

　焦って言葉が出てこない。

　大丈夫だから。そう言えば良いだけなのだけれど、口から漏れるのは明らかに動揺していると分かる言葉の切れ端ばかりだ。むしろそれが慎一さんやミュセルの危機感を煽あおるだろうことは想像に難かたくない。

　そしてミュセルは──各部屋の、予備の鍵を持っている。

　ならば当然、私の安否を確認しようと、扉を開けて踏み込んで来るだろう。

　それが分かっているからこそ、『大丈夫だ』『入るな』と私は告げようとするのだが、やはり喘あえぐような声が口からこぼれ落ちるばかりで、彼らを押しとどめることができない。

　そして──

「光流さん、どうした…………のっ…………」

　扉は勢いよく開かれ、予想通り慎一さんとミュセルが姿を現す。

　その背後には今駆けつけてきたのか、美み埜の里りさんとエルビアの姿もあって。

「……………………え？」

　短くも重い沈黙を間に置いて。

　慎一さんは間の抜けた表情で間の抜けた声を漏らした。

　隣のミュセルや、後ろの美埜里さん、エルビアに至っては、ただ目を丸くしているだけで声すら出ない。

　皆、よほど、驚いたのだろう、私の──裸に。

「光流…………さん？」

「……おそらくは」

　自分でも今ひとつ自信が持てなかったが……私はとりあえず胸と股間を左右の手で隠しながらそう応じた。
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　普段は明るく賑にぎやかな空気に満ちている屋敷の居間。

　そこは現在──いつもとは微妙に異なる温度に支配されていた。

　緊張。当惑。動揺。焦燥。その他もろもろ。

　誰もが事態をきっちりと把握できず、困り果てている状態だ。もちろんその筆頭は当事者たるこの私だったのだが、あまりに皆が慌てるので、むしろ私はずいぶんと落ち着くことができた。

　居間のソファに腰を下ろしているのは、私、慎しん一いちさん、美み埜の里りさん。慎一さんと美埜里さんの後ろにはミュセル、ブルーク、シェリスの姿もあって、私は彼らと一人で相対しているような位置関係だ。

　つまりは皆の視線が自然と私に集中している状態である。

　私としては微妙に居心地が悪い。

　彼らから目を逸らして自分の膝の辺りを見ようとすると、当然、視界の隅には勝手に膨らんだ胸が見えることになって、どうにも落ち着かない。パッドを入れているときと外見はあまり変わらないのだが、やはり直接肌の上にブラジャーを着けていると、何か感じが違うのだ。それを意識すると、自分の胸の膨らみがどうしても気になってくる。

　まさか女装用の下着が、本来の形で役立つとは思ってもみなかった。

　幸い、女によ体たい化かした一方で、大きく太ったり背が伸びたりしてはいないので、手持ちの衣装がそのまま使えたのは非常に助かった。まさか全裸のままというわけにはいかないだろうし。

　ちなみに左手には眠ったままの『私』から外した魔章指輪を着けている。

　これがなければ慎一さんや美埜里さんはともかく、ミュセル達との会話は困難になるからだ。

「えっと……本当に、光流ヒカルさん……？」

　慎一さんが改めてそう尋ねてくる。

「はい、そうです」

　私が頷うなずくと、慎一さんと美埜里さんが、困惑の表情で顔を見合わせた。

　彼らの反応は至極もっともだ。

　そもそも彼らがよく見知っているであろう男の身体の綾あや崎さき光流は、今も部屋のベッドの上で眠っている。彼らにしてみれば、そちらが本物で、女の身体を備えた私は、何か悪質な冗談を仕込んだ偽物のように見えているかもしれない。

　そもそも本当に私は綾崎光流なのか。

　そう思い込んでいるだけの別人──ということもあり得るわけで。

「起きたら身体がこうなっていて」

　しかし私としてはそう言うしかない。

「えっと……じゃあ幾つか質問に答えてくれる？」

「いいですよ」

　慎しん一いちさんの申し出に私は応じる。

　自分が何者であるかの確認は私も望むところだ。自分が綾あや崎さき光流ヒカルでないなら、それはそれで、何も分かっていないよりは一歩前進したと考えることができる。

「えっと──」

「加か納のう慎一を一言で表せば？」

「ヘタレ」

　質問の内容に悩む慎一さんの横から美み埜の里りさんが投げ掛けてきた問いに私は即答する。

「……本物ね」

「いやなんですかその質問は!?」

　慎一さんは憤然とそう言った。

　しかし美埜里さんは、一点の曇りもない朗らかな笑顔で首を傾かしげる。

「詳しく説明してほしい？」

「……………………いえ、いいです」

　うなだれる慎一さん。

　彼はそのまま、部屋の隅に歩いて行って、壁に向かいながら『だってしょうがないじゃないか』とか『僕だってなあ、僕だって』とか何やら呟つぶやいているようだったが、まあ、それはどうでも良くて。

　続けて美埜里さんは私に幾つか、アニメや漫画の質問をしてきたが、私はそれにすべて淀よどみなく答えていった。最後に「皇帝陛下に最初に謁見したときの衣装は？」と問われたので私は「水すい煉れん」と答える。

　美埜里さんは小さく頷うなずいて、私を綾崎光流だと認めてくれた。

　そして──

「あっちのヒカル様は、やっぱり起きないっすよ」

　そこへ、エルビアが居間に入ってきた。

　エルビア・ハーナイマン。

　ウェアウルフの女の子。その証あかしとして彼女のお尻にはふさふさの尻尾がついているし、頭の左右にはこれも柔らかそうな毛の生えた垂れ耳が備わっている。天てん真しん爛らん漫まんといったその言動はまるで子犬を見ているかのようで、実に癒やされる。

　それはさておき──

「揺すったり、くすぐったりもしてみたっすけど」

　エルビアは一人私の部屋に残り、眠っている『綾崎光流』の様子を、しばらくの間見てくれていた。そしてついでに何度か起こそうとも試みてくれたようだが、結果は彼女が今言った通り──呼吸はしているので、少なくとも死んではいないようだったが。

　しかし本当にこれは何事なのだろうか。

「……エルダントには、男性の身体を一晩で女性に変える魔法なんてものは」

「少なくとも私は、聞いたことないです……」

「だよねえ」

　ミュセルの答えに慎しん一いちさんは肩を竦すくめる。

　一応尋ねてはみたものの、本気でそんな魔法があるとは思っていない、といった感じだった。私も同じ意見だ。この場合、正確に言うならば『一晩で性転換した複製体を作れる魔法』なのだろうが。

「こういう病気とかは……」

「それも特に聞いたことは……すみません」

　申し訳なさそうに首を振るミュセル。

「そもそもこれが人為的なものなのかどうか……ね」

　美み埜の里りさんが腕を組んで唸うなった。

「自然に起きるような現象じゃないと思いますけど」

「それは私も思うけど、自然発生的な現象じゃないのだとしたら、誰かの意志が絡んでいるということにならない？　光流ヒカル君を女にしてしまいたい誰かの意志が」

「ぼ、僕じゃないですよ!?」

「私でもないわよ」

　と何故か妙に動揺する慎一さんと、平然と首を振る美埜里さん。

「そりゃ確かに光流さんは男にしとくのはもったいないくらいですけど」

「馬鹿ね。男だからいいんじゃない！」

「それは美埜里さんの偏った趣味であって圧倒的多数の意見ではないです」

「うーん……」

「だいたい、男の身体の光流さんと女の身体の光流さん両方がいるのも、おかしい話じゃないですか。何かの理由があって光流さんを女性にするのだとしても、二人にする理由が分かりません」

「そうなのよね……」

　二人は揃そろって悩ましげに唸った。

　漫画やアニメ、ゲームなどでは性転換話はあまり珍しくない。むしろ古典的とも言えるだろう。しかしまず『ある日突然、男が女になっちゃった』もしくはその逆の特異な状況を描くばかりで、『どうして』とか『どのようにして』とか、その辺りの理由付けや理屈付けは後回しになっているものが多かったようにも思う。

　いずれにせよ、どうして私が、この女性の身体に意識を乗り移らせてしまったのかは、分からないままだ。

「……あ」

　そこで不意に、ミュセルが顔を上げる。

「どうかした、ミュセル？」

「お客様が……私、行ってきます」

　ミュセルはそう言って居間を出て行った。

　エルフの血が入っているミュセルは、純然たる人間に比べると聴覚が優れているのだと前に聞いたことがある。私達は何も気付かなかったが、屋敷の前に誰かやってきた音を──羽車の停まる音でも聞きつけたのだろう。

　しかしこんな朝早くにいったい、誰が来るというのか。

　私がそんなことを考えていると──

「…………」

　ふとエルビアが私の顔をじっと見つめていることに気付いた。

「私の顔に何か付いてますか？」

　目を合わせてそう問うてみると、エルビアは少し慌てた様子で首を横に振る。

「あ、や、その」

　しばらく彼女は口ごもり、言うべき言葉を探していたようだが……やがていつもの朗らかな笑顔を浮かべて言った。

「男でも女でも、ヒカル様が綺き麗れいなのはあんまり変わらないっすよねって、思って」

「…………」

　私は何故か言葉に詰まった。

　男なのに可愛いとか、男にしておくのがもったいないくらいに綺麗だとか、そういう評価は物心ついた頃から何度も言われてきたので、まったくもっていまさらの評価なのだが。何故かエルビアのその言葉は印象に残った。

　私は目を瞬かせて、それから溜ため息いきをつく。

「……こんなときに、何言ってるんですか」

「あ、そっすね。申し訳ないっす」

　とエルビアは照れたように笑いながら頭を搔かいてみせる。

　本当に素直というか、天てん真しん爛らん漫まんというか、表裏のない娘こだった。

「まあ確かに、慎しん一いちさんが女性になってしまうよりは、私でよかったと思いますよ」

　と私は彼の方を見ながら言った。

「慎一さんだったらあたふたするばかりだったでしょうし」

　下着とか、服とか。少なくとも私は、女装のためにいろいろと持っていたので、そういう意味ではあまり慌てずに済んだが。

「それとも漫画の性転換ものみたいに、鏡で自分の裸を見てどきどきするとか、お約束なことをしてくれたでしょうか？」

「しない、しないよ、そんなこと！　……たぶん」

　と最後の方が若干怪しい感じで言う慎一さん。

　その様子がおかしくて美み埜の里りさんが笑い、私も苦笑を浮かべた。

　そこへ──

「あの、シンイチ様」

　ミュセルが戻ってきた。

「誰だったの、ミュセル？」

「それが、その……陛下がお越しになって」

「えっ!?」

　ミュセルの言葉に、慎しん一いちさんだけでなく、私達も驚いた。

　たまに陛下が公務の合間を縫って屋敷に遊びに来ることはある。だがこんな朝早くに訪ねてくることは今までなかった。むしろ普段は学校に行く前に私達が登城して、陛下にもろもろの報告をすることが多い。

　何かの緊急事態か。

　私がそう勘かん繰ぐっていると、護衛の騎士達を従えた陛下が居間に姿を現した。

「朝早くに突然すまぬな」

　挨拶もそこそこに、陛下は私達を見回してそう言った。

「じゃが大変なことになっての、早めに皆の耳に入れておかねばと思うたのじゃ」

　ミュセルが勧めるままにソファに腰を下ろしながら陛下はそう言った。

「大変なこと？」

　私達を代表して慎一さんがそう尋ねる。

「昨日城で見せたもののことは覚えているな？」

「あの棺かん桶おけに入ってたスライムみたいなやつのこと？」

「それじゃ。今朝見たところ、あの中身がなくなっておった」

「……え!?」

　私達は顔を見合わせた。

　あの『棺桶』の中を満たしていた正体不明のゲル状物質。

　あれがなくなっていた。

　となると、誰かが持ち去ったか、さもなくば──

「どうにも、わけが分からんでな……」

　言葉通り何がどうなっているのか皆目見当がつかないらしく、顔をしかめる陛下。

　コルドバル卿きようが陛下に同行していないのも、その件の調査に当たっているからなのかもしれない。あれを誰かが持ち去ったのだとしても、城の中で保管されていた以上、それは立派な窃盗になるし、そうでないのだとしたら、なおさらに話がややこしくなる。

「しかしどうしてそれを、こんな朝早くに伝えに……？」

　私は陛下にそう尋ねてみた。

　確かにあのゲル状物質がなくなったのは由ゆ々ゆしき事態なのかもしれないが、それをわざわざ私達に教えに来る必要はないだろう。どうせ今日も学校に行く前に城に寄る予定だったわけだし、その際に伝えれば済むことだ。

　しかし──

「調べたところ、例の中身が──『棺かん桶おけ』から這はい出だしたような、濡ぬれた跡が、残っておってな」

「這い出した、ですか？」

「単に運び出すときにこぼれただけかもしれんが」

　確かに跡が少し残っていたからといって、あのゲル状物質が自ら動いて逃げ出したと考えるのは早計だ。だが陛下によると、『棺桶』を保管していた部屋に人が出入りした形跡はなく、むしろ扉と床の隙間をあのゲル状物質がくぐり抜けたかのような、濡れた跡が残っていたのだという。

「本当にスライムだったんだ？」

「そう決めつけるのは早計じゃが」

　と慎しん一いちさんの言葉に陛下が応じる。

「とにかくアレが移動したらしい跡が、残っておってな。追ってみたところ、この屋敷の方に向かっておったのだ。こっちには他にあまり民家もないし、森の中で彷徨さまよっておるのでもない限り、アレはシンイチ達のところに向かったのではないかと思ったのじゃ」

「……なるほど」

　慎一さんは頷うなずく。

「でも僕達は特にアレは見てない──けど」

　と言って慎一さんは私達を見回す。

　確かに私達はあのゲル状物質は見ていない。相手はおそらく不定形で伸縮自在──私達が気付かない間に床下や屋根裏に潜んでいるということももちろん、あり得るが、現状では何か被害が生じているわけでもない。

「それならば良いが」

　慎一さんの言葉に安あん堵どの吐息を漏らす陛下。

　彼女はそれから改めて彼を見つめて強い口調で言った。

「ではシンイチ、このまま共にガルド工房へ行くぞ。付いてこい」

「え？　なんで？」

「他にアレの正体を知る手掛かりはないからの」

　昨日もガルド工房には行って手掛かりを探したはずだが、陛下曰いわく、何か見落としがあったかもしれないのでもう一度──ということらしい。実際にあの『棺桶』を掘り出したドワーフ達にも話を聞く、とのことだった。

「えっ、でも僕達、朝食がまだで……」

「朝食ごとき食べんでも死にはせん」

　そう言って陛下はソファから立ち上がり、有無を言わせぬ強さで慎一さんの腕を摑つかむ。

　彼は彼でこの可愛らしい専制君主様にはやはり弱いのか、引っ張られるままに居間を出ていった。その様子を見て美み埜の里りさんもソファから腰を上げる。

「私も行ってくるわ。光流ヒカル君は、さすがに今日は、学校は休んでて」

「はい、そうします」

　さすがにこの身体で、いつも通りの日々を過ごすのは難しいだろう。

「そういえば、陛下にヒカル様のこと、言わなくてよかったんすか？」

　エルビアがふと気付いた様子でそう言ってきた。

　陛下は私が女性の身体になっていることに、まったく気付いていないようだった。普段の私の女装がそれだけ完璧だということだろうが……これははたして喜んで良いのかどうか。

「心配事を増やす必要もないでしょう」

　美み埜の里りさんが９ミリ機関拳銃の入ったスーツケースを手にしながら言った。

「あとミュセル、今日は光流君の代わりに、学校に来てくれる？」

「は、はい。あ、えっと、朝のお食事、お弁当箱に詰めてきますね」

　慌てた様子でミュセルは、居間を出て行った。羽車の中でも朝食がとれるようにという配慮だろう。ミュセルは前の日の晩に何品か朝食の材料を仕込んでいるようなので、とりあえずそれを切ってパンと一緒に箱に詰めれば、簡単な弁当にはなる。

「すみません、よろしくお願いします」

　一応私はそう言って皆に頭を下げる。

　慎しん一いちさんと陛下を追いかけて居間を出て行く美埜里さん。

　私はエルビアと共に廊下まで出て、彼女の背中を見送った。
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　朝食は屋敷に残った面々──エルビア、ブルーク、そしてシェリスと共にミュセルが用意してくれていたものをいただいた。

　その後はいつも通り。ブルークは庭師の、シェリスはメイドの仕事があるからとそれぞれ食堂を出て行き、エルビアも自分の部屋に戻って行った。

　私はといえば、手持ち無沙汰というか……学校を休んだ結果、急に生じた自由時間を持て余し、結局は自分の部屋へと戻ることになった。

「…………」

　部屋に戻ると溜ため息いきが漏れた。

　慎一さんも美埜里さんも、そしてミュセルもいなくなった屋敷は、ずいぶんと閑散とした印象になる。ブルークは基本的に庭にいるし、シェリスも屋敷の周りを掃除していることが多く、今、屋敷の中にいるのはエルビアだけだ。そしてそのエルビアも部屋にこもって絵を描いていることが多いので、自然と屋敷の中にはあちこちで静けさが凝こごることになる。

　私はとりあえず読みかけだった小説を手にとって開いてみたが、何かそうしているのも不自然な気がして、すぐに閉じてしまった。

　なんだか、落ち着かない。

　この身体の間は学校に行かないとすると、しばらくは講師役をミュセルに頼むことになるだろう。屋敷でも〈アミュテック〉の人間としてやるべき仕事は幾つかあるけれど、ミュセルに代役を頼んでいる以上、むしろ私が彼女の仕事を──家事を少しでもやっておくべきかもしれない。

　そんなことを考えながら視線を泳がせていると、ふと、壁の鏡が目に入った。

　日本から持ち込んできた大きな姿見である。

　私は自分の部屋を出るときに必ずこの姿見で自分の見た目を確認する。女装に限らず、コスプレというものは、ささいな部分からでも雰囲気が壊れてしまうことはよくあるからだ。髪型を整えておくのは当然、装身具のわずかな位置のズレ、髭ひげの剃そり残のこし、肌の色いろ艶つや、その他もろもろ、見る者に違和感を感じさせてしまえば、それはもう私の『負け』だ。

　だからこそ他人の目のある場所に出る際には、必ず、第三者の視点で自分の姿を見ておく。これは日本にいた頃からの習慣だった。

「…………」

　鏡に映る私──綾あや崎さき光流ヒカル。

　ぱっと見ればそれは普段の、つまりは男の身体で女装をしている私そのものなのだが、実際、衣装の下に隠れているのは女の身体だ。

　服を脱ぐと、下着を着けていてさえ、それがよく分かる。胸の膨らみや股間の欠落だけでなく、よく見れば骨格からして微妙に違う。改めてベッドの上に寝かされているもう一人の──男の身体で眠り続けている自分の方を見ると、なおさらに、今の自分が女の身体だということが意識させられた。

　私は正直、自分の女装姿に自信があった。

　立ち振る舞いも女らしくするために、普段から中性的な言動を心掛けてきた。身体の線も細心の注意を払ってきた。ただ瘦せれば良いというだけでなく、必要以上に筋肉がつかないようにしなければ、女の子の身体には見えなくなる。

　当然、化粧にも気を遣うし、毛穴が開いて黒ずまないように、髭ひげはこまめに剃そっている。

　だが……それでも。

　いざ本物の女の身体を前にすると、それらは本物でないのだと嫌でも気付かされる。

　特に顕著なのは、身体の丸みだ。女性になった今の身体には、胸はもちろん、尻や太もも、二の腕、指、至るところに肉がついているが──太っているわけではなく、しかし筋肉による硬さもなく、柔やわ肌はだと呼ばれる微妙な弾力を表現する繊細な輪郭なのだ。

　正直──二の腕などは、自分で触っていても気持ちが良いくらいだ。

「…………」

　自分の二の腕を無心に揉もみ続ける女。

　はたから見るとかなり変だろう。

　だが今ここには自分以外の誰もいない。この際だから女の身体というものをよく調べて覚えておくのも良いかもしれない。元の身体に戻った場合、女装の参考になる。

　女性の象徴だと言わんばかりに膨らむ胸。

　脇の下から臍へその辺りまで緩やかに絞り込まれていく身体の輪郭。

　そして──太ももの間の……

「…………」

　見たことがないといえばもちろん、噓うそになる。

　インターネットで検索すれば海外の無修正画像がいくらでも手に入る時代だ。女装をするにあたって女性の身体については研究もしたし、もっと単純で動物的な興味もあった。なんだかんだいっても私は男で、男としての性欲も確かにあるのだ。

　だからこそ、それが自分の身体だと理解していても、明らかに女性としてのまろやかさを備えた裸体を前にすると、胸の鼓動が速まるのを意識する。

　嗚あ呼あ。これでは慎しん一いちさんを笑えない。

　思わず私は鏡から視線を外して俯うつむいた。だが俯くと当然ながら視界の隅には胸が見えることになる。意識しないでおこうと自分に言い聞かせても、やはり無理で。

　ただ──
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「……え？」

　視線を逸らそうとして、しかしふと私は気付いた。

　二つの乳房の谷間、胸の中央部に、ほんのりと赤い光が点ともっている。

　単に赤らんでいるのではない。明らかに光っている。ただし皮膚そのものが発光している、というわけではないようだ。よく見れば皮膚を透かして胸の奥に点る光が見えているような感じだった。

　おそらく胸の奥に埋まっている何かが、発光しているのだろう。

　私は顔を上げると鏡に一歩近づき、胸の光をよく観察してみた。

　私の体内でかなり強い光を発しているのか、皮膚を通してその光る何かがゴルフボール程度の小さな球体であることは見て取れた。

　何か見覚えがある気がする。

　これは──

「……あの『棺かん桶おけ』の」

　そう。あの棺桶のような容器に入っていたゲル状物質、その中にあった丸く小さな物体によく似ている。もちろん、今は直接その表面の模様や色を確認はできないので、まったく同じものかどうかは断言できないのだけれども。

「いったい……？」

　どういうことだろうか。

　私は鏡に手をつき、鏡越しのそれへ顔を近付けてみる。

　そのとき……

「ヒカル様！」

「きゃあ!?」

　勢いよく扉が開かれ、私は思わず驚きの声を上げていた。

「な、な、な……!?」

　振り返るとそこに立っているのは──エルビア。

　脳天気な獣ケモノっ娘こは、いつもと変わらぬ朗らかな笑顔を浮かべている。ノックもなしに部屋を開けた自分の不作法さには、まるで気付いていない様子だ。

「な、なんで……」

「え？　あ、ヒカル様、いきなり身体変わっちゃったから、大丈夫かなって」

　と後ろめたさなどみじんも感じていない様子で、明るくエルビアは答えてくる。

「ではなく！　鍵は……!?」

　扉を閉めていれば、魔法の鍵がかかって、外側から一方的に開けることはできない──この屋敷はそうなっているはずだ。いわば魔法のオートロック。少なくともエルビアが勝手に入ってくることなどできないはずだったのだけれど。

「どうやって鍵を……？」

　半ば無意識のうちに、両腕で胸と股間を隠しながら私は叫んだ。

　だがエルビアはまるで頓着していない様子で私の方をまっすぐ見つめている。何か羞恥心が急激に膨れ上がり、私は身を捩ねじってなんとかエルビアの視線に晒さらされる面積を小さくしようと試みた。

「あ、鍵はミュセルから預かってて」

　エルビアはそう言って頭を搔かく。

　なるほど、屋敷の各部屋の鍵はミュセルが管理しているとはいえ、外出時にまで持ち歩く必要はないだろう。むしろ落とす可能性も含めて考えれば、屋敷の中に置いて行く方が合理的だ。

　同時に〈アミュテック〉の人間の警護を担当する美み埜の里りさんは、慎しん一いちさんに同行している。なので今現在、私の側そばには私を守ってくれる人間がいないのだ──エルビアを除いて。ミュセルがエルビアに鍵を渡して行ったのは、私の警護役とエルビアのことを認めていたからだろう。

「だからって、他人の部屋に勝手に入らない！　ま、まずはノックしなさい！」

「すんませんっす」

　やはり悪びれた様子もなく頭を下げるエルビア。

　そんな彼女を横目で見ながら、私はベッドに置いていた服を慌てて手に取り、それを前に当てて身体を隠した。

　…………分かっている。

　エルビアに悪気はない。

　むしろ彼女は言葉通り、私の身を案じて来てくれたのだ。

　しかし自分の裸を鏡で眺めていたのを知られたのがどうにも恥ずかしく、私は彼女の顔を見ることができない。自分に欲情する変態と思われただろうか。それに今の私は一糸まとわぬ全裸であるわけで、エルビアにそれを晒すのはやはり抵抗があった。

「と、とりあえず服を着るから──」

　部屋から出て行って、そう告げようとして私はふと疑問を覚える。

　今の私は女性の身体。そしてエルビアも女性。

　ならば恥ずかしがる方がおかしいのだろうか。もしこの身体がなんらかの方法で後からできあがったもので、その中にたまたま私の精神が入り込んでしまっただけで、本当の私の身体は今、ベッドの上で眠っている──と考えれば、そもそも自分の裸ですらないものを見られて、私は羞恥心を覚えていることになる。

　本当にもう何がなんだか。

「あれ。ヒカル様？」

　ふとエルビアは私の足下に目を向けて言った。

「外とか出たりしたっすか？」

「え？　外？」

　それは今朝起きてからということか。

「出てない……ですけど」

「なんか脚、汚れてるっすよ？」

　言われて見てみると──確かに私の脚は、少し汚れていた。まるで素足のままあちこち歩き回ったかのようで、泥汚れで黒ずんでいる。

　しかし私は今朝起きてから、一度も外に出ていない。ましてや野外を歩くのに靴も履かずあえて裸足はだしで、などという奇抜な趣味も持ち合わせてはいない。

　ではこの汚れはいつ、ついた？

「昨夜、お風呂も入らず寝てしまったから……」

　と言ってはみたものの、それは今現在、ベッドの上で眠っている男の身体の方で。

　少なくとも昨日の晩、私が寝るまではこの女の身体は存在しなかったはずで……

「ヒカル様？」

　いろいろとわけが分からないことが多すぎて混乱する私に、エルビアはきょとんとした表情で首を傾かしげて声を掛けてくる。やがて彼女は私の脚をもう一度見てから──眩まぶしいくらいににっこりと、朗らかな笑顔を浮かべて言った。

「お風呂行くっすよ」

「──へ？」

　予想外の提案に、間の抜けた声を漏らす私。

　エルビアはこちらに歩み寄ると、無造作に硬直したままの私の手首を摑つかんできた。

「エ、エルビア!?」

「汚れたままじゃ気持ち悪いじゃないっすか」

「そ、それはそ……ひゃっ？」

　こちらの返事も待たず、エルビアは私の手首を摑んで引っ張るとそのまま歩き出した。

　前に一度、私はエルビアに抱きかかえられて羽車から飛び降りたことがあるが……その際に彼女の腕力や脚力がどれほどのものか、思い知らされている。私の体重などまるで感じていないかのように軽々と、彼女は暴走中の羽車から飛び降りて見せたのだ。

　おそらく彼女がその気になれば、私を小脇に抱えて走ることだってできるだろう。

　つまり抵抗はするだけ無駄ということで──

「ま、待ってエルビア、さ、先に服を……！」

「お風呂行くんすから、今着たら二度手間っすよ？」

「そういう問題じゃ……」

　抗議の言葉ものんびりとした笑顔で聞き流し、エルビアは裸の私を半ば抱えるようにして風呂場まで引きずり始めた。
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　やはりガルド工房では大した収穫はなかった。

　例の『棺かん桶おけ』を掘り出したドワーフ達に直接話を聞いたけれども、たまに坑道拡張の際に見つかる出土品と、発見したときの状況は変わらなかったらしい。要するに掘っていたらたまたま出てきただけであって、それ以上のことは彼らにも何も分からないということだ。

　ただ……隣の坑道でも同じ時期に別の出土品が幾つか見つかっているという。

　彼らはこれを単なる偶然だと思っていたようだけれど──ひょっとしたら、何か関係があるのかもしれない。

「えーと……」

　ガルド工房での聞き取り調査の後、僕達はそのまま学校へとやってきた。

　ただしいつもの授業をするためではない。正確にはミュセルと美み埜の里りさんにはいつも通りに授業の準備をしてもらっているけれど、僕とペトラルカはそれとは別に、ロミルダの姿を探していた。

　ガルド工房に行った際にはもうロミルダは登校していて、話を聞くことができなかった。

　彼女は発掘の際に現場にいたわけではないけれど、父親のライデルさんと一緒にあの『棺桶』を帝城に持ち込んでいる。その際に何か気付いたことはないか聞いておきたかったのだ。

「……あ、いたいた」

　探してみるとロミルダはすぐに見つかった。

　教室で同級生と一緒に楽しそうに談笑している。しかも相手はというと人間とエルフである。以前はドワーフならドワーフ、エルフならエルフ、人間なら人間と、種族ごとに固まって他とは話さない、という感じだったのだけれど、最近はもうあんまり種族の違いは関係なく皆、仲良くしているようだ。

　これは非常に喜ばしいことで、僕としては彼女らのそんな団だん欒らんの場に割り込むのはちょっと気が引けたのだけど、今はそうも言っていられない。

「ロミルダ、ちょっといいかな？」

　そう言って彼女を呼ぶと、僕は彼女を教室から連れ出し、小さめの個室に──もともとは生徒やその家族から個別の相談を受けるときなどに使う部屋だ──移動した。

「どうしたんですか、シンイチ先生」

　特に不審がる様子もなく、素直についてきたロミルダは、しかしその個室にペトラルカが──そして彼女の背後に護衛の騎士二人がいるのを見て、表情を強こわ張ばらせた。

「あ、あの、これは……？」

「ペトラルカ、連れて来たよ」

「うむ」

　ペトラルカが鷹おう揚ように頷うなずく。

　もちろん、ロミルダはペトラルカと何度も顔を合わせているし、親しいとまではいかなくとも、顔と名前を覚えてもらう程度の関係になっている。ただ今までロミルダは、ペトラルカに対して、個人的に直で会っていないというか……たいていの場合、間にワンクッション置いた状態だった。具体的には父親のライデルさんや、僕、といった他の者がロミルダとペトラルカの間にいたのだ。むしろロミルダは僕やライデルさんの『連れ』の立ち位置でペトラルカと会っていただけとも言える。

　だからロミルダ個人をペトラルカが呼び出したことなど今までなかった。

「シンイチ先生……陛下……？」

　ロミルダが不安げに僕とペトラルカの間で視線を往復させる。

　良くも悪くもペトラルカの表情は真剣で、世間話をしようって雰囲気ではない。ロミルダとしてはいきなり名指しで呼び出されたわけで、何か怒られたりするのだろうかと心配しているのだろう。

「そう硬くなるな。ただ一つ、二つ、聞きたいことがあるだけじゃ」

　とペトラルカが言った。

「はあ……」

　曖昧に頷うなずくロミルダに、僕が手早く説明する。

　ガルド工房で見つかった棺かん桶おけ、その中身が一晩で消えてしまったこと。

　城から僕の屋敷へ向かったような痕跡が残っていること。

　この件に関してロミルダも何か知っていることや気付いたことはないか話を聞きに来たこと。

「アレがなくなった……」

　ロミルダは円つぶらな瞳を何度も瞬かせながら言った。

「動いたってことですか？」

「盗まれた可能性もないではないがな。しかし状況を見る限り、アレが自ら動いて逃げ出したと考えるべきじゃろう」

「ささいなことでもいいんだけど、何か気付いたこととか、おかしなことはなかった？」

「……すみません、特には……」

　僕の問いに、しかしロミルダは首を横に振る。

「そっか。ありがとう」

　僕は苦笑してそう言った。

　正直──僕もペトラルカも、ロミルダから何か有力な情報が得られるとは思っていなかった。万が一のこともあるから、とりあえず聞いておこう、くらいの考えだったのだ。

　しかしそうなると、本当に手掛かりが何もない。

　どうして中身がなくなったのか。

　中身はどこに行ってしまったのか。

　僕とペトラルカが顔を見合わせて唸うなっていると──

「あっ…………あの、シンイチ先生」

　何かに気付いた様子でロミルダが声を掛けてくる。

「どうかした？」

　何か思い出したことでもあるのだろうか。

　僕は期待の眼まな差ざしを彼女に向けるのだけれど──

「今日、ヒカル先生は……？」

　彼女が尋ねてきたのは別件だった。

「え、ひ、光流ヒカルさん？　なんで？」

　今朝のことを──というか期せずして目撃してしまった光流さんの裸体を思い出して、思わず声が裏返りそうになる。

「む……？」

　眉を顰ひそめて僕の方を見るペトラルカ。咳せき払ばらいを一つして口調と声こわ音ねを落ち着けてから、僕はぎこちない笑顔で言った。

「今日は体調が悪くて休みだけど……」

　まさか朝起きたら女によ体たい化かしてました──なんてことは言えない。しかも一糸纏まとわぬ姿を思いっきり目撃しちゃって……とか、なおさら言えない。言えないったら言えない。いくら事故とはいえ。

　何か彼に伝えることでもあるのなら、聞いておくよ──と言おうとしたそのとき。

「体調が……？」

　ロミルダの顔から、もの凄い勢いで血の気が引いていく。

　エルビアほどではないけれど、わりとこの子も天てん真しん爛らん漫まんなところがあるから……ここまで表情を強こわ張ばらせているのを見るのは、初めてだった。

「え、あの、どうしたの？」

「そ、それ、もしかしたら、私のせいかも……！」

「……は？」

　話の繫つながりがよく分からなくて僕は眉を顰めた。

　けれどもロミルダは今にも泣き出しそうな表情である。彼女の中では『私のせいかも？』どころかもう『私のせいだ！』と確定しちゃってるっぽい。

「な、なんで？」

「昨日、ヒカル先生に首飾りをあげたじゃないですか！」

　悲鳴じみた声でロミルダが言った。

「あれ、場所は違うけれど……同じ日に発掘されたものらしくて……」

「同じ日にって」

「あの『棺かん桶おけ』です！」

　ああ。そういえば、あの首飾りも出土品なんだっけ。確か男の身体の方の光流ヒカルさん──眠ったままの方の身体に、今も着けられているはずだ。

「でも発掘されたのは違う場所なんでしょ？　だったら関係ない──」

　と、言いかけて。

「いや、待てよ……」

　僕はある可能性に思い至った。

　地層学とか、そういうのはまったく専門外なんだけれども。

「たとえば……洪水か何かで、建物が潰れて……その中身ごと流された場合……」

　すべてが同じ場所に流れ着くとは限らない。

　場合によったら、同じ場所に保管されていたものが、何十メートルも何百メートルも離れた場所に漂着したうえで、後から流れてきた土ど砂しやに埋まってしまう、なんてこともあり得るだろう。

　問題の坑道はそれぞれまったく別のようだけど、同じ方向に向けて、同じ深さで掘り進んでいたものらしい。つまりは同じ時期に形成された地層を掘っていたことになりはしないか。

　もし例の『棺かん桶おけ』と光流ヒカルさんのチョーカーが、かつては同じ場所にあったものだとしたら？　というかそもそも一組ワンセツトの品だったとしたら？

　突飛すぎる発想だという自覚はある。

　しかし同じ時期に生じた二つの珍事、それを偶然と考えるよりは、むしろ関係があると考えた方がいろいろと腑ふに落ちる部分も多い。

　たとえば──

「つまりあのチョーカー、あれを光流さんが着けたことによって、『棺桶』の中身が目覚めたとか……？　光流さんの女によ体たい化かはその副作用？　いや、むしろ……」

「なんじゃ、何を言っておる？」

　ペトラルカが怪け訝げんそうに形の良い眉を寄せて問うてくる。

「ちょっと思いついたことがあって」

　なおも不安げなロミルダと、わけが分からないといった様子で顔をしかめているペトラルカ、二人の視線を受けて、僕はそう答えた。
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　……どうしてこうなった。

　立ち上る白い湯気を目で追いながら、私は動揺をなんとか押し殺し、自分が今置かれている状況を整理しようと試みる。いや。整理も何も単純明快なのだが。単に私がそれを冷静に認識できていないだけだ。

　つまり──

「どうしたんすか、ヒカル様」

　身体を浸けている湯の水面が波打ち、ひょいと私の目の前に、可愛らしい顔が現れる。

　短めに切られた髪、それを補うように左右で大きく垂れた獣の耳、屈託のない笑顔がよく似合う顔……犬系獣ケモノっ娘この理想像というか、ちょっとお馬鹿な言動も含めて、愛あい嬌きようたっぷりの大型犬をそのまま少女化したかのようだ。

　首から下も野性味たっぷりというか、四肢の肉はきっちりと引き締まっている一方で、胸や尻にはしっかりとまろやかさ、ふくよかさが感じられる。

　紛うかたなき女性の裸体。それもかなり豊満な。

　ついつい鼓動が速くなるのは、女性の身体に入っていても、やはり中身は男である証拠なのかもしれない。

「な、なんでも……！」

　慌てて答えながら、私は顔を背け、彼女から距離を取る。

「ヒカル様？」

　私の反応に、エルビアは不思議そうに首を傾かしげる。

　本当にこの娘は……開放的というか羞恥心に欠けるというか。

　私の身体が、脚が、泥に汚れていたのは確かだし、風呂に入って洗うべきだというのもその通りだろう。しかしだからといってエルビアまで一緒に入る必要はなかったはずだ。

　彼女は裸の私を強引に風呂場まで連れてくると、脱衣所で自分も躊ちゆう躇ちよなく服を脱ぎ、再び私を引っ張って──現在の状況に至っている。

　私は頼みもしないのに早打ちする心臓を持て余しながら、少しでも体内で高まる熱と圧を逃がそうと溜ため息いきをついた。

　とりあえず、顔が赤らむのは湯に浸かっているせい、とごまかしがきくのは悪くない。もっともエルビアはまったく気にしていないようだったが。

「なんでもありません」

　私はそう言って──鼻のすぐ下辺りまで湯に身を沈めた。

　エルビアは私のことをおそらく男として意識していないのだろう。発情期のある半獣人であるからか、もともと性には開けっぴろげな雰囲気のあるエルビアだが……その一方で一いち途ずに慎しん一いちさんを慕っている面もある。慎一さんはともかく、他の男に躊躇なく裸体を晒さらすほど、だらしない性格ではないはずだ。その辺はしばらくこのエルビアという娘を見ていれば分かることである。

「…………」

　なんとなく胸が痛いような苦しいような。

　意識して呼吸を深くしておかなければ、酸素不足で喘あえいでしまいそうだ。胸の高鳴りはやまず、顔も身体も湯の温度以上に熱くなっている気がする。

　本当に面倒な身体である。

　どうにも精神力で御しきることができない。

「ヒカル様、ゆっくり浸かったっすね？」

　エルビアがバシャバシャと子供のように湯の飛沫しぶきをあげながらそう尋ねてくる。

「え、ええ、まあ、一応──」

「そんじゃ、身体洗うっすよ！」

「えっ……？　いや、それは」

　もちろん、身体を洗うためにこの風呂場までやってきたわけで。

　本来ならば最初にやっておくべきだったろう。しかし私はエルビアの前に裸身をそのまま晒さらすのを躊ちゆう躇ちよし、早々に湯船に浸かってしまったのだ。

「わ、悪いというか」

「ヒカル様のこと、よろしくって頼まれたっすよ」

　とエルビアはそこはかとなく得意げに言った。

「いや、それはきっとたぶん、護衛の──」

「あっちで洗うっすよ」

　そう言ってエルビアは、ぶくん、と泡を少し残して潜行。

　何を？　と思った次の瞬間、彼女は水面下から、躊躇する私に──抱きついてきて。

「ちょっ……待っ……」

　動揺のあまり言葉が切れ切れになる。

　これでは慎しん一いちさんと同じだ。情けない。

　けれどもエルビアの、柔らかな胸が私の腹の辺りに押しつけられて、その感触が私の心を乱す。しかしエルビアは私のそんな狼ろう狽ばいなどまるで気にした様子もなく、しっかりと両腕で私を抱きしめると、そのままひょいと軽い仕草で持ち上げてきた。

　こうなっては脚をばたつかせるくらいしか私には抵抗の術すべがない。

　だがもちろん、フィジカル・エリートたる人狼ウエアウルフにそんなものは効くはずもなく。

「はいはい。ここに座るっすよ！」

　エルビアは楽しそうに私を椅子の上に座らせる。

「エ、エルビア、いいですから！　自分でやります！」

「遠慮しなくていいっすよ！　任せてください、アタシが綺き麗れいに洗うっすよ！」

　やはり『綾あや崎さき光流ヒカルをよろしく頼む』と美み埜の里りさんに──あるいはミュセルや慎一さん辺りに頼まれたのが嬉うれしいのか、エルビアは終始笑顔だった。彼女は立ち上がろうとする私の肩を片手で押さえ込み、それから石せつ鹼けんを手に取ると、これを両手で擦り始めた。

「エルビア……？」

「はいはい、じっとしてるっすよー」

　そう言いながら……エルビアは手拭いの類いを用いず、掌の上に盛り上げた泡を、直接私の身体の上に滑らせ始める。どうやら彼女はこういうふうに石鹼を使うのが常らしいのだが──

「ちょっと……！」

　いくらなんでもこれは。

「やめ……」

「動いたら滑って危ないっすよ？」

　とエルビアは言いながら、私の全身に掌を這はわせていく。

　これでは彼女に愛あい撫ぶされているのも同然で──

「はっ……ん……」

　意図しない声が唇から漏れてしまう。

「気持ちいいっすか？」

「そんなわけ──」

　分かっている。エルビアは変な意味で聞いているのではなく、それこそ、理容師が髪を洗うときに『かゆいところとかないですか？』と尋ねる程度の意味で、そう言っているのだ。

　だからこれは、気持ちいい、と答えてあげるのが正しいのだろう。

　しかし……

　大小無数の泡を転がすようにして私の身体の上を滑っていくエルビアの手。しかも彼女は私が椅子の上から落ちないようにと、身体を密着させ、後ろから腕を回すような体勢になっている。

「て、手慣れてますね」

「子供の頃はよくジジ姉やアマ姉とこうやって洗いっこしたっすよ！」

「な……なるほど」

　そういえばエルビアは三つ子で姉が二人いた。

　結局、私はエルビアにされるがまま、彼女の手があちこちを撫なでていく際、変な声が出るのを堪こらえるのに集中することになった。

　エルビアはやはり上機嫌で、鼻歌まで歌っている。私の知らない旋律だが、これはバハイラムの歌なのかもしれない。彼女にしてみれば、今の状況は姉達と一緒にお風呂に入っていた子供時代と、なんら変わるところがないのだろう。

　しかし……しかし。

　確かに私は外見こそ女になっているし、膨張して言い訳がきかないような状態になってしまう男性部分はないわけだが……それでもこの身体の中身、今、エルビアの裸を前に慌てているのは紛れもない男の意識で。

　エルビアも、それは分かっているはずなのだが。

　一緒に風呂に入るなど、恥ずかしくはないのだろうか。

　エルビアは前に慎しん一いちさんを風呂にまで引きずっていったこともあるらしいが、あれは月に一度の発情期のせいであったのだろうし。まして相手が思慕の対象である慎一さんならばともかく、私ではまた事情が異なるはずなのだが。

　その辺はエルビアの中で、どうなっているのだろうか。

「エルビア、よく私とお風呂に入ろうと思いましたね」

　私が呟つぶやくと、エルビアは──

「……へ？」

　と手を止めて間の抜けた声を出した。

「何かまずいっすか？」

「まずいというか、なんというか、その、確かに今私は女の身体ですけど……その、中身は、そのまんまなんですよ？」

　躊躇ためらいながらもそう言ってみる。

　ここで『そういえばそうだった！』といきなり慌てられても困るのだが、なんとなく私は確かめずにはおれなかったのだ。エルビアはいったい、どんなつもりで女によ体たい化かした私に接しているのだろうかと。

　しかし……

「そういえばそうっすね？」

　あっさりとしたエルビアの声。

　私は拍子抜けして目を瞬かせた。一瞬、振り返ってエルビアの表情を確認したい誘惑にも駆られたが、そこは我慢する。

　エルビアはやはり、私を男としては意識していなかったということだろう。

　理屈としては納得がいくというか、この頓着のなさが腑ふに落ちたのだが、何故かそれを残念に思っているような気持ちが、私のどこかにもあって。

　私が自分でもよく分からない感情を持て余していると、エルビアはいったん身体を離し、前に回ってきて、今度は正面から向き合って私の身体を洗い始める。私は視線を彼女から逸らしながら、苦笑を取り繕って言った。

「違和感があったり、気持ち悪いとか、思わないんですか？」

「違和感っすか？」

「変だなあとか……男が女の身体の中に入ってるとか、その……」

「別に思わないっすよ？」

　とエルビアはあっさりそう答えてくる。

「あ、流すっすね」

　私が問い質ただす前に彼女は私の身体に残った泡を、お湯で流していく。

「……なんで……？」

　元から女装していたから違和感がないとかそういう話だろうか。

　それとも──

「ヒカル様はヒカル様っすよね？」

「……え？」

「身体が女に変わっても、中身が変わってないんだから、やっぱりヒカル様じゃないっすか。気持ち悪いとか思わないっすよ」

　あっけらかんとした口調でそう言うエルビア。

　分かったような、分からないような、理屈だ。

　ただ……

「…………」

　ふと私の胸の奥で幾つかの想い出が瞬またたく。

　私は──昔からあまり『自分』というものがなかった。

　欲のない子だ、などともよく言われたが、それは誤解だと思う。私の欲求は外を向いていたというか──誰かに喜んでもらいたい、誰かに認めてもらいたい、誰かに褒めてもらいたい、誰かに自分を見てもらいたい、そういうことに終始していたのだ。

　もともと女の子のような顔立ちをしていたこともあって、両親はしばしば私に女装をさせて、可愛い可愛いと褒めてくれた。そのときのことがどうにも忘れられなくて、私は『周りが私に求める姿』をとることが癖になっていった。

　周囲が望むから応えねばならない。

　それが私の存在理由。

　そんなふうにさえ、思うようになっていって。

　気がつけばいつも他人の目を気にしてばかりで、自分らしさというものを持たない、そんな人間ができあがっていた。私は、だから、空っぽだ。慎しん一いちさんのようにこのアニメが好きだとか、このキャラクターに萌もえるとか、損得抜きに力説できるものがない。美み埜の里りさんのようにＢＬにはまって言動が捩ねじれてしまうようなこともない。一応、オタクの端くれとしてアニメや漫画には詳しいけれど、それはコスプレの、あるいはオタク仲間との会話のネタとして情報を仕入れているだけで、至極表面的なものだ。

　綾あや崎さき光流ヒカルという人間は、そういう、中身のない風船のようなものだ、という自覚があった。

　だからこそ、エルビアに言われた言葉は──上手く言えないけれど、何か、私を、赦ゆるしてくれたかのようにすら思えて。

　お前はお前だ。何よりもまず綾崎光流だ。それでいい。それがいい。

　そう言ってもらえたかのようにすら、思えて。

「ミュセルや陛下と喧けん嘩かしたときも、ヒカル様はアタシに味方してくれたっすよね」

「それは……」

　慎一さんの争奪戦で、明らかにエルビアだけが出遅れていたからだ。

　三人の中ではいちばん、はっきりと慎一さんに好意を──異性として好意を示しているのに、慎一さんが応じようとしないのがじれったかったというか、エルビアが気の毒に思えたからだ。

　ある意味で私と正反対のエルビア。

　天てん真しん爛らん漫まんで表裏がなくて──思ったことがすぐ口に出る。不器用だけれどたいていの物事に一生懸命、真っ正直に向かっていく。彼女には自分というものがはっきりとある。少なくとも私にはそう思える。

　本当、羨ましいくらいだ。

　だから──

「ウェアウルフの分際でって怒られそうっすけど……」

　少しはにかんだような笑みを浮かべてエルビアは言った。

「ヒカル様はアタシの大事な友達っすよ」

「…………」

「はい、綺き麗れいになったっすよ」

　私の身体の泡を流し終えて、エルビアが言う。

「──ありがとう、エルビア」

　私は礼を言い──そして考える。

　もし私が男の身体のままだったら、こんな話をする機会は、なかったのかもしれない。そう考えれば、女の身体になってしまったことも、悪くはないと言える。

　苦笑しつつ私は自分の胸元に視線を向ける。

　風呂場に入ってからというもの、高鳴りっぱなしの心臓と同期するかのように、胸の奥の発光体が小刻みに明滅しているのが、見えた。
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「つまり、この身体はあの『棺かん桶おけ』の中身が変化したもの……だということですか？」

　私達が風呂場から出た、すぐ後。

　驚いた事に、慎しん一いちさん達が、学校を早退して屋敷に戻ってきた。そして、彼らはしかしいつものように自分の部屋には向かわず、私達を居間に呼んで、ある仮説を披露してきたのだ。

　それがすなわち、私のこの女性としての身体は、あの『棺桶』の中に入っていた不定形の物質が変化して生じたものではないか──というものだ。確かにこれで『棺桶』の中身がどこに行ったのか、どうして私の身体が一人分増えたのか、そうした謎の幾つかに、大まかな説明がつく。

「証拠はないけど……でもペトラルカも、城で今、その可能性について調べてくれてる」

「そうですか」

　そう言って頷うなずくと、慎一さんはきょとんと目を瞬かせた。

「何か？」

「いや、驚かないのかなって」

「ああ……」

　私は苦笑を浮かべる。

　確かに今朝言われれば驚いたかもしれないが、もう私は胸の奥の発光体を何度か見ている。あれは確かにゲル状物質の中に浮かんでいた赤い球体と似ていた。むしろ慎一さんの仮説に近いことは私も考えていたくらいだ。

「それにしてもあのスライムが、こんなふうに身体になるなんて」

　感心した様子で言うのは美み埜の里りさんだ。

「何も知らなかったら、本物の身体だもの」

「体温もありますし、皮膚も人間そのものですよ。触ります？」

　そう言って美埜里さんへ手を差し出せば、彼女は一瞬、驚いたように眼鏡の奥で目を瞬かせてから──私の手を握ってきた。

「そうね。本当、人間そのものね」

「なんなら慎しん一いちさんも触ります？　胸とか」

「えっ!?」

　服の襟に手を掛ければ、慎一さんがぎょっとした感じで表情を強こわ張ばらせた。

　私の中身が男だというのは分かっているはずなのに、まるで女の子に言われたかのような動揺っぷりがおかしく、私は笑った。

「やめて、本当に」

　長い溜ため息いきをつく慎一さん。

　普段、いろいろと彼には、やり込められたり出し抜かれたりすることも多いので、こういうときにでも、ささやかながら意趣返しをしておかねば、損というものだろう。

「ともかく……そのスライムみたいなのが光流ヒカルさんの姿になった理由だけど、たぶん、ロミルダからもらった首飾りが原因なんじゃないかな」

「……まあそれ以外、考えられませんよね」

　何か思い当たる変化と言えば、それくらいのものだ。

　慎一さん曰いわく……あのゲル状物質は、もともと、チョーカーと一組の代しろ物もので、誰かの影武者を造るためのものだったのではないか、とのことだった。チョーカーを着けた人間の姿形を模倣して、そのうえでネットゲームのアバターのように、模倣体を本人が遠隔操作するという仕組み。当然、一人の人間の意識が二人分の肉体を同時に操るのは無理があるため、本物の身体は眠ったままになる──と。

「だからあのチョーカーを外せば、光流さんの意識は、元の身体に戻るんじゃないかな」

　確かにそう考えるのが自然だ。

　これで私は元の身体に戻れる。

　それは喜ぶべきことだろう。

　なのに──

「それは……」

　何故かそれを手放しで喜ぶことができない。

「光流さん？」

　ソファから腰を浮かした状態で慎一さんが首を傾かしげる。

　おそらくすぐにでも私の──男の身体が眠っている私の部屋へ行って、チョーカーを外すつもりだったのだろう。しかし私が躊ちゆう躇ちよするような反応を示したので、不思議に思っている、そんな感じだった。

　美み埜の里りさんや、ミュセル、エルビアも怪け訝げんな表情で私を見つめている。

　変だと思われるのは当然だ。普通はすぐに自分の本来の身体に戻りたいと思うだろう。

　ただ──

（男の身体に戻ったら……）

　今日のように──今日の風呂のときと変わらない距離感でエルビアと話せるだろうか。

　異性。同性。それが違うだけで、相手に対する対応、反応は変わらざるを得ない。

　いや。エルビアはおそらく頓着しないと思うけれど……私自身がエルビアに今まで通りの接し方ができるかどうかの自信がない。結局のところ、あの風呂場の会話も、女性の身体に入っていたからこそできたことだ。

「仮説に納得はできますが……外すのは、いったん待ちませんか？」

　だから私は、そう提案した。

「仮説はあくまで仮説です。チョーカーは関係ないかもしれませんし、関係あったとしても、もし外すのに手順が必要だった場合──それを守らなかったら、危険、ということがあり得ます。私の意識は本当に元に戻るのか。今の私の意識も消え元の『私』も目覚めない、なんてことになるのは、さすがの私もごめんです」

「それは……」

　慎しん一いちさんが言葉に詰まる。

　自分でももっともらしい理由付けだと思う。事実まったく的外れの危惧というわけでもないだろう。そもそもこのチョーカーと身体が、影武者用のものである、というのも仮説でしかない。

「……そうだね、それはそうかも」

　慎一さんと美埜里さんは、納得したらしく、首を縦に振ってくれた。

「今のところ、身体が女性なこと以外不都合はないですし……もう少し様子を見たいと思います。陛下達の方で、確実なことが分かるかもしれませんし」

　私がそう締めくくって──その日の『綾あや崎さき光流ヒカル女によ体たい化か事件』に関する話し合いは、そこで終わることになった。
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　意識が──ゆっくりと眠りの淵ふちから浮上する。

　私は瞼まぶたを開いて自分の目覚めを意識した。

「…………ん」

　窓から差し込む陽ひの光が眩まぶしい。

　開けたばかりの目を反射的に閉じて、目が朝の明るさに馴な染じむのを待つ。瞬きを二度三度としてもう網膜に痛みを感じないことを確かめると、私ははっきりと目を開いて目の前の光景に焦点を合わせた。

「…………」

　まず目に入ったのは、穏やかな表情で目を閉じて眠る──私の顔。

　一瞬驚いたものの、すぐに私は昨日の一件を思い出した。

　昨晩、もうしばらくこの女性の身体でいて様子を見ることにした私は、元の身体と一緒にベッドで眠ることにしたのだ。自分の身体を横に置いて眠るというのもなかなか奇妙な体験だが、何かあったときにすぐ対処ができた方が良いと判断したのだ。自分の顔を眺めながら眠るのは、どうにも倒錯的な雰囲気だったけれども。

「ん……んんっ……」

　私は緩慢な動作で身を起こす。

　何か妙に全身が怠だるいというか、あちこちの関節や筋肉が滑らかに動かずぎくしゃくした感じがする。昨日はそんなことはなかったのだけれど、これはやはり、女性の身体になって無意識のうちに緊張し、あちこちに力が入りすぎていたのだろうか。

　いずれにせよ微睡まどろみを楽しんでいる場合ではない。

　化粧に半時間、髪を整えるのに半時間。合計一時間は身支度にかかる。女性の身体になっていてもそれは同じ、というかむしろ女性の身体であればこそだ。微妙に勝手が違うので手間取る可能性があった。

　朝食は屋敷の皆で揃そろって食べることが決まっている。私だけが遅れて皆を待たせるわけにはいかないだろう。

　ベッドから降りて床に足をつける。

　そこで──私は違和感に気付いた。

「…………？」

　いや。違う。

　それは違和感というよりも、元の感覚で。

「まさか」

　私は咄とつ嗟さに自分の身体に触れてみる。

　服越しとはいえ、昨日、確かにあった胸の二つの膨らみがなくなっているのが、分かった。続けて下半身にも手を伸ばす。こちらは昨日はなくなっていたはずのものが、再び脚の間にあるのが分かった。

　つまりこれは──

「…………」

　最後に首に触れてみる。

　そこには首飾りの感触があった。

「……元に、戻った……？」

　呆ぼう然ぜんと、私は呟つぶやく。

　それから振り返って、ベッドに眠っているもう一人の『私』を見る。

　昨日着替えた寝間着のまま、『彼女』はそこに横たわっている。元はあの『棺かん桶おけ』の中のゲル状物質──スライム状のものではないかと慎しん一いちさんや私は推測していたのだが、もう一人の綾あや崎さき光流ヒカルは、確固たる輪郭を保ったままそこにあり、不定形に戻る気配はなかった。

　これは……一度、誰かの姿を模倣すると、そこからは元に戻らないのか。

「ああ、だから『棺かん桶おけ』なのか」

　そのことに思い至って私は頷うなずいた。

　単にゲル状物質を保管するだけならば、棺桶のような大きさと形状は必要がない。むしろ保管対象が不定型な物質であるならば、球体とか円柱とかの方が何かと適しているはずだ。

「なんだ……」

　ほっとしたような。がっかりしたような。

　微妙な気持ちで私は溜ため息いきをつく。どうやらこの複製……時間が経てば意識は自動的に本来の身体に戻るらしい。私がさきほど感じた関節や筋肉のぎこちなさは、丸一日、こっちの身体が動いていなかったがゆえのことだろう。眠りすぎたときなどに、むしろ全身が怠だるくなるのと同じ現象だ。

　いずれにせよ、あの『女によ体たい化か』は時間限定であったらしい。

　私はチョーカーを外すと、それを机の上に置いた。

　それから改めて、その場で足踏みをしたりして身体を動かしてみる。前述の通りの軽い疲労感は感じるが、やはり二十年近く慣れ親しんできた身体、違和感は特になく。

「…………」

　むしろ朝ということもあり、とても元気になっている部分もあって。

「あー……」

　私はベッドの上の女性体と、自分の男の身体を見比べる。

　元に戻ったことは喜ぶべきだろう。しかしどこかでそれを寂しく感じてしまっている自分がいたりもする。

　本当に、自分のことだというのによく分からない。

「まあ……いいか」

　私は溜め息を一つつくと、化粧に取りかかる。

　丸一日放っておいたので、意外に手間取りそうだ。私は気合を入れて鏡に向かった。
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　翌日──私の女体化複製と、付属品らしきチョーカーはエルダント城に運ばれていった。改めてあれがなんなのか、魔法使い達が調べるらしい。

　自分の顔をしたアレが無造作に、それこそ死体のように運ばれていくのはなんだか奇妙な気分だったが、きちんと調べてもらった方が後々安心できるだろう。以前、慎しん一いちさん達を振り回した『禁忌の鎧よろい』のように、よく分からないまま保管しておいては、揉もめ事ごとの種にもなりかねない。

「何はともあれ一件落着、かな？」

　慎しん一いちさん達は、私が元の身体に戻ったことを喜んでくれた。

　そう。それが普通の反応だ。

　エルビアも──

「良かったっすね！」

　といつも通りの笑顔でそう言ってくれた。

　私に対する態度は……別に変わらない。風呂場で言っていた通り──男であるとか女であるとかいう以前に、私は彼女の中では友達なのだろう。それを素直に喜べないのは、私がひねくれているからか。

　ともあれ。

　再び、いつもの日々が始まる。

　何も変わらない。私が女性化していたことなど、まるでなかったかのように、お馴な染じみの日々の繰り返しだ。それそのものは喜ばしい。やはり元の身体でいる方が私もいろいろな意味で落ち着ける。

「さて……」

　学校から戻って、自室にこもり、夕食までの時間を雑務の処理に費やす。

　これもいつも通り。

　ただ──

「ヒカル様！」

　なんの前触れもなくいきなり、部屋の扉が開かれる。

　ぎょっとして振り返った私は、そこに、笑顔で立つエルビアの姿を見ることになった。

「……エルビア」

「鍵はミュセルに借りてきたっす！」

「そうではなくて。先日もノックをしなさいと言ったでしょう」

「てへへ、すんませんっす」

　小さく舌を覗のぞかせて、悪びれることもなくエルビアは言う。

　私は文句を重ねようとして、しかし、徒労感のようなものを覚えて代わりに溜ため息いきをついた。どうにも憎めない──というのは、こういうことを言うのだろう。

「……で、なんの用ですか？」

「はい！」

　尋ねると──良く聞いてくれました、とばかりにエルビアの笑顔がさらに明るさを増す。

「これ、こういうの描いてみたんすけど」

　エルビアは椅子に座ったままの私のところまで歩いてくると、後ろ手に隠すように持っていた何かを差し出してきた。

　Ｂ４くらいの大きさの、それは──絵で。

「もし良かったら、ヒカル様にって」

「これって……」

　そこに描かれているのは……私だった。

　チョーカーを着けていないし、胸元まで描かれているゴシックロリータの衣装のデザインからも一昨日の私、つまり女性の身体だった綾あや崎さき光流ヒカルを描いたものだと分かる。

　私は、少し呆ぼう然ぜんとしながらも、差し出されたそれを受け取った。

　何故、と問うようにエルビアの方へ視線を向けると、彼女は少し照れたように人差し指で鼻の下辺りを擦って見せた。

「や、この間のヒカル様がすごく美人だったから、つい描いてみたくなって」

「この間の……」

　やはり女性の方の私を描いたものらしい。

　しかしこれはなんと応じたものだろうか。

　少し考えてから──

「……私、美人でした？」

　と問うてみた。

「そりゃあもう！」
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　拳を握りしめてエルビアは肯定してくれた。

「あ、もちろんいつものヒカル様も綺き麗れいなんすけど！　けどなんて言うか、えっと──」

　女性になった私を褒めたい、でもそれは決して普段の私が悪いわけではなくて、けれどどう褒めればいいのか分からない──おおむねそんなところか。

　焦って言葉を探すエルビアを見ていると、つい、笑ってしまう。

「言いたいこと、分かります。ありがとう、エルビア」

　絵を見つめて私は双そう眸ぼうを細める。

　元の身体に戻っても、先日の一件はなかったことにはならないらしい。

　エルビアの態度は、やはりいつもと同じで。女によ体たい化か以前も、以後も、今日も、まったく変わらなくて。私が羨ましいと思った──少しお馬鹿で、けれどもまっすぐで表裏もなく、しっかりと芯のある彼女、そのまんまだ。

　だから──

「嬉うれしいです」

　私は絵を、折れたり曲がったりしないように気を付けながら、そっと胸に抱いた。











（つづく）
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あとがき




　どうも、軽小説屋の[image: ]です。




『アウトブレイク・カンパニー　萌もえる侵略者』十四巻をお届けいたします。




　本巻は、十三巻で予告した通り短編集であります。

　本来はもうちょい早めに出す積もりだったのですが、用意していた短編がいざ書いてみたら長編になってたり（十二巻等）とか、まあ色々ありまして、今回ようやく、という感じであります。




　ちなみに今回の短編の中では最も早く構想があったのはブルークとシェリスの子供話です。これは実は七巻の時点で考えていた話なんですが、まあ、なんというか、どうしてもリザードマン夫婦は脇役感が拭いきれず、後回しになっておりました。




　爬虫類って苦手な人は本当に駄目らしいし、私も殊更に好きという訳ではないんですが、よく見るとあれで結構、円つぶらな眼をしてて、可愛いんですよね。ペット産業でも爬虫類という分野は、それなりに大きな比率を占めているらしく。

　うちの嫁さんは基本、カエル好きなのですが、爬虫類も割と好きな方らしく、一時期、オニプレートトカゲをつがいで飼っておりました。実を言えば、今回のブルーク達の子供話は、嫁さんの「リザードマンの子供ってきっと可愛いと思うのよね」という一言から始まったのですよ。




　ちなみに何となく私の中でマーニャは某ネズミ帝国のアニメに出てくる青い人造生物のイメージですが、さて、ゆーげん師の絵ではどうなることやら（あとがき書いている時点では分かってません）。というかそもそもイラスト化されるのかどうかも分からないですが。幼女キャラだけど、リザードマンだし……

　そういえばアメリカじゃドラゴンを扱った18禁ジャンルがあるって話ですが……そうなると、リザードマン幼女（嚙み癖あり）に萌える事が出来る人も居たりするんだろうか。いや。この広い地球の何ど処こかに、きっとそんな人だって居る筈だ！　……二人は居ないかもしれんけど。




　閑話休題。

　慎しん一いちの引き籠もり話も割と古く、これは元々アニメ放映時に幾つか考えていたネタの一つです。アニメではオリジナルエピソードとして、ペトラルカの引き籠もり生活話が出てきますが、アレの影響もあったかもしれません。

　ただ、アニメと違って野郎が引き籠もっていても可愛くも何ともないので、それだけでは間が持たない。そういう訳で少しひねってみたり。更に十三巻のエピソードと絡めて今回は『禁忌の鎧よろい』事件の後日談みたいな形に落ち着きました。




　そんでもって。

　今回の短編三本の内で最も新しい──というか今回先の二本をまとめて短編集にする為に、新たに考えたエピソードが、光流ヒカルの性転換（？）話であります。

　実は光流とエルビアの話は何となく八巻辺りから考えてはいたのですが、具体的にエピソードとして書く積もりはなく、私の頭の中にだけある『裏設定』とでも言うべきものでありました。

　ただ、十二巻の修羅場話で、その辺の『裏設定』に担当編集さん──というか編集長が気付きまして。その上で「本当に女の子になった光流というのも見てみたい」という要請が在ったので、今回の様な形と相成りました。




　ちなみに、光流の一人称、当初は彼の喋り方に合わせて（彼の一人称として読者の方達がすんなり受け入れられる様に）丁寧語で書いていたのですが、なんか違う、という事で今の様な形に。この辺は読者の方々にどう見えるのか、少し気になります。




　まあそんなこんなで。『アウトブレイク・カンパニー』も残すところ、順調にいけばあと三冊であります。既に最終話までのプロットは立ててある──というより、最終巻で慎しん一いちの最後の台詞まで決まっています。

　是非、読者の皆様におかれましては、最後までおつきあいの程を。




　２０１５年11月７日
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本作品は、二〇一五年一二月、小社より講談社ラノベ文庫として刊行されたものを電子書籍化したものです。
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表紙・本文イラスト／ゆーげん







『ボイス！　ボイス!!』







　皇帝陛下。

　漢字で書くとたった四文字、ひらがなで書いても『こうていへいか』の七文字、まあだから何だと言われても困るけど──言葉にすると、分かったような気になるというか、別に大したことなさそうに見えたりするけれど。

　また『皇帝』っていうと『王様』よりもなんだか偉そうっていうか……いろいろな作品で暴君的な政治をする悪役として描かれてきたことが多いので、なんだかワガママ好き勝手をやってても許されちゃうみたいなイメージもあったりするけれども。

　やっぱりそれは、一国の絶対君主として存在する以上、大変な立場であり、まともにこなそうとすると、いろいろ難しい仕事であるわけで……

「……以上……なんだけど……？」

　神聖エルダント帝国──その国名と同じ名を冠される帝城、すなわち、皇帝陛下の御座所。

　その謁見の間。

　僕はいつも通り、異世界初の総合エンタメ商社〈アミュテック〉の活動について、雇い主の一方である皇帝陛下のところに報告に来ていた。

　内容的にはこれといっていつもと変わりなく、もろもろ順調だけど大きな変化はない、という感じ。

　だから──

「ペトラルカ？」

　皇帝陛下がむっつりとした表情、見るからに不機嫌そうな顔をしているのが、ちょっと僕は気になった。

　ペトラルカ・アン・エルダント三世皇帝陛下。

　この神聖エルダント帝国における絶対権力者であり、まあ端的にいえばいちばん偉い人だ。

　だけど『絶対権力者』なんて厳いかめしくて仰々しい言葉に反して──ペトラルカはとてもとても可愛らしい女の子である。

　長い銀髪は癖もなく艶やか、翡ひ翠すい色の瞳は本当に宝石みたいで、彼女の喜怒哀楽に従ってキラキラと輝いて見える。お人形さんのような──良い意味で──少女で、ただ座っているだけでも華がある。

　しかも彼女は小柄で少し、ほんの少し、いやもう本当にちょっとだけだけど、容姿が、幼い。実際の十六歳という年齢を聞かされると『え？　噓うそ？』と思わず失言しちゃうぐらいに。

　具体的に言うと、たぶん、ランドセルとか背負わせても違和感ないくらい。

「…………」

「ペトラルカってば」

「あ、ああ、シンイチ」

　ペトラルカはそこでようやく僕の存在に気付いたみたいな様子で、眼を瞬しばたたかせながらこちらを見つめてくる。

「あの、報告──聞いてくれてた？」

「ああ、一応はな」

　とペトラルカが頷うなずく。

「ならいいけど。どうかした？」

「どうかとは何がじゃ？」

「いや、なんか機嫌悪そうっていうか──」

「…………」

　ぎゅっと眉が寄せられて──ペトラルカの眉間に刻まれた縦たて皺じわが深さを増した。

　同時に──

「…………」

「…………」

　彼女の左右に控えていた、重臣の二人──つまりガリウス・エン・コルドバル卿きようと、ザハール宰相が、揃そろって顔をしかめ、溜ため息いきをつく。

　あれ。なんかまずいこと聞いた？

　妙な空気に僕は戸惑いを覚えて、僕の左右にいる女性陣──護衛の女性自衛官・古こ賀が沼ぬま美み埜の里りさんと、僕の身の回りのお世話をしてくれているメイドのミュセル・フォアランに、眼を向けて尋ねてみる。

　だけど──

「…………」

「……！」

　美み埜の里りさんは首を傾かしげて肩を竦すくめるだけ、ミュセルも慌てたように首を振るだけで、やっぱり二人とも、この空気の原因がよく分かっていない様子だった。

　で──

「──聞いてくれるかシンイチ！」

　何やら『ええいもう我慢しきれんわ！』とでも言いそうな──不満が限界突破して破裂するような感じの口調で、ペトラルカが言ってきた。

　彼女を振り返れば、可愛らしいその双そう眸ぼうの目尻が吊つり上がっている。うわ。かなり怒ってるな、こりゃ。

　でも何に？

「昨日──メルネアデスとエンランディアの新しい大使が着任してな」

　忌いま々いましげにペトラルカが言う。

「え？　何？」

　初耳の単語に僕が目を白黒させていると、騎士ガリウスが説明を加えてくれた。

「共に、外国の名だ。バハイラムと異なり、我が国とは友好関係にある。メルネアデスもエンランディアも、千年以上の歴史を持つ古い国でな。国力はともかく──あちらこちらに影響力を持っていて、外交上、無視できん」

「ははあ……」

　そういえばこの異世界では、神聖エルダント帝国以外の国家って、バハイラム王国ぐらいしか名前を聞いたことがなかったけれど。

　まあ、さすがにこの世界に国家が二つしかないってこともないのだろうし。

　むしろ驚いたのは、ガリウスが他国を評して『古い国』と言ったことだ。僕から見れば、神聖エルダント帝国だって充分に古い国に見えるんだけど──そういえばこの国って、できてからどれくらい経たつんだろうか。

　僕らの世界のアメリカだって、国家としてイギリスから独立したのって、十八世紀辺りじゃなかったっけ。ということは三百年は経たってないわけで。中国とかも、清しん朝が滅亡して、それからもゴチャゴチャあって、今の体制になったのは二十世紀の中盤に入ってからだ。

　仮に五百年以上も続いていれば僕ら基準では充分に古い国って言えると思うけど──まあ、それはともかく。

「まあ、とにかく、その二国の大使が揃そろって妾わらわのところに挨拶に来よった。それは良い」

　とペトラルカが言う。

「じゃが、そやつらの態度が、妾をとにかく侮あなどっておってな」

「侮る？　ペトラルカを？」

「小娘と思って馬鹿にしておるのが、態度にありありと出ておるのじゃ」

「……ああ、そういうこと……」

「さすがに、初対面で、いきなり『幼女キタ──ッ!?』などとたわけたことは叫ばなんだが──」

　じろりとペトラルカが僕の方を睨にらむ。

「いやだから、あれは、ごめんって！　いつまでもそのネタ引きずらないで！」

　僕は悲鳴じみた声で言った。

「あれにしたって、前にも言ったけど、ペトラルカがあんまり可愛いから、つい……！」

「……！」

　何かに驚いたのか、ペトラルカは、一瞬、言葉に詰まったみたいだけど──

「わ、分かっておるわ、冗談じゃ！」

　ぷいっと横を向いてそう言った。

　いやもう、反省しているんですから、いつまでも引きずるのはやめてください、皇帝陛下。

「実のところ──」

　と──ザハール宰相が取り繕うように言葉を続けた。

「シンイチ殿の時と異なり、傍そばにいる我らから見ていても、陛下を侮っていると分かる口ぶりと表情でしてな。ただ、礼節に反した言動があったわけでもないので、我々としても咎とがめるわけにもいかず」

「あー……」

　分かる分かる。

　あれだ、非オタの人達が、オタクに向ける視線とかと似たようなやつだな。面と向かって罵倒しているわけじゃないんだけど、口調とか仕草とかのあちこちに、こちらを馬鹿にしているというか、下に見ているというか、そういうのが滲にじんでいるっていう。

　その手のことをあまり気にすると、根拠もない、ただの被害妄想にもなっちゃうわけだけど、今回に関して言えば、ザハールさんやガリウスも認めているわけだから、ペトラルカの思い込みではなく、かなり露骨だったんだろう。

　そもそも僕らの世界でも、歴史のある国って、自分のところよりも歴史が浅い国を、根拠なく侮ったりする場合もあるしね……

　ましてや『皇帝陛下が見た目幼女』ってんなら、そりゃ、弱点見つけた、ってなもんで、ここぞとばかりに馬鹿にしてくるってのは、まあ、想像に難かたくないわけで。

　実際、ペトラルカは幼女ではないにしても、十六歳なんて若さだからなおさら。

「妾わらわが黙っておれば言いたい放題……！」

　その時のことを思い出しているのだろう──ペトラルカの顔が怒りに紅潮する。

「まあまあ。とりあえずキレなかったのは偉いと思うよ」

「それはもう、初対面で『幼女キタ──ッ!?』と先に言われた経験があるからの！」

「いやだからごめんって……！」

　これ、ひょっとして僕は、一生言われ続けるんだろうか。

「どうにかできれば良いのだがな」

　と騎士ガリウスが溜ため息いき交じりに言う。

「帝国内の貴族にも──特に地方領主には、陛下を侮る者達もいると聞く。彼らは陛下に謁見する機会も少なく、僅かな回数と時間の中での『見た目』で判断しがちだ」

「ああ……」

　ペトラルカが少女なのは実際その通りなので……その一点だけで『お飾りの小娘』みたいに思っちゃうのだろう。彼女がどれだけ皇帝として頑張っているのかとか、彼女がどれだけ聡明かとか、そういうのは、ある程度、長く傍そばにいないと分からないのだ。

「威厳というものは一朝一夕に身につくものでもなかろうし」

「難しい問題ですね」

　と同意する僕。

　まさかペトラルカに、おっさんの着ぐるみとか着せて貴族や各国の大使の前に立たせるわけにもいかないし。すでにペトラルカの容姿は彼らに知られているだろうから、今からそれをどうにかしてもあんまり意味がない。

「うーん──」

　僕は腕を組んで首を捻ひねる。

「化粧してみるとか？　大人っぽく……」

「駄目よ」

　と一言で却下してきたのは、僕の隣にいた美み埜の里りさんだった。彼女はやや声の調子を落として僕の耳元に囁ささやいてきた。

「童顔に化粧して、大人っぽさを演出とか──誰でも考えるけど、間違いなく、失敗するわよ」

「そ、そういうものなんですか？」

　もちろん、僕は化粧についてはよく分からないけど……

「背伸びしてる子供ってのが強調されるだけだから」

「ああ、なるほど。しかし随分と確信的な物言いですね」

「経験者は語るのよ……」

　眼鏡の奥で遠い眼をして美み埜の里りさんは言った。ああ──まあ、この人も童顔系ではあるわけだけど。中高生くらいの時にやって大失敗した経験があるわけね。

「──でもそうなると、他に何かあるかと言われてもね」

　僕は改めて両隣の二人に提案を請う視線を向ける。

　ミュセルは首を傾かしげて考え込んでくれているみたいだけど……性格が正直一直線の彼女から、こういう他人に与える印象を操るための妙案が出てくるとも思えない。

　となるとやはり、ここは見た目童顔だけどやる時はやる大人の女、古こ賀が沼ぬま美み埜の里り一等陸士にお願いするしかないのだけれど。

「見た目はともかく……話し方を変えるとかはどうかな？」

「話し方？」

　聞き返す僕に、美み埜の里りさんが頷うなずく。

「ほら、私も自衛隊入ったら、どうしても軍隊口調みたいなのが身についちゃった時期があってね」

「あー……」

「友人に『何、あんた、いきなり大人びちゃって？』とか言われたことがあるくらいでね。別に化粧とか変えたわけでもないってのに」

　なるほど。

　喋しやべり方って、まんま思考形態の反映だから……下手に外見を弄いじるより、物腰というか、仕草や喋り方を変えた方が、分かりやすいということか。

「自衛官としての古賀沼美み埜の里りと、そうじゃない一個人としての古賀沼美み埜の里り、ちゃんと使い分けられるようになるのに、意外と時間掛かったのよ」

　確かに場面によって、声の高さとか言い方って変わってくる。普段柔らかな喋り方をしている美み埜の里りさんだって、非常時には、自衛隊員として鍛えた肺活量で、迫力のある声を出したりするし。

　単に言葉選びだけじゃなくて、声の出し方が問題なわけね。

「確かに、普通に喋ってたらペトラルカの声って甲高いもんね。見た目のこともあるし、どうしても幼く聞こえるというか」

「なんじゃと!?」

「あっ──いや、その」

　キッと僕を睨にらんでくるペトラルカの視線に、僕は慌てた。視線に物理的な実体があれば、僕の顔面を貫通してそうな鋭さである。

　本当、自分が幼く見えることを気にしてるんだよな、この皇帝陛下は……

「だからさ、僕達といるときは普通に喋しやべっててもいいんだけど、大使や貴族の前ではもっとこう、大人びた声を意識するというか、もうちょっと話し方を変えるとか……」

「それができたら苦労せん！」

　僕の言葉に対して──そのまま地団太を踏むように、両足をバタバタさせるペトラルカ。その姿はますます幼く見えるというか──まるで癇かん癪しやくを起こしている子供のようで、ある意味では微ほほ笑えましくもあったのだけれど。

「……そういうのが幼く見える原因じゃないかな？」

　思わず僕はそう口にしていた。

　嗚あ呼あっ。また僕はよけいなことを──と思ったけどもう遅い。

「っ……！」

　瞬間、ペトラルカの頰が引き攣つった。眉を吊つり上げた彼女の顔が、見る見るうちに再び真っ赤な色に染まっていく。

「こっ、この……っ」

　俯うつむいたペトラルカの肩がぷるぷると震える。

　あ、こんな姿も可愛い──じゃなくて。

「ご、ごめんペトラルカ！　別にそんなつもりで言ったんじゃ……」

　どこか既視感のある彼女の姿に、僕は慌てて謝罪を試みるも──やっぱりもう遅かったみたいで。

「今さら謝っても遅いわーッ！」

　ザハール宰相らが止める間もなく──玉座から駆け下りてきたペトラルカの蹴りが僕に向かって飛んできたのは、次の瞬間だった。
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　その日──学校を終えて屋敷に帰ってきた僕は、夕食までの時間を自室で過ごしていた。

　いつもながら僕には分不相応とも言えるでっかいアンティーク調の執務机について、これまたこの机には明らかにそぐわない感じのノートパソコンを弄いじっていると──不意に、扉をノックする音が聞こえてきた。

「はい？」

「慎しん一いち君、私だけど。入っていい？」

　扉の向こうから聞こえる朗らかな声。

　たぶん美み埜の里りさんだ。

「はーい」

　返事をしつつ立ち上がり、僕は扉まで歩み寄って開ける。廊下に立っていたのは、やっぱり美み埜の里りさんだ。

「どうかしたんですか？」

「例のものの手配が整ったって、的まと場ば局長から連絡があったから」

「例のもの？」

　なんだっけ、と思わず首を傾かしげかけた僕だったけれど──すぐに思い出した。わざわざ的場さんが連絡を寄越し、そして美み埜の里りさんが僕に告げに来る以上、いつもの定期便や、通常業務で配送を頼んだアニメや漫画の類たぐいではないわけで。

「ああ──アフレコの、ですね」

　僕は〈アミュテック〉の活動の一環として、近々エルダントで初のアニメアフレコを実行しようと計画していた。

　日本から持ち込むアニメは、当たり前だけど、日本語だ。でもって魔章指輪は機械越しの音声を翻訳することができないため、そのままだとエルダントの人達には登場人物が何を喋しやべっているのか分からない。

　このため、直接、アニメを楽しめるのはごく一部──つまり日本語を勉強して、ある程度まで習得している者に限られる。

　そうでない人達がアニメを見るには、昔の映画みたいに、横に弁べん士しというか、魔章指輪を塡はめて台詞せりふを全部喋り直す人間が必要だったりするのだ。

　だがこれは正直、アニメの魅力を存分に生かし切れていないと僕は思う。大慌てで同時通訳みたいなことをしている人間が傍そばにいたら、たぶん、見ている方は本当の意味で作品に没頭できない。本職の声優やナレーターでもあるまいし、ついついトチっちゃう場合も出てくるだろう。

　これではオタク文化を広めるなんて無理だ。僕は、学校に通って日本語を学んでいる生徒だけではなく、エルダントに住むみんなに、オタク文化を知ってほしいのだ。

　最初に考えたのは、字幕を付けることだった。

　だけどこれはすぐに駄目だと気付いた。

　貴族以外の国民はエルダント語の読み書きすらままならない状態で、仮に字幕を付けたところで素直に作品を楽しめる層は限られる。

　ならば──と思いついたのが、アフレコだ。

　アニメの台本をエルダント語に翻訳、その上でエルダントの人間に喋ってもらって、これを録音してやればいい。

　エルダント語だったら、日本語を知らなくてもエルダント国民みんなが楽しめる。

　もちろん──日本語を学んでいる学校の生徒だって、日本語の台詞せりふを全て聞き取ることができているわけではないから、エルダント語に翻訳されたアニメとなればウケもさらにいいだろう。

　そんな僕の考えを、的まと場ばさん──極東文化交流推進局の局長に説明したら、あっさりと同意が得られた。そしてアフレコに必要な機材の手配を請け負ってくれたのだ。

「台本はばっちりなんで、いつでも始められますよ」

　台本は、僕がアニメを見ながら書き起こし、これを翻訳するのは、生徒の中でも日本語──特に読み書きに堪能なエドアルドに頼んだ。

「録音室は、屋敷の地下が使えます。ブルークに頼んで厚手の布を壁に貼り付けてもらってあるのでさすがに防音ドアとかは無理でしたけど、中の仕切りとかにもたっぷり布を重ねてありますし」

「じゃあ機材が届き次第アフレコね」

　美み埜の里りさんが楽しげに言った。

　なんだかんだ言ってこの人もオタクなので、こういうのは嫌いじゃないらしい。まあ彼女の場合、いろいろとＢＬ系に偏ってるけど、それはさておき。

「ちなみに中の人はどうするの？」

「今回はお試しですから、和気藹あい々あいとできたらいいかなーって思ってます。身近な人を連れて来ようかなって」

　今回はいわば実験なのだ。なので別にそこまで演技が上う手まい人を連れて来ようとかは考えていない。上手くいったら定期的にしてもいいかなとは思ってるけれど。

　だから今回は出来不出来よりも、一本のアフレコを完成させること──つまり作品の完成度より、現場の雰囲気を重視したかった。

「ミュセルとかエルビアとか、あとは適当に学校の生徒に声をかけて……」

　とりあえず人並みの声量があればなんとかなるだろう。最低限の演技は僕や美み埜の里りさんが指示を出せばいいだろうし、慣れてくれば各おの々おのの解釈で声の出し方を覚えていって、臨機応変に対応できるようになるはず──

　……ん？

「──そうだ。これだよ」

　僕はある事を思いついた。
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　でもって──アフレコ初日。

「ふおおぉぉぉ!?」

　興奮した声を上げているのはペトラルカだ。

　皇帝陛下はその大きな眼をキラキラさせて、忙せわしなく視線をあっちこっちに向けている。

　彼女の隣に立っている美形の騎士──ガリウスも、さすがに今回は驚きと、そして若干の好奇が入り交じった表情を浮かべている。

　もちろん──これは他の面メン子ツも同じだ。

　屋敷の地下に、このエルダント初のアフレコ・スタジオを作るにあたって、ブルークを手伝っていたミュセルはそれほどでもなかったのだけれど……今までこの部屋に入ったこともなかったウェアウルフの少女──エルビア・ハーナイマンに至っては、興奮を隠しきれないのか、感心とも歓声ともつかない声を上げながら、尻しつ尾ぽをぶんぶんと激しく振っている。

「まるで『宇宙戦艦ムサシ』のカンキョーのようじゃのう！」

「ああ、まあねえ」

　と僕は苦笑する。

　もともとは倉庫として使われていたこの地下室は──今や二つに仕切られ、内壁には吸音用ということで分厚い布が何枚も張られ、二つに仕切られたこちら側には、スイッチだの何だのがいっぱい付いた機材が、台の上に扇状に配置されている。

　具体的には、パソコンと、音量を調節する摘まみやスイッチの付いた、パッと見は大きなキーボードにも見える録音機材。

　正面の壁際には三つばかり液晶モニタの画面が据え付けられていて、アフレコ中のアニメの映像を見ることができるようになっている。

　確かにどこかの戦艦の艦橋を思わせる室内風景だ。分厚い硝子ガラスが正面に──仕切りの壁にはめ込まれている点も含めて。

　硝子の向こう側、録音室は一転してがらんとした造りになっている。

　奥の壁際に寄せられた椅子。その椅子から少し離れた位置に、マイクが三本──マイクといっても、カラオケで使うようなそれではなく、スタンドに付けられた専用のもの──が置かれている。

　僕達の側からは見えにくいけど、マイクの配置に合わせるようにして、向こう側にも液晶モニタが三台置かれているはずだった。

「これは何ですか？」

　僕の隣でミュセルが、不思議そうな顔で録音機材を覗のぞき込む。

　それに気が付いて──機材の前の椅子に座ってスイッチを弄いじっていた美み埜の里りさんが、振り返って言った。

「これで声を録音して調整するのよ」

　美み埜の里りさんが笑顔と共にそう説明する。

「高音とか低音とかをカットしたり、響き方を変えたりとかして──」

「はぁ……」

　美み埜の里りさんからの説明に、ミュセルは、ただひたすら感嘆の表情で頷うなずいている。正直、説明の内容をきちんと理解しているとも思えなかったけど、まあ問題はないだろう。

「こっちは僕と美み埜の里りさんが使う方で、ミュセル達はあっちだよ。あっちでアフレコしてもらうんだ」

　僕は硝子ガラスの向こうを指差す。あっち側がいわゆる、録音室だ。

「なんだかドキドキするっすねえ」

　なおも尻しつ尾ぽを勢いよく左右に振りながら、エルビアが上気した赤い頰で、そんなことを口にする。

「ここでその、あふれこ、をするんすよね？　なんだかすごいっす！　こんなの初めて見たっす！」

　そもそも画家であるエルビアは、『見たことがないもの』には一律、非常に興味を示す。たぶん、放っておいたら紙と鉛筆を持ち込んで写生でも始めるだろうが──今日はさすがに、彼女にも別の仕事がある。

「楽しみなら何よりだよ」

　頼んだ立場からしてみれば、こうやって楽しみにしてくれるのは嬉うれしい。

「……でもシンイチ様、本当にアタシで大丈夫なんすか？」

「何が？」

「アタシ他の人みたいに、エルダント語上う手まくないっすから……」

　そう言ってエルビアの尻尾が垂れ下がる。

　エルビアは隣国であるバハイラム王国の密偵スパイで、生まれも育ちもエルダントじゃない。だから喋しやべり方が少しエルダントの人と違う。普段は魔章指輪で翻訳しているから会話をするのに困らないけれど、エルダント語でのアフレコをするのに多少不安があるのだろう。

「大丈夫。エルビアの役は外国人の転入生だから、むしろ拙つたないくらいの方がちょうどいいんだ。そこら辺も踏まえて配役は考えてあるからね」

「ならよかったっす」

　エルビアが、安心したように息を吐ついた。

「しかし……よくここまで準備したな」

　腕組みと共に感心した口調で言うのはペトラルカだ。

　彼女も録音機材のことはよく分かっていないと思うけど、こうして『専門の機材が並べられて醸し出す独特の雰囲気』は理解しているらしい。正直、僕も一瞬、部屋に踏み込んだとたんに『素しろ人うとお断り』と言われているみたいで気後れしたくらいだ。

　でも──

「機材は的まと場ばさんに手配してもらってたし、準備自体はそこまで苦じゃなかったよ」

　機材の手配も、室内の造作も、直接やったのは僕じゃない。僕がしたことといえば、アフレコの企画と段取り、脚本起こしまで。翻訳作業は、エドアルドにしてもらったし。

「……だがもともと決まっていたのであれば、もっと早くに言ってほしかったな」

　苦い顔と共に、ガリウスが呟つぶやく。

「す、すみません」

　ペトラルカと──そしてガリウスにもアフレコの話を持ち出したのは、本当につい最近の話だ。もちろん──二人とも帝国の要職に就いている身なので、決して暇じゃない。でもそれを承知の上で、僕は、何とか予定を空けてくれとお願いしたのだ。

　たぶん、予定の調整は大変だったろう。

　けれど──

「構わん。来ることを決めたのは妾わらわじゃしな」

　頭を下げる僕を慰めるかのように、ペトラルカがそう言ってくれた。

「それにガリウスもこう言っておるが、あふれことやらに、少なからず関心を持っておるぞ？」

「え、そうなの？」

「陛下──」

　ガリウスが顔をしかめる。

　あれ。その頰が少し赤く見えてるのは、ひょっとしてこの人、照れてる？　ペトラルカと同様、この人も色が白いので、赤面するとすぐ分かるのだ。

「じゃから、そう気にする必要はない。もちろん、早めに話を通すに越したことはないがの」

　そう言うペトラルカの声にも、若干だが非難するような響きがあった。これは本当に予定調整が大変だったらしい。

「い、いや、ね」

　僕は慌てて言った。

「最初は生徒とかに頼もうかなって思ってたんだけど、エルダント初のアフレコってなったら、ここはやっぱり皇帝陛下が関わってた方が話題性も増すっていうかさ」

「分かっておる。その説明はあふれこの話を持ち出したときに聞いた。三度も」

「あ、あれ？　そうだったっけ」

　尋ねる僕に、ペトラルカは視線を逸そらして恥ずかしげに言った。

「エイガのこともあるし、恥ずかしいから、嫌じゃという妾わらわを、シンイチは無理矢理、強引に──」

「いや、陛下、その表現は激しく誤解を招きますので」

　頰まで赤らめられた日には、僕がものすごく変なことを強要したみたいでしょ。

「ま、まあとりあえず、説明を始めるね。美み埜の里りさん、台本ください」

「はい」

　美み埜の里りさんから人数分の台本を受け取って、僕は機材の横にある、仕切りの壁に設置されている扉を開けた。録音室へと入る。

　僕を先頭に、美み埜の里りさん以外のメンバーもあとに続いた。

「旦だん那な様、これは……？」

　録音室に入ったミュセルが、首を傾かしげながら、並べられているマイクを指差す。

「それはマイク。このマイクに向かって喋しやべったら、みんなの声が録音されるんだ。この画面に映像が流れるから、それに合わせて喋ってほしい……じゃあみんなこっちの椅子に座って。台本配るから」

　壁際の椅子にみんなを座らせて、僕は台本を一冊ずつ配る。

「今回アフレコをしてもらうのはこれ、『バレンタイン・パニック！』だ」

　硝子ガラス越しに僕は、美み埜の里りさんに合図する。

　ほどなくして、同時に三つの画面に、カウントダウンの数字が浮かび──続けて『バレンタイン・パニック！』のアニメが流れ始めた。

　某ギャルゲー系アニメの劇場版だ。

「主人公が手にしたバレンタインチョコに、国の機密情報の入ったマイクロチップが混入してしまっていた。そのチップを取り戻すために軍や諜ちよう報ほう部ぶが主人公を追いかける。普段のラブコメにドタバタが加わった感じかな」

　本当はこの劇場版の前に、本編──ちなみに全二十四話──をアフレコするべきかなとも思ったんだけれど、さすがに二十四話すべてをアフレコするのは難しいだろうということで、今回は劇場版のみになった。劇場版だけでもそれなりに楽しめる作りになっているし、問題はないだろう。

「…………」

　さすがに劇場版、作画も非常に気合が入っていて──それがミュセル達にも分かるのか、まだ日本語のままだというのに、全員が思わずアニメに見入ってしまっている。

　僕は一つ咳せき払ばらいしてから説明を続けた。

「メインキャラクターは主人公である高校生のタケシ、幼おさな馴な染じみのアカリ、謎の転入生であるレミ、タケシを追いかける鬼教官ボタンの四人。はい台本見てねー」

　僕が台本を開くのに合わせて、他のみんなも我に返った様子で台本を開く。

「平和主義で流されやすい性格だけど実は芯の強さを持っているタケシはコルドバル卿きよう。タケシを放っておけない世話焼きの幼おさな馴な染じみ、アカリはペトラルカ。明るい性格だけど実は裏の顔を持つ外国人レミはエルビア。鬼教官のボタンはミュセル。ちなみに便宜上だけど、監督は僕で音響監督は美み埜の里りさんなのでよろしく」

「オンキョウ……？」

「なんすかそれ」

　僕の説明に、ミュセルとエルビアが首を傾かしげる。

「えっとね……いや、それはまたあとで説明するよ。とりあえず台本を読み込んでほしい。アフレコは僕達が指示を出してシーンごとに録とるから」

　台本を読み始めるみんなを見回して、僕は硝子ガラス越しに美み埜の里りさんへ振り返った。美み埜の里りさんは僕と目が合うと首を縦に振る。向こうの準備は万端、といったところだろう。

　美み埜の里りさんに頷うなずきを返して、僕は拳こぶしを握り込んだ。

　よし。異世界初、エルダント帝国の初アフレコ──開始！
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　物語は、バレンタイン当日に、主人公であるタケシが登校するところから始まる。

　いつも通りタケシは、幼馴染みのアカリと合流して学校へ向かう。タケシの横でアカリは、いつタケシにチョコを渡そうか恥ずかしそうに迷っていた。

　そんなときタケシは、謎の女の子──レミとぶつかる。レミは今日から、タケシとアカリのクラスに転入する、転入生だった。

　登校して授業を受けていたタケシ達。そんな中タケシは、いつの間にか自分の机の中に、贈り主の分からないバレンタインチョコが入っていることに気が付く。本命っぽいチョコレートに嬉しくなったタケシは、昼休みに一人、屋上でそのチョコを堪能しようとしたのだが、そこに突然ヘリコプターが現れた。

　ヘリコプターから降り立った女性──ボタンは、突如タケシに銃を突きつける。突然のことに硬直するタケシ。

　そしてそこに、偶然現場を見てしまったアカリが、タケシを助けようと飛び出して──




『ど、どういうこと!?』

『な、なんであたしの顔が……って噓うそ!?　入れ替わってる!?』




　画面の中で、驚愕するアカリとボタンの動きが凍り付いたように停止する。動画の一時停止だ。ここまでが今──僕がアフレコの指示を出したシーン。

「美み埜の里りさん、録音はどうですか？」

「録音自体はばっちり」

　美み埜の里りさんがパソコンのマウスを操作──動画にさきほど録とった音声を被かぶせて再生。




『タ、ターウ、シ、タート!?（ど、どういうこと!?）』

『イ、イーウ、エソッド、イム、エサフ……イラー!?　デ、タンレトラ!?（な、なんであたしの顔が……って噓うそ!?　入れ替わってる!?）』




　確かに、録音したアカリとボタンの声──ペトラルカとミュセルの声が映像に重なって聞こえてきた。

　魔章指輪は生の人間の声しか翻訳してくれないので、聞こえてくるのはエルダント語だ。もちろん、もともとの台本を起こしたのは僕だから、聞こえてくる台詞せりふはエルダント語でも、おおむね、内容は把握できる。

　しかし……

「うーん……なんか違うなあ……」

　僕は頭を搔かくと、溜ため息いきをついた。

　もちろん、皆にプロの声優みたいな演技を期待していたわけではないのだけれど──でも最低限これだけは、という一線ラインがあるのも確かだ。

　僕は椅子から立ち上がると、録音室に繫つながる扉を開ける。

「ミュセル、ペトラルカ、アカリとボタンが入れ替わった台詞、もう一度お願い。ここは二人が入れ替わる、冒頭の重要なシーンだからね。特にペトラルカ。外見はアカリでも、中身はボタンなんだからもっと声に威厳を持たせて」

「威厳……」

　眉間に皺しわを刻んで呟つぶやくペトラルカ。

　僕は彼女に頷うなずいてみせながら、さらに言葉を重ねた。

「可愛い声をしてるのに威厳がある、そのギャップも『バレンタイン・パニック！』の見どころだからね。じゃあそこだけよろしく」

　二人が頷いたのを確認してから、僕は扉を閉めて美み埜の里りさんの隣に戻る。

　美み埜の里りさんがパソコンを操作──画面は件くだんの台詞の数秒前に戻った。

　タケシに銃を向けるボタン。

　そこへ、アカリが突進。

　ボタンとアカリはぶつかった勢いで屋上に転がる。そして顔を上げて──。




『タ、ターウ、シ、タート!?』

『イ、イーウ、エソッド、イム、エサフ……イラー!?　デ、タンレトラ!?』




「……うーん……」

「どう？　慎しん一いち君」

　画面を一時停止させて、美み埜の里りさんが尋ねてくる。僕は肩を竦すくめると立ち上がって、また録音室に繫つながる扉を開けた。

「ペトラルカ、『な、なんであたしの顔が……って噓うそ!?　入れ替わってる!?』をもう一度」

「またやるのか!?」

　マイクの前で、ペトラルカが苦渋の表情になる。きっと本人なりに精一杯演じたのだろうけれど……残念ながら、まだイメージと違う。

　ここは妥協しちゃいけない。僕のゴースト……もといオタクとしての本能がそう囁ささやいていた。

「ボタンは鬼教官なんだ。今まさに銃を撃とうとしていた人だよ？　アカリのままの演技じゃ困るんだよ」

「ぬぅ……」

　腕を組んで唸うなるペトラルカ。

「可愛い声をして、でも戦うと強い。必要なのはそんな声だよ！」

　僕は両手を掲げて言った。

「そう言われてもな、具体的にどんな声を出せば良いのか──」

「そう、良いところのお嬢様なんだけど、変に澄ましたところがなくて、友達想いで、こう、スマホっぽいもので変身して戦っちゃいそうな女の子の感じでよろしく！」

「む、むう……？」

「こう、日溜まりでぽかぽかしてそうな」

「ひだまりでぽかぽか……？」

「その一方で、戦う時に、特に感情を押し殺すところなんかは、そうだな、どこかの潜水艦の制御中枢みたいな声で！」

「よけい分からんわ!?」

　とペトラルカ。

「とにかく、そんな感じでよろしく！」

　僕はそう言い置いて録音室を出ると、扉を閉めて、美み埜の里りさんの隣に座り直した。




『イ、イーウ、エソッド、イム、エサフ……イラー!?　デ、タンレトラ!?』




「…………うーん」

　ペトラルカがものすごく頑張っているのは認める。認めるんだけど……。

　どうやら先は長そうだ。

　僕は待ち受けているであろうもろもろの苦労を想って、大きく溜ため息いきを吐ついた。
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　通常、半時間のテレビアニメの収録でも、声優が演じるべきキャラクターや作品の世界観にまだ慣れていない初回となると、実に半日仕事──六時間、七時間も掛かったりするという。

　当然、二時間もある劇場アニメ、しかも初回で演技者も全員素人しろうととなると、アフレコが一日で終わるはずもなく。

　それから数日間、僕達は何とか予定を調整しながらアフレコを続けていた。

　でもって──

「ガリウス、声が渋すぎる！」

「……む？」

「成層圏の向こう側まで狙い撃つ男をイメージして！」

「……なんだそれは」

　とか何とか。

　何度も何度も繰り返していると、演技指導する僕の方も──ちなみに本来、これは音響監督の仕事だけど、まあ、美み埜の里りさんは機材の操作に忙しいので僕が代わりにやっていた──だんだん、遠慮がなくなってくる。

「もしくはどこかの神社の守り神みたいな感じで！　ミカン大好き！」

「……ジンジャー？　ミカン？」




　……とか。




「エルビアはもっと厨ちゆう二にっぽく！　マスターを慕う後輩のように！」

「ちゅ、ちゅうに……？」

「もしくは微妙に男運のない人魚とか、さもなくば砲塔式12・７センチ連装砲三基と、61センチ三連装魚雷発射管を装備して、凌りよう波は性せいに優れた、当時としては革新的な……ハァハァ……大日本帝国海軍の一等駆逐艦の声で！」

「……!?　……!?」

「できれば、なまりはもっとロシア語っぽく！　そう、ミグ31の思考操縦システムが思わず反応しちゃう感じで！」

「──ろ、ろしあ!?　ろしあってなんすか!?」




　……とか。




「ミュセル、そこはもっと柔らかく、優しく……そう、まるで三み森もりすずこさんのよォに！」

「は、はい！　……えっと、あの、それは、どなたなのでしょう……？」

「伝統ある女子校を守るために立ち上がったアイドルの一人、女子校育ちの大和やまと撫なで子しこ、みたいな感じで！」

「……あ、あいどる？　ヤマトナデシコ？」




　……とか。




「ペトラルカ、鬼教官らしさがまったく出てない！　見た目も声もアカリだけど、今の彼女はボタンだ。そのままじゃみんなから舐なめられるよ！」

「っ……！」

　ペトラルカが何か言いたげに口を開く。

　だけど──彼女はそのまま何かを言い返してくるのではなく、口を噤つぐんだ。気の強い彼女にしては珍しいことだ。

「そこを踏まえてシーン１１２もう一度頭から！」

「はい！」

　僕の指示を聞いて、マイクの前に立っている面々が頷うなずく。その中でもペトラルカは何やら気迫充分といった様子で、僕の方を指さしながらこう言ってきた。

「絶対に妾わらわは、シンイチを納得させてみせるからな！」

「その意気だよ、ペトラルカ！」

「ええい、今の妾はボタンじゃ──ボタンだ！」

　……とかなんとか。

　指示を出し終えた僕は、録音室を出て、美み埜の里りさんの隣へ戻った。

「美み埜の里りさん、シーン１１２、もう一度録とり直します」

「了解」

　パソコンを操作して、美み埜の里りさんがシーン１１１から再生を始める。

「初めてにしてはみんな、結構頑張ってるわよね」

「はい。声も出てますし、演技もそんなに悪くないというか」

「あとは陛下かな。これで上う手まくいけばいいけど」

　そこまで言ってから──美み埜の里りさんは横目で僕の方を見て、こう尋ねてきた。

「急きゆう遽きよ陛下にお願いしたのはそれがあってのことなんでしょ？」

「……まあついでにそうなれば一番いいかなって」

　僕は肩を竦すくめて、息を吐いた。

「だからあとは、僕がどれだけみんなに的確な指示を出して、素晴らしい出来にするかですね」

「随分と燃えてるわね、慎しん一いち君」

「そりゃあもう。『バレンタイン・パニック！』は僕の好きな映画の一つですから」

　正直、台本起こしも、半分ばかり記憶に頼ってできたくらいだ。ＤＶＤはもう二十回以上見ているはずである。

　好きなものだからこそ、悔いの残らないよう徹底的にやっていきたい。

　いや──違う。これは後付けの理由だ。

　前にも美み埜の里りさんに言った通り、もともとは顔見知りばかりで和気藹あい々あいとやるつもりだった。

　とりあえず体験が目的というか、完成させればそれでいい、演技の上う手まい下手にはあまりこだわらない、そんなつもりだったのだ。

　けれど、ペトラルカの頑張りを、そして何よりそれに見合った成長ぶりを見て──聴いていると、なんだか僕も熱くなってきて。完成したものを彼女の頑張りに相応しいものにしたい、という欲みたいな気持ちが出てきたのである。

「〈アミュテック〉総支配人として頑張りますよ！」

　両の拳こぶしを握り締める僕に──しかし、美み埜の里りさんが首を傾かしげて言った。

「……でも慎一君。初日からずっと思ってたんだけど、なんなの、あの妙に具体的な指示の数々は？」

「いや、僕もよく分からないんですけどね」

　僕のゴースト──もといオタクとしての本能がこう指導しろと語りかけてくるんだから仕方ない。




『ウフフフ、とうとうわたしの正体に気付いたようね』

『レ、レミ!?　まさか本当に……』

『そんな……』




　録音室の中では──謎の転入生の正体に迫る重要なシーンのアフレコが進んでいた。
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　四苦八苦しつつもさらに数日後──なんとか無事、アフレコは終了した。

「最後の台詞せりふもらいました！」

　僕は録音室に入りながら、そう宣言する。

「というわけでお疲れ様！」

　声優をつとめてきた面々は安あん堵どと疲労の入り交じった表情で硝子ガラス越しにこちらを見つめてきた。

「本当に長々とありがとう。でもおかげで、すごくいいものができると思う」

　まあ実際には、これで終わりではない。

　明日からは脇役の声やら、周囲のざわめき──業界用語でいうところの『ガヤ』──やらを入れるために、学校の生徒達を呼んでまたアフレコをしなきゃならないんだけど。

　でもって、それが終われば美み埜の里りさんと僕は、地道な編集作業を延々としなければならない。収録した声を切り貼りして、音量とかも調整して自然に聞こえるようにするのだ。

　そこまでやって──ようやくエルダント語吹き替え版の『バレンタイン・パニック！』の完成だ。

「旦だん那な様もお疲れ様でした」

　微笑と共にミュセルがそう言って労いたわってくれた。

　彼女も最後の方は随分と演技が上う手まくなっていて、ほとんど録リりテ直ーしクが出なかった。

　こんなに可愛らしく笑っている彼女が、アニメの後半では、元の体に戻った鬼教官を演じていたのだから、実に面白い。

「でもまさか、あんな展開になってしまうなんて予想していませんでした」

「レミの正体にもびっくりっすよ！」

　ミュセルの言葉に続けて、パタパタと尻しつ尾ぽを振りながら、エルビアが言ってきた。

「いやー、本当に面白かったっす！」

　体力があるからなのか──皆、疲れてる様子だけど、それに比べて、エルビアはまだ元気があり余ってる感じだった。

　彼女は彼女なりに、裏の顔を持つ美少女の役を一生懸命演じてくれた。

　さすがに彼女はあまり向いていなかったのか、演技は最後まで拙つたない感じだったけど、まあ外国人転入生って設定だから、多少ぎこちないのは構わない。

　そして──

「どうじゃシンイチ！　妾わらわのアカリは！」

　そんなエルビアを遮るようにして前に出ると、胸を張って得意げに言うのは、ペトラルカである。

「初めこそいろいろと言われたが、後半の妾の演技、ダメだったとは言わせんぞ！　アカリも、アカリの体に入ったボタンも、見事に演じきってみせたわ！」

　ふふん、と誇らしげな笑顔を浮かべるペトラルカに──僕も満足の笑顔で応じた。

　ミュセルもすごかったけれど、実は、いちばん上達したのはペトラルカだった。本当に彼女の演技は後半になればなるほどに上達していって、録とり直しも減っていった。むしろ最後の方では『今のは納得がいかない。録とり直せ』と自分から言い出す始末で。

　収録合間の休憩中には、椅子に座ってうたた寝している場面も何度か見掛けたから──もしかしたら陰で必死に練習していたのかもしれない。

「そうだね。いちばん演技が上う手まくなったのペトラルカかも。特にアカリの体に入ったボタンの演技はすごかったよ。鬼教官らしい威厳のある喋しやべり方が上手くできていたというか」

　僕は彼女の顔を覗のぞき込みながら言った。

「これでいつでも、そんな喋り方できるんじゃない？」

「アカリもボタンも妾わらわに任せろ。ミュセルにも負けんわ」

「えっ、あ、はい！　その通りです！」

　突然話を振られて、ミュセルが慌てたようにこくこくと頷うなずく。もちろん、立場的に『そんなことありません』なんて彼女が言えるはずもなくて──でもミュセルが、ペトラルカの演技力が上がったことを一緒になって喜んでいたのを、僕は知っている。

「コルドバル卿も忙しい中ありがとうございます」

「いや、なかなかに興味深い体験だった」

　パラパラと台本を捲めくりながらガリウスは頷く。演技とはいえ、普段と違うガリウスを見ることができたのは貴重だと思う。

　さすがはペトラルカの血縁──凝り性というか、一度ハマると、むしろひどく積極的になるのは彼女と同じだ。この人も陰で練習していたような気がする。決してそれを表に出したりはしないけど。

　何はともあれ──

「本当にありがとう、お疲れ様でしたー！」

　改めて僕はそう言って皆に頭を下げる。

　こうしてエルダント初のアフレコ作業は、いったん、幕を閉じたのだった。
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　それから──さらに数日後。

　脇役の声も録って、もうすぐ編集作業も終わるかな？　という頃。

　僕は作業の進捗状況について、美み埜の里りさんと一緒に報告に来ていた。場所はもちろん、神聖エルダント城の、いつもの謁見の間である。

「細かな見直しを含めても、三日以内に終わるかと思います」

　と美み埜の里りさんが言う。

　満足げな皇帝陛下やその側近の近この衛え騎士の表情を見つつ、僕はこう続けた。

「編集が終われば、真っ先にペトラルカに観みせるね」

「楽しみにしておる」

　ペトラルカは笑顔で頷うなずき──そして。

「……ところでシンイチ」

　不意に、彼女は目を細めて……ひどく真剣な表情を浮かべてきた。

「あれから何度か、例の二国の大使と顔を合わせる機会があったのじゃがな、連中の態度に変化があった」

「うん？　そうなの？」

「端的に言えば、『舐なめた』ような態度をとらぬようになった」

　とペトラルカは言った。

「本当？　よかったじゃない」

「ボタンの口調を意識してみれば思いの外上う手まくいったのじゃ」

　どうもペトラルカは、演技を通して、声だけでもある種の威圧感を出す方法を──威厳のある物言いや発声を、覚えたようだった。

「言い方一つで印象って変わるからね」

　よかったよかった、と僕は美み埜の里りさんと顔を見合わせて頷く。そんな僕達に──ペトラルカは首をかしげてこう尋ねてきた。

「……まさかとは思うのじゃがシンイチ。突然妾わらわにあの役をやらせたのは、これを見越してのことか……？」

「それは……」

　一瞬、僕は言葉に詰まった。

　実を言えば、そういう考えは確かにあった。

　だけど、あまりあからさまにそれを告げるとペトラルカがヘソを曲げる可能性もあったし……別にそれだけが理由だったわけでもない。

　だから──

「……いや」

　僕は、苦笑を浮かべてペトラルカに言った。

「あの役がペトラルカに合うんじゃないかなって思ったから──それがいちばんの理由だよ。ただ、あれのおかげでペトラルカが何か得ることができたんなら、それはそれで僕も嬉うれしいかな？」

　そう答えた僕に──しかしペトラルカは何か思うことがあったらしい。一瞬だけ何か言いたげにその桜色の小さな唇を開いて……しかし彼女は何か言う代わりに小さく溜ため息いきをついて、これを閉じた。

「……そうか」

　唇の両端を緩く吊つり上げると、玉座に頰杖をついて、彼女がそう言ったのは──しばらくの沈黙を挟んでからだった。

「とりあえずそういうことにしておくか」

「うん。そういうことにしておいて」

　楽しげに言うペトラルカに、僕も口調を合わせてそう返す。それから彼女はやや、威圧感のある──まさしく皇帝陛下、といった感じの口調でこう言ってきた。

「完成、楽しみにしておるぞ」

「──御意」

　そんな彼女に対し、漫画やアニメに出てくるような騎士の姿を脳裏に思い浮かべながら僕は──深々と一礼してみせたのだった。
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